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「な、なんで？」

　透すけていた。何度見ても、透けていた。

　どこまでも高い夏の空も、静かな神社の境けい内だいもいつも通り。

　けれど、半はん壊かいした黒くろ焦こげの蔵くらはいつも通りじゃなかった。

　そしてもっといつも通りじゃないのは……。

「なんで……身体からだが、透けてるの？」

　景け色しきが全部、手のひら越しに見えること。

　佐さ倉くら恭きよう一いち、一六歳。

　透明人間になった経けい験けんは今の今まで一度もない。




「あぅ……やっぱり……殺しちゃったんだ……」




　背後で声がして、慌あわてて振り返る。

　そこには、自分の死体が転がっていた。




　　　１




　時は数時間前に巻き戻る──。




　今にも死にそうだった。

　全く、死んでしまいそうに暑い、夏の昼前。

　高校二年の一学期の終業式が終わったその日の放ほう課か後ご、恭一は北きた原はら神社へと続く急な階段を上っていた。

　行く手は陽炎かげろうでゆらゆらと揺れて、ぬるま湯のような空気を吸い込むたびに、体温が上昇していく気がする。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ、ぼんやりと歩く。強烈な日差しのせいか、あたりのもの全すべてが非現実的に見える。特に、少し先を歩く三さん宮みや沙さ希きはどことなく儚はかなくて、今にも陽炎に溶けて消えてしまいそうな雰囲気を持っていた。

　制服の、少し丈たけの短いスカートをふわりと揺らして、彼女はこちらを振り向く。

　長い髪。強い日差しに輝かがやく白い肌。ブラウスから覗のぞく細い手。少し瘦やせ気味の小さい顔。大きな目は晴れた夜の湖面のように澄すんでいて、品のよい小さな唇は柔らかそうな桃色だ。

　北きた原はら神社の娘で、巫み女こをやっている三さん宮みや沙さ希き。恭きよう一いちの同級生で、幼稚園の頃ころからの付き合いでもある。

　彼女は穏おだやかな微笑をたたえ、遠い空を見上げる。日が眩まぶしいのか、大きな目を僅わずかに細めていた。

　ほとんど姉弟のような関係にある恭一でさえ、時々沙希が静かでたおやかな女の子のように見えてしまうし、一ひと目め惚ぼれする男だって後を絶たないのだけど……。

　彼女は突然、悲しそうに顔を伏せる。

「あっっっっ……つ─────い……」

　聞こえてくるダレた声に、恭一は深いため息をついた。

「あ～……日陰、発見」

　日陰を求めて、あっちへフラフラこっちへフラフラ。無む駄だに動きすぎて、かえって暑くなりそうだ。

「ディープインパクトらないかな……」

「なに？　そのフリーダムな日に本ほん語ご」

「氷河期が来れば少しは涼しくもなるだろうに」

「人類滅亡しちゃうよ」

「……あーもう！　なんでこんなに暑いのよ！」

　いつも通り、外見に中身が、全く伴っていない。寄せた期待を裏切り、彼女は今日きようも、遥はるか遠くの入道雲に無駄なケンカを売っていた。

「腹立たしいったらないわ！」

　空に向かって叫んでいるけども、でもまあ、あまり気にしない。

　家に帰ってアイスキャンディーの一本でも食べれば、夏最高とか言うに決まってる。いつものことだ。

「夏休みの間に……秋にならないかな……」

「それこそ大問題だねぇ」

　上うわの空そらで答える。暑いのはこっちだって一いつ緒しよなのだ。

「恭一、さっきから返事が適当……」

　沙希がジトッとこっちをにらんでくる。まずい、やりすぎたかも。

「恭一はさ、適当に返事をしてればみんな納得すると思ってるんだ」

「そ、そんなことはないよ」

　いーやそうだ！　と沙希は、ブンブンと首を振る。

「いつもいつもそう！　この間、チョコとバニラ、アイスならどっちがいいって訊きいたら、どっちでもいいって言われた！」

「ほんとに、どっちでもいいことじゃん」

「私が……学校で先せん輩ぱいに告白されたときだって、断るべきか受けるべきかって訊きいたら、どっちでもいいって言われた……」

「えぇ！」

　大おお慌あわてで最近の出来事を思い返してみても、そんな場面は存在しない。

「そ、そんなことがあったの？」

「ほら、もう覚えてない。『どっちでもいい』は、ひどいよ」

「いやまったくその通りだよ！　え、結末は!?　どうなったの!?」

「どっちでもいいって言ってたのに？」

「いや、それは本当にごめん！　人としてどうかと思う！　だから教えて！」

「へぇ……そんなに気になるんだ？」

　沙さ希きが覗のぞき込むように顔を近づけてくる。なんとなく気まずくなって目をそらした。

「そりゃ、幼なじみがそんなことになったら気になるよ……」

　その言葉に、沙希は満面の笑えみを浮かべた。

「冗じよう談だんよ。全部ウソ」

　沙希の言葉に、頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になる。

「……はぁ!?」

　ちょっと待ってくれと、伸ばした手をすり抜けて、沙希は上じよう機き嫌げんに日陰の中を歩いていく。

「いつも適当なことを言ってるからこういうことになるの。分かったら今後、私の話はちゃんと聞く、ちゃんと考えてから話す、私の言葉に逆さからわない、オーケー？」

「……最後のひとつ、適当な返事と関係ないじゃん」

「細かいことは気にしな～い」

　恭きよう一いちは深く深くため息をつく。

　ただでさえ暑いのに、なんでこんなに疲れなきゃいけないんだ。

「恭一はもうちょっと、女の子との会話には注意を払うことね」

「……身に沁しみました」

「乙おと女めはデリケートなんだからね」

　沙希はそう言いながら、鞄かばんから下した敷じきを取り出し、パタパタとブラウスの襟えりをはだけて空気を送り込む。

　白くて眩まぶしい感じのものがチラリと見えて、恭一は慌てて目をそらす。

　恥じらいとかないんですか？　デリケートな乙女よ。

　そんな胸中など知るよしもなく、沙希は目を細めて空を仰あおぐ。

「それにしても、暑いわねえ」

「……神様にでも頼んで涼しくしてもらったら？　巫み女こなんだから」

　沙希はぱたぱたと下敷きを振ってみせる。
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「神様？　ああ、無理無理。コノハ様、変なところで真ま面じ目めなんだもん。夏は暑いのが自然の摂せつ理りでしょ！　とか怒るに決まってるわ。自分はエアコン大好きなくせに」

「……ずいぶん親しみやすいね、沙さ希きんとこの神様」

「あんた、また冗じよう談だんだと思ってるでしょ。いるんだよ？　八や百お万よろずの神様ってやつは。万物に魂たましいが宿ってるの。その魂たちを敬うやまうことはこの世界そのものを敬うことに等しいんだから、恭きよう一いちも敬意を払って接しなさい。天あま津つ神かみに国くに津つ神かみ～ってこらちょっと、ひとりでさっさと行かないでよ！」

　スタスタと先を歩いていた恭一は振り返ってため息をつく。

「早く帰ろう。蔵くらの掃除はやっとくからさ」

「あ、恩着せがましい。言っておくけど、ギブアンドテイクなんだからね」

　夏休みの間中、恭一が沙希の神社の雑事を一手に引き受け、沙希が恭一の宿題を全すべて引き受ける。

　それが毎年の恒こう例れい。無む駄だなく美しいビジネス関係が成り立っていた。

「あーもう！　なんでこんなバカ高いところに神社があるの？　何段あるのよ、この階段！」

「敬意を払って接するんじゃないの？」

　沙希の抗こう議ぎとも愚ぐ痴ちともつかない言葉を適当にやりすごした。

　全く進もうとしない沙希の腕を引っ張り、階段を上る。

　沙さ希きの滑なめらかな肌の感触に少し驚おどろく。なんとなく沙希も黙だまって恭きよう一いちに引っ張られるままになっていた。

　今年ことしもまた夏休みが始まる。

　見上げた空はどこまでも高く、今回も退屈なりに楽しい夏休みが待っているのだと、爽さわやかにそんなことを考えていた。







「……このハタキは埃ほこりを落とすのに使ってください。あ、マスクは必ずしてくださいね。結構汚れがたまっちゃってますから。エプロンもありますけど、いります？」

　テキパキと掃除用具を渡してくれる巫み女こ服ふく姿の少女は、沙希の妹の三さん宮みや綾あや音ねだ。

「じゃ、今年も迷めい惑わくをかけてしまいますが、よろしくお願ねがいします」

　深々とお辞じ儀ぎをして、また顔を上げる。ふたつに縛しばった髪が綾音の動きに合わせて揺れた。

「綾音ちゃん、沙希はどこに？」

「宿題をやってます。今年もいっぱいあるんですね。私の二倍の量はありそうでした」

「まあ、高校生だしね」

　実際にふたり分の宿題をやってるんだから二倍あるのは当然だ。恭一と沙希の取引は綾音には秘密にしている。

　なにしろ彼女は、小学校入学から中学二年生の現在に至るまで一いつ貫かんして学級委員長に就任し続けているほどの潔けつ癖ぺき真ま面じ目め人間である。バレたらあらゆる手段で沙希と恭一の関係を壊こわしにかかるだろうし、恭一がこの神社の境けい内だいに足を踏み入れることすら許さないだろう。

　そうなったら僕の宿題は一体誰だれがやることになるというのだろうか。

「沙希を見習って、僕も宿題をがんばらないとなぁ」

「はい。夏休みの初日に宿題を全部すませちゃうなんて、お姉ねえちゃんは私の誇りです」

「あははは～……」

「でも、毎年不ふ思し議ぎに思うんですけど、恭一さんってどうして毎年夏休みに、私たちの手伝いをしてくれるんですか？　お姉ちゃんもバンバン働かせちゃってますし。ちょっと申もうし訳わけない気が……」

　ふと、綾音の目が細くなる。何かを見み透すかすように、恭一を見つめた。

「あ、綾音ちゃん？」

「まさかとは思うんですけど……お姉ちゃんの宿題の量が多いのと、関係あったりします？」

　するどい質問だった。恭一はゴクリと息を吞のむ。

　ここでバレてしまっては最悪の場合、今後、宿題の代行を頼めなくなる事態も起こりうるかもしれない。

　それは大変由ゆ々ゆしき問題だ。

「か……神様は敬うやまわないといけないからね」

　恭きよう一いちの言葉に綾あや音ねは目を丸くし、そして徐じよ々じよに、その口元に笑えみを広げていく。

「まあ！　まあまあまあ！　なんという信仰心!!　日に本ほん人じんが忘れていた自然への敬意がこんな身近なところに！」

　綾音は目を輝かがやかせ、両手を合わせて身を乗り出した。

「幼き頃ころよりの友を助けようという篤あつい友情！　万ばん物ぶつに宿る神への感かん謝しやを忘れず奉仕しようとするその御み心こころ！　綾音は感動しました！　メロスですね！」

「……メロスではないです」

「私てっきり、宿題をやってもらう代わりに掃除をするとか、そういう不純な行為をしているのかと思いました。恭一さんが学業をないがしろにするはずないのに……。ごめんなさい。人を疑うなんてよくないですね。……反省です」

「は、ははは」

　なんとか切り抜けた。つうっと背中を一筋の冷や汗が落ちていく。

「お夕飯、ぜひ食べていってください！　この綾音、精いっぱい腕を振るいますから」

「……えーと。その、いってきます」

「いってらっしゃいませ!!」

　ブンブンと手を振る綾音の声に胃が痛くなるのを感じながら、蔵くらに向かった。

　後でお賽さい銭せんを弾んでおこう……。







　──薄うす暗ぐらく埃ほこりっぽい蔵の掃除を始めて数時間。

　蔵内部はだいぶ綺き麗れいになってきた。町内会の祭りで使うハッピや古びた巻物や書物がごった返していたけれど、今は例外なくきっちり所定の位置に納まっている。

　粗大ゴミも指示通り蔵の外に出したし、仕上げの水みず拭ぶきにでも入ろうかと思い始めたとき。

　黄金色に光り輝く巻物が床ゆかに転がっているのを見つけた。

「な、なんなんだ？」

　恐る恐る指でつつき、特に熱あつくもないことを確かく認にん。

「これは、一体？」

　好奇心に負け、手に取ってみる。

　見る間に光は強くなる。めまぐるしく明滅し、閃せん光こうが蔵を照らし出した。

「──!?」

　何かヤバイ空気を感じとり、慌あわてて蔵の外に走ろうとしたそのとき。

　炎と爆ばく風ふうと轟ごう音おんが背中に襲おそい掛かり、ふわりと身体からだが浮いて──。




　　　２




「あ、あのとき……死んだのか？」

　座り込んで真っ白な入道雲を眺める。

「マジでか……」

　恭きよう一いちは、あははは～と意味のない笑えみを浮かべ、ため息と共ともに地面に頭をめり込ませた。もう泣くしかない。

「恭一、話を続けてもいい？」

　呼ばれた自分の名前に、恭一はゆっくりと視し線せんを動かす。

　真まっ赤かな着物を着た小さな女の子が目の前に立っている。まだ、七、八歳ぐらいだろうか。切きり揃そろえられたつややかな髪が強烈な日差しに輝かがやいていた。幼い外見のわりに深みのある目が、申もうし訳わけなさそうにこちらを見ている。

「あの……君は誰だれ？」

　頭をめり込ませたまま恭一は無気力に尋たずねた。

「コノハ」

「なんで……僕の名前を知ってるの？」

「知ってるよ。だって、いつも神社に来るし、沙さ希きや綾あや音ねに何度も話は聞いてるもん」

　ということはこのこはいつも神社にいたのか？　そのわりに見たことがない──。

　恭一はやっと立ち上がって、彼女を見た。

「あ……起きた」

「まあ、ちょっと聞いておきたいことがあって。えーとね？　確たしか君が、僕を殺したとかなんとか」

「うん……ごめんなさい。あの爆ばく発はつ……私がやってしまって……」

　彼女はどんよりと眉まゆを寄せ、唇を結んで俯うつむいている。

　可哀かわい想そうなくらいしょげきって、今にも泣きそうだ。

　このこが、僕を殺した犯人？

「し……信じられない」

「え、えーと、うーんと……あぅ……殺してごめん」

　やがてコノハはがっくりと肩を落とし、凄すさまじいまでの負のオーラが渦うず巻まいていく。

「え、えーとね!?」

　しばらく経たって、何か思いついたように、コノハが両手を振った。

「私の趣しゆ味みは新しい術の開発なの！　さっきはあの巻物に秘められた力を使い、私を、ううん！　多くの民たみを救う画期的な術の開発に挑戦して……いたんだけど……その尊い犠ぎ牲せいになったと思えば……少しは納得してくれるんじゃないかと……」

　最後の方は自信なさそうに、足先で地面をいじりながら言う。

「画期的……一体どんな？」

　何者なのかは知らないけれど、何か重大な研究の事故に巻き込まれて死んだっていうなら、少しは諦あきらめもつくってもの──。

　彼女は意を決したように目に光を宿し恭きよう一いちを見る。

「人にん参じんが食べられるようになる術」

「我が慢まんして食べようよ！」

　恭一が頭を抱えて再びうずくまると、コノハが慌あわてて顔を覗のぞき込む。

「に、人参が食べられるようになるのは大切なことなんだよ!?　いつも私、綾あや音ねに、好き嫌いするなって怒られてるんだから!?」

「そんなことのために殺されたのか。立ち直れない……」

　フォローされればされるほど、切せつなさが心に広がっていく。

「……殺しちゃって、ごめんなさい」

「いや、謝あやまられても……」

「でも、まずはこれからのことを考えていこうよ！」

　これからってなんだ、死後か!?　死後のことか!?　と尋たずねかけ、はたと立ち止まる。

「いや待ってよ。死んだなんて、信じられるわけないよ」

「でも、死んじゃってるし……」

「証拠がほしいよ。証拠は？　証拠はどこに？」

　そうだ。人参が食べられるようになる術で死ぬなんて考えられない。もしかしたら沙さ希きあたりが仕掛けたイタズラかもしれない！

　一いち縷るの望みをかけて恭一は彼女に詰め寄った。

　そして彼女は、ちょっと怯おびえつつ恭一に言い放つ。

「半透明の身体からだ……」

「あぁそれは気付いてた！」

「額ひたいに巻いた白い三角鉢はち巻まき……」

「はう！」

「それにそれに、白しろ装しよう束ぞく……」

「おぉお！」

「後、足が途中で消えてるから……」

「うわほんとだ！」

　最後に恐る恐る、コノハは背後を指さした。

　横たわる自分の死体。しかも、上半身と下半身が分かれていた。

「いやぁあああ!!」

　恭きよう一いちは頭を抱える。

　トドメだった。もう幽ゆう霊れいすぎるくらいに幽霊だった。これで幽霊じゃなかったら今の自分はなんなんだ。

　どうやら、本当に死んだらしい。

　恭一は沈みきった気持ちでコノハを見つめた。

「……そもそも君は何者なの？　僕が見えるということは、霊感があるの？　大体……あの爆ばく発はつを起こしたのが君って、一体どんな人間なんだ」

「私、人間じゃないよ」

「人間じゃない？　君も幽霊？　同志？」

　幼女は慌あわてて首を振る。

「ち、違うよ？　えーと、神様業をやってます」

「……死しに神がみ？」

「ここの神社の神様です!!」

　恭一はポカンと口を開けたままコノハを見る。

「ちょっと若作りだから、分かりにくいかもしれないけどね、私は恭一の一〇〇倍は年月を経てるんだよ」

　三度四度、何か喋しやべろうと口をパクパクさせた後、ようやくかすれた声になる。

「一〇〇倍……って、一六〇〇歳以上？　若作りどころじゃないよ!?　え、そんなお年寄り!?　ウソでしょ!?」

「本当だよ。実はちょっと偉いんだ」

　何を照れているのか、Ｖサインを出しつつ頭を搔かく。

　容よう姿しも言動も、どう見たって七、八歳くらいにしか見えない。

「自己紹介、ちゃんとするね？　ここの神社に祀まつられてる神で……名は木この花はな。親しい者にはコノハ様って呼ばれてるの！」

「……えーっと……」

　呼ばれてるって言われても困る。ひょっとして、この子が沙さ希きが話していたエアコン好きの神様なんだろうか。

　……いやいや、まさか。だって神こう々ごうしさの欠片かけらもない。

「神々しいもん！」

「うぉわ!!」

　な、なんだ今の？　こ、心を読まれた？

「うん！」

　まさか。偶ぐう然ぜんじゃないの？

「ほんとだよ。神じん通つう力りきです！」

　……読んで、いるんですか？

「読んでいます。親しい人の気持ちなら、心の声を聞くことができるんだよ」

　僕は初対面じゃないか！

「いつも神社に来て、手を合わせてくれたりしてたもん！」

　ダメだ。望みもしないコミュニケーションが成立している。

「けっこう便利だよ～」

　すごく一方的な便利さだよね？

「えへへ」

　なんで照れるんですか!?

「褒ほめてくれたから！」

　褒めては……いや、いい、もう何も考えないようにしよう。

　疲れる。一言も言葉を発していないのに疲れる……。

　恭きよう一いちは顎あごに手を当てて、しばらく考え、素す晴ばらしい思いつきと共ともに顔を上げる。

　よし！　逃げよう！

「はう！　ま、待って！」

　逃げようとした瞬しゆん間かん、コノハに背後からしがみつかれ、勢いよく地面にスライディングすること三メートル。

「……何するんですか……」

　死んでもケガすると痛いんだな、などと言うことに軽く驚おどろきつつ、背中に張りついたままの神様に尋たずねる。

「い、行っちゃダメなの！」

「なんで!?」

　さすがに小さな女の子を無理やり振りきることもできない。そのままの体勢で恭一は潰つぶれた声を出す。

「話がまだ終わってないもん！　むしろどうして行っちゃうの!?　そっちには極ごく楽らくしかないよ！」

「怖すぎること言わないで！　だって僕の気持ちが全部分かるんでしょ!?　嫌いやすぎだよ！　プライバシーの侵害だ！　神社の神様って、そうやって来る人来る人の心を読んでるの!?　最悪だよ！」

「大丈夫！　沙さ希きや綾あや音ねには、やるなって言われてるから、みだりには使わないようにしてるから。神様にも常じよう識しきはあります」

「なんでその常識を僕に適用しないの？」

「いい人かどうか、確たしかめたかったの。一番早い方法なんだ」

「そ、そんな理由で人の心の中を覗のぞかないで！　化けて出るよ!?」

　その言葉にコノハは目を丸くし、それからうずくまった。

「く……く……」

「え？　あの、コノハ様？」

　息を殺したような声に心配になり、背中にいるコノハを覗こうとした瞬しゆん間かん──

「あはははは！」

「え？　わ、笑ってる？」

「恭きよう一いちは面おも白しろいなぁ。もうとっくにオバケになっちゃってるのに、化けて出るなんて！　ふ、ふふ……」

　地面を叩たたきながら笑い転げるコノハに呆ぼう然ぜんとして、ついで脱力する。なんだこの笑いの沸ふつ点てんが低い神様は。

「……ほんとに呪のろっちゃうよ？」

「だ、大丈夫。大丈夫」

　ヒイヒイ言いながらコノハが腕を振る。

「心を覗かれたからって、気にすることないよ。神様だから、俗世のことには興きよう味みがないの。ふーん、で終わり」

　背中の声が、気き遣づかうような口く調ちようになる。

「で、でもあれだね。恭一の心に一瞬映ったものだけは、少し気になったかな……」

　言いよどんでコノハは下を向く。

　そんなに重たい過去なんてあっただろうか。恭一は首をひねる。

「……恭一のベッドにおいてある、女の人の写真がいっぱい載った本って──」

「わぁああああ!!」

　顔が真まっ赤かになるのを感じつつ、恭一は慌あわててコノハをすり抜けて、間合いを取り、意味もなく構えた。

「メチャクチャ俗世に興味持ってるじゃないか!!」

「そ、そんなことないよ？　だって私、自分の信者のことはちゃんと知っておきたいし。きょ、きょ、興味本位じゃないもの」

　目を背そむけて、ちょんちょんと人差し指どうしを合わせながらコノハはどもった。ウソだ！　絶対ウソだ！　この神様ウソついてる！

「それ、絶対内ない緒しよにしてよ！　特に沙さ希きや綾あや音ねちゃんには!!」

「うん」

　あれは、あのふたりには絶対にバレちゃいけない代しろ物ものだ。

「それと、もう心の中を読むのは止やめてね」

「うん。もうほとんど読んじゃったから、読む必要もないし」

「マジ……ですか……」

　コクンと、コノハはうなずいた。

　だとすると中学の頃ころ、エッチな本の所有権を巡めぐって親友と本気でケンカして、友情が壊こわれかけたことも知られているのか……。

「うん。大体知られてます。男の子って、業ごうの深い生き物なんだね」

「だから心を読まないでってば!!」

　切実な思いを込めて叫んでいた。

「……もういいです。あなたが神様であることはよく分かりました。これでただの通行人だなんて言われたら逆に驚おどろきます」

　そのへんのことを疑っていたらきりがない。一応神様と分かって敬語にしたあたり、我われながら信しん心じん深ぶかいと思う。

「でも……一体なんでこんなとこにいるんですか？」

　恭きよう一いちの言葉に、申もうし訳わけなさそうにコノハは言った。

「その……さすがに殺しちゃって悪いから、なんとか救済しようと思って顕けん現げんしたの」

「……救済って？」

　コノハがあちこちに視し線せんをさ迷わせつつ、答えようと口を開いたそのとき──。

「きょ、恭一……？　なんで、身体からだが透明になってるの？」

「コノハ様。これは一体？」

　この、声は……？

　振り向くと、バッチリ三さん宮みや姉妹と目が合った。スカートにブラウスというシンプルすぎるくらいシンプルな格好の沙さ希きは目を真ん丸くして恭一を見ている。綾あや音ねは相変わらずの巫み女こ服ふく姿で状況を理解しようとするように、眉まゆを寄せてうなっていた。

「ふたりとも、僕が見えるの!?」

「一応巫女ですから、霊れい感かんはそれなりですが……」

「いや、それよりあんたの方が問題でしょう。恭一、一体何が起きたのよ。そのふざけた頭の白い布は何よ？」

　震ふるえつつ、力なく恭一を指さした。

「信じられない話なんだけど、死んじゃったみたい」

「し、死んじゃったって……えぇ!?　ちょ、ちょっとどうするのよそれ!?　だ、誰だれにやられたの!?　なんで！」

「……私が、蔵くらを爆ばく発はつさせちゃって、恭一はそれに巻き込まれちゃって」

　コノハの言葉に沙希は信じられないというように頭に手をあて、ふらっとよろける。

「さ、沙希!?　大丈夫？」

「死人に心配されたくないわよ！　っていうかなんで死んでるの？　なんで殺人犯がうちの神様なの!?　みんなバカじゃないの!?」

　沙さ希きが頭を抱えて、うあぁああ、とひとり叫び、取り乱しまくっている。

　初めての常じよう識しき的てきともいえる反応に、恭きよう一いちはむしろ安らぎさえ覚えた。そうだよね、死ぬって結構、大変なことだよね。そう、今までのノリがなんだかおかしかったんだ。

「……平気なんですか恭一さん？」

　と恐る恐る綾あや音ねが恭一の顔をうかがう。

「死んでるんだから、平気ではないと思うけど。今のところ特に問題は──」

　思わず言葉を切る。綾音は懐ふところからお札ふだを取り出そうとしていた。

「あ、綾音ちゃん？　何を？」

「現世に迷う悲しい死し霊りようを極ごく楽らくへ送り出さなければと……」

「ちょ！　やめてよ！　僕はまだ死にたくないんだってば！」

「安心してください。もう死んでます」

　綾音は、涙に滲にじんだ目で恭一を見つめる。何かを固く決意してしまった顔だ。

「恭一さんのこの世への未練、私が断ち切ってあげます！」

「ま、待って!?　断ち切らないで!?　まだ何か方法はあるんじゃないの!?」

「方法？　どうすんのよ……あんたもう死んでるのよ？　方法なんてどこにもないわよ」

　顔を伏せたままの沙希の呟つぶやきに、なんと言っていいか分からないまま、恭一も口を閉じる。

　ほんとに、どうしたらいいんだろう。

「方法ならあるよ」

　突然のコノハの言葉に、全員の視し線せんが集中した。

「恭一を逝いき返り者にしたいの」

「逝き返り者ってまさか……」

「コノハ様、本気で言ってるんですか？」

　目をまん丸にして驚おどろく姉妹。恭一は意味が飲み込めずに首をかしげる。

「逝き返り者って、なんですか？」

「すぐに分かるよ。その準備のために、恭一の心を読んだんだもの」

「え？　コノハ様、恭一の心を読んだの!?」

　沙希が身を乗り出して、コノハの肩を摑つかんだ。

「ということは、恭一のことは全部知ってるんですか!?　わ、私の悪口とか、考えてませんでした？」

「う、うん……全部知ってるけど」

　コノハは恭一をチラッと見て、不器用に片目をつぶってみせた。

　今のは、ウィンク？

「でも私は神様だから、言っちゃいけないって言われたことについては口が固いんだよ。特に寝室のあの女の人──」

「ノォオオウ!!」

　思わずコノハの口を塞ふさいでいた。
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「な、何？　寝室の女の人？」

　顔を上げた沙さ希きが怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「いいんだ！　なんでもないんだ！　コノハ様！　コノハ様ぁ!!　それは秘密にしようって約束したじゃないですか！」

　泣きそうになりながら小声でそう言うと、コノハが自分の手の中でコクコク頷うなずく。

「そうだった。ごめん。恭きよう一いちの寝室のあの女の人の件は、特に沙希たちには絶対に秘密にしないといけないんだよね！　……あれ？　恭一？　なんで泣いてるの？」

「なんでも、なんでもありません……」

　今度こそ、恭一は泣いた。全然秘密になってない。本当に全く、全然秘密になってない……。

「何よ、気になるわね」

「まあまあ。お姉ねえちゃん、そんなことより、これからのことが大切だよ。恭一さん、死んじゃってるし……ですよね」

「うん、そうなの！」

　綾あや音ねの言葉にコノハが元気よくうなずく。

「恭きよう一いちが本物の悪あく霊りようになったら困るしね」

　コノハはじっと恭一を見上げた。引ひき締しまった口元に細められた目からは、なぜだか急に妙な威い圧あつ感かんが漂っていた。

「恭一。今恭一にはね、ふたつの選せん択たく肢しがあるの」

「二つの選択肢？　……何か、嫌いやな予感がするんですけど……」

「気持ちは分からないでもないけど、信じるモノは救われるって言うでしょ？　とりあえず信じてみなよ。うちの神様、優ゆう秀しゆうなんだから」

　沙さ希きの言葉にコノハは重々しくうなずいた。

「サンマの頭も信しん心じんからです」

「コノハ様、サンマではなくイワシです。それと、根本的に使い方が違います」

　綾あや音ねに突っ込まれても、コノハは落ち着きを崩したりしない。

「選択できるのは苦く難なんの末に生き返る道と、輪りん廻ね転てん生しようを経て新たな生を生きる道。選ぶのは恭一自身」

「……生き返ることができるんですか？　冗じよう談だんではなく？」

「神様、人の生き死にで冗談は言いません」

　コノハは蔵くらへと厳おごそかに歩み寄る。爆ばく発はつの残ざん骸がいでちょうど日陰になっている部分だ。彼女はそこにかがみ込み──。

　チョークで恭一を囲むように、いくつかの円形を土の上に描き、その中に五ご芒ぼう星せいを描いた。

「あ……あの……何を……」

「恭一、あなたを『逝いき返り者』にしてあげる」

「逝き返り者？　いや、それより選択肢があるって言われたわりに、僕何も選んでない──」

「いいからこっちに来て、この円の真ん中に立って」

　恭一は疑問符を大量に浮かべつつ、とりあえず言葉通りに円の上に立つ。

「それって、もしかして」

　何か知っているらしい沙さ希きの言葉に、コノハは笑った。

「宿主は沙希にしたいの。意味は分かるよね？」

「私が宿主……」

　沙希は目を丸くして、しばらく硬直した。何か複雑な表情で、じっと恭一を見つめる。

「どうして、私を？」

「昔からの付き合いだし、他ほかの人が宿主になるのも、嫌いやでしょ？」

「一体なんの話なの？」

　目を伏せ、深く深く考える沙希に恭一が問いかけると、その言葉に、彼女は顔を上げる。

　何か起きるのかとビクビクしながら沙希を見つめていると、沙希は小さくため息をついた。

「……そうね。さすがに、このままにしとく訳わけにはいかないか」

　恭きよう一いちに向かって笑いかけて、沙さ希きは一いつ緒しよに円の中に入ってきた。

「沙希？　一体何が……」

「平気よ。あんたは黙だまって、私のそばにいればいいの」

　疑問が色いろ々いろ湧わいてくるが、訊きけるような雰囲気ではない。

「覚悟は決まったかな？　恭一、沙希」

「分かりました。引き受けます」

　沙希の真剣な表情に恭一はゴクリと唾つばを吞のむ。

「何が起きるかも分からないのに、覚悟なんてできませんよ」

「すぐに分かるから……」

　コノハが両手を挙げ、天を仰あおぐ。

　その瞬しゆん間かん、地面に描かれた魔ま法ほう陣じんが白い燐りん光こうを放ち始め──。

「うわ！　うわ！」

「平気よ。大丈夫」

　沙希が落ち着いた声で言った。

　突とつ如じよとして現れた雲があっという間に空を覆おおった。真昼だというのに薄うす暗ぐらい。生なま温ぬるい風が吹き、塵ちりが宙を舞まう。

　コノハが妙に大人おとなびた目で恭一を見つめる。

「始めるね」

　不安に身体からだが強こわ張ばる。でも沙希が平気だって言ってるんだから、大丈夫なはず。そう思って彼女に目をやると、

「私を信じなさい！」

　ぐっと親指を立ててはいるものの、いつもより若じやつ干かん瞬まばたきが多くなっている。

　沙希が不安なときのくせだ。

「……や、やっぱダメ！　ちょっと待って！　なんか、心の準備が激はげしく必要な気がしてきましたよ!?」

「怖おじ気けづいてはダメ。心構えがしっかりしていないと、邪よこしまなものへと堕おちてしまう。気持ちを正常に保ち、負の心を抱かぬように」

　コノハの静かな声に、本格的に我わが身みの危険を感じる。正直もう死んでいるのだから、危ないもへったくれもないのだが、死んでることさえ忘れていた。

　バチリバチリと円の周囲に火花が散り始め、それは徐じよ々じよに激しくなっていく。

　そして、全すべてが臨りん界かい点てんに達したその瞬間──。

「ぎゃあああ!!」

　凄すさまじい轟ごう音おんと共ともに大きな雷が頭上に落ちてきて、恭一は倒れた。

「……ん？　失敗しちゃった？」

　えぇえええ！　コノハの言葉にそう反応したかったけれど、身体からだが自由に動かない。感覚がなくなったみたいだ。

「し、失敗って。トドメ刺してどうするんですか！」

　沙さ希きがコノハにくってかかる様よう子すを見ながら、意い識しきが薄うすれていくのを感じる。なんで二回も死ななければいけないんだ。脳のう裏りにバッドエンド→ゲームオーバーの文字がきらめく。

　今度こそ死んだ。

　沙希、綾あや音ねちゃん、母かあさん、みんな。さようなら。短い人生だった……。

　さなぎが蝶ちように孵かえるように、恭きよう一いちの魂たましいは、天に向かってフワフワと浮き上がり──。

「ストップ！」

　ガシリと、綾音にその手を摑つかまれた。

「あ、綾音ちゃん……僕は今から、あの光の射さす方へと行かなきゃいけないんだけど」

「現世を諦あきらめてはいけません」

　グイ、と強く引っ張って、綾音は再び恭一の死体に恭一を詰め込んだ。







「……あ、あれ？」

　懐なつかしい身体の重さが、戻ってくる。

「まだ死んでません」

　綾音は笑え顔がおで、そんなことを言った。

　少しずつ意識がはっきりとしてきて、セミの鳴き声がうるさく響ひびく。

　生き別れたはずの下半身も復活しているし、身体が透すけているということもない。

　どうやら本当に生き返ったらしい。

　し、信じられない……。

「一時間も経たたないうちに死んだり生き返ったり……自然の法則ねじ曲げまくりよね」

　言葉とは裏うら腹はらに、沙希はほっとした笑えみを顔に浮かべている。

　そしてふたりの前には綾音とコノハが、すまし顔で立っていた。

　綾音がコホンと小さく咳せきをする。

「では、これから逝いき返り者初心者の恭一にさんに向けて、逝き返り者の生態を簡かん単たんに説明してみようと思います」

　恭一は大おお真ま面じ目めにうなずく。何しろ自分の身の上のこと。ここからの話は一言一句、聞きき逃のがさない所しよ存ぞんだ。

「まず、逝き返り者という存在はですね……」

　逝き返り者とは、身も蓋ふたもなく言ってしまえばゾンビである。リビングデッドである。

　容よう姿しは生前のままだが、基本的には生きていない。

　生と死の間をさ迷い、ちょっとしたことで成じよう仏ぶつしてしまう、危あやうい存在なのだ。

　コノハの結界によって、神社内に留とどまることはできる。けれど……日光に当たると成仏する。聖水や清めの塩、お経きようやバイブルの朗読もダメ、線せん香こうの煙さえダメ、果ては除じよ夜やの鐘かねの音を聞くだけであの世に昇天してしまう。

　要約すれば悪あく霊りようなどとさほど変わらないのが逝いき返り者。

　それがつまり、現在の恭きよう一いちの身の上だった。

「恭一。また頭が地面にめり込んでるよ？　生き返ったのが嬉うれしかった？　でも……土ど下げ座ざなんていいから。私は神様として、当然の責任を取っただけから！」

「落ち込んでるんです……」

　恭一の覇は気きのない声にコノハがまた泣きそうな顔になる。

「ごめん……。余計なことだった？　それならすぐに除じよ霊れいすることも──」

「いやいやいや！　いいです。今のままで結構ですって!!」

　大急ぎで言葉を挟み、大きくため息をつく。

「にしても念仏から十字架まで、そんな共通性も何もない適当なモノで昇天するの？」

「というよりは、世界各地のアンデッドたちのモデルが『逝き返り者』なんだと考えていただいた方が理解しやすいですね」

「世界各地って……ドラキュラとか、キョンシーとか？」

「その通りです。それぞれの文化や宗教に則のつとって様さま々ざまな退たい魔まの形式が成立してきましたが、基本は一いつ緒しよ。成仏してくださいという真心で、『逝き返り者』はあの世に帰っていくってわけです。ニンニクでも塩でもなんでもいいんですよ。真心で天に昇るなんて美しいと思いませんか？」

　昇天させられる当事者の身になって恭一は思った。

　うん、むしろいい迷めい惑わく。

「……でも綾あや音ねちゃん、やけに詳しいね」

「この神社には、過去一度、逝き返り者が出たっていう伝説があってね。それで詳しく知ってるのよ。まあ、本物は初めて見たけど……」

　沙さ希きの言葉を聞きつつ、ふと立ち上がってみる。影かげの外に手を出した瞬しゆん間かん──。

　ジュ……と嫌いやな音がして、手から湯気が上がった。

「うわ！　あっち！　あっち！」

「ば、バカじゃないの!?　危ないって言ったじゃない！」

　沙希がすぐさま恭一の手を取って、その状態を調しらべ始める。

「……特になんともないわね。あーびっくりした」

「僕の方がびっくりだよ……」

　どうやら、みんなの話にウソはないらしい。もう恭一は太陽の下を歩けないアンデッドなのだった。

「重要なことはまだまだあるの」

「……どんなものでしょうか？」

　どんよりとする一方の気分を無理やり励まし顔を上げる。

　もうこの上、何があっても驚おどろかない。というよりすでに、驚くような要素はもうないような気もするけど。

「一般の者に、恭きよう一いちが人間ではないと感づかれてはダメなの。感づかれた瞬しゆん間かん、恭一は本当に成じよう仏ぶつしてしまうから」

「き、危険度がどんどん増してない……？　もう嫌いやだ！　神も仏もないのか、この世界には！」

「大丈夫！　神は恭一のすぐそばにいるよ！」

　遥はるか天高くからの高貴な声ではなく、ごくごくそばから神様の返事があった。振り向けば、コノハがにっこり微笑ほほえんでいた。

　見つめ合うこと数秒。

「やっぱり、神も仏もあったもんじゃない！」

「えぇ!?　こ、ここにいるのに!!」

　コノハがショックを受けたように頭を抱える。

「まあまあ、話は最後まで聞いてみたら？　悪い話じゃないかもしれないわよ」

　いい加減慣なれてきてどんな悪い話でも受け入れられる気がする。諦あきらめの笑えみさえ浮かべて、コノハを見ると、

「あ、あのね。恭一はね？　ちゃんと生き返ることができるの」

　その遠えん慮りよがちな言葉に、目をみはる。

「え……？　ちゃんと……生き返る？」

「うん。あなたを一生逝いき返り者のままにしておく気はないの。逝き返り者とは本当に生き返るまでの仮の姿なんだよ。ゾンビから生者へと華か麗れいに転身できるの！」

　初めて、コノハが神様らしく見えた瞬間だった。まるで暗くら闇やみの中に射さす一条の光だ。

「そ、そんなこと、できるんですか！」

「うん、恭一次第だけどね」

「僕……次第？」

「私が生き返すのではないの。恭一が自力で生き返らなければいけないんだよ？」

「ええと……話が見えてこないんですけども……」

　コホン、とコノハは一度咳せきをしてみせた。

「生き返るということ自体が歴史に名が残るほどの大奇跡だから、そう簡かん単たんにはうまくいかないんだけど……。数多くの神に奇跡の力を分けてもらって神の力を貯ためて貯めて貯めまくって、一気に使えば、逝き返ることも可能になるかも、という作戦です」

「か、神の力なんて、そんなに簡かん単たんに分けてもらえるものなんですか!?」

「ううん。さすがにタダという訳わけにはいかないよ」

　恭きよう一いちはそれでも大きくうなずく。とにかく、助かるなら大たい抵ていのことには耐えられる自信がある。今はコノハが賽さいの河原かわらで出会ったお地じ蔵ぞうさん並みにありがたく思えているのだ。

「タダじゃないって、お金でも払うんですか？」

「ううん、お金というよりは、労働力かな？」

　恭一は眉まゆをひそめる。神様が人間の労働力を必要とすることなんてあるのだろうか。

「必要とすることもあるよ」

　あの……心を読むの、いい加減やめません？

「神様って、ものすごーく色いろんな形で、ものすごーくたくさんいるんだよ？」

　恭一の想おもいを無視してコノハは続ける。

「八や百お万よろずの神の八百万という数字は、具体的に八百万の神がいるという訳ではないの。世の中には無数に神様がいるという意味になるの」

「はあ。えーと……つまり？」

「つまり、たくさん神様がいるということは、それだけ困ってる神様の数も多くなるということでしょ？　だから、その神様たちの手助けをすることで、力を分けてもらうというのはどうかな!?」

「神様の手助けを、人間の僕が？　そんなことできる訳ないじゃないですか」

「恭一はもう人間じゃないよ。『逝いき返り者』なんだよ？」

　そう言いながら、一枚のカードを差し出した。

　テレホンカードくらいの大きさの銀色のカードだ。触った感じはプラスチックと金属の間といった感じだろうか。厚みがないわりにずっしりと重い。

「えーと、これは？」

「神の力『奇跡』を貯ためておけるお札ふだ！　まん中あたりにＧＰと書かれてるでしょ？　その左に数字が出てくるの。その数字がゴッドパワー、つまり神の力を表してるんだ。ここが一〇〇〇ポイントになれば生き返れるよ！」

「ＧＰ……ゴッドパワー……神の力、そのまんまですね」

「分かりやすいでしょ？」

「……なんで英語なんですか」

「かっこいいから！」

　胸を張って言うコノハに、全員から「なんて安易な」という視し線せんが向けられる。

　段だん々だん頭が痛くなってくる。一度休きゆう憩けいを挟んだ方がいいかもしれないな。

「とりあえず、今日きようはこの辺で、家に──!?」

　立ち上がろうとしたその瞬しゆん間かん、恭一の腕を、沙さ希きが思いきり引っ張った。

「何言ってんの。今日きようからここがあんたの家よ」

「え？」

「……あのね。あんたはこれからずっとずっと、私と一いつ緒しよに過ごさなきゃいけない。私から離はなれちゃいけないの、いい？」

　突然の沙さ希きの言葉に、恭きよう一いちは眉まゆをひそめる。

「なんで突然プロポーズを？」

「プロポーズなんてしてないわよ！」

「恭一さんは、お姉ねえちゃんのそばを離れると生きていけない身体からだになっているんです」

「……精神的に、沙希がいないと生きていけないってこと？　結婚しろと？」

「だからなんでそうなるの!?」

　後ろから沙希の怒ど鳴なる声が聞こえるけれど、とりあえず無視。ことは自分の生死が関かかわっているのだ。

「結婚する必要はありませんが、お姉ちゃんから離れると物理的に即死です」

「な、なんでそこで『即死』なんていう物ぶつ騒そうな単語が？」

「人の生き死には、そう簡かん単たんに操あやつれないの。恭一は今、他人から生気を吸い取って、なんとかこの世に存在できるような、ヒモみたい……儚はかない存在になっちゃったんだよ？」

「……あの、儚い存在の前、なんて言いました？」

「男の子が細かいことは気にしちゃいけないと思うなー」

　神様がわざとらしくごまかしている。いいのか、それで。

　いや、今はそんなことを気にしている場合じゃない。恭一は首を振って改めてコノハを見る。

「ちょっと待ってください？　宿主がどうとかっていうのは、じゃあ……」

　沙希は頰ほおをポリポリ搔かいて小さくうなずく。

「そうよ。私があんたの寄生先、つまり宿主になったの。今、私の生気が半分あんたに流れてる。だからコノハ様の言ってることも本当」

「生気の半分って……結構大変なことじゃないのか!?」

「……まぁね」

「沙希、そこまでしてくれてたのか……」

「そ、そんなに大げさなことじゃないわよ。小さな頃ころから一緒にいたしね。面めん倒どう見るっていう意味じゃ、今までと特に変わりないわ」

　思わず沙希を見つめると、沙希はそっぽを向いて言う。

「潤うるんだ目でこっちを見ないで。気持ち悪いからやめてよ。困ってる弟分を助けるのは、当然でしょ！」

「ご、ごめん。でもありがとう、沙希」

「まあ……あんたに蔵くらの掃除を頼んだのは私だしね」

　恭きよう一いちは幼なじみの偉大な背中に感かん謝しやしつつ、再びコノハに話の続きを促うながした。

「そういうわけだから……大変だろうけど、あなたはこれから沙さ希きに寄り添って生きることになるの。半径五〇メートルくらいで、寄り添って生きてね」

「え……寄り添って生きるって、物理的な距きよ離りを示してたんですか!?」

「それ以上離はなれると生気が届かなくなって、この世に存在できなくなって成じよう仏ぶつしちゃうんだ」

「ご、五〇メートル？」

「うん。五〇メートル。そこだけは気をつけて」

　恭一は思わず青空を見て目を細める。

　……生いき難にくい、世の中になったなぁ。

「恭一さん、大丈夫ですか？」

「なんとか……平気」

「恭一は沙希から離れられないから、ひとりで家に帰って寝てしまうのは止やめた方が無ぶ難なんだと思う」

　目の前に暗雲が立ち込める。ということはすなわち、これから、逝いき返らない限りずっと沙希と行動を一いつ緒しよにしなければいけないってことか……。

「あれ……じゃあ、僕はこれからどこで生活すれば……」

「だから、ここですよ」

　綾あや音ねがさらっととんでもないことを言い出した。

「え、ちょ、ちょっと。それはどういう？」

「ここは神社です。悪あく霊りようを封じておくにはちょうどいい場所でもあります。今ひとり暮らしの恭一さんの家にお姉ねえちゃんを寝泊まりさせるのは、さすがにどうかとも思いますし」

「いや、そりゃもっともですけども……」

　思わず沙希を見ると、沙希も眉み間けんに皺しわを寄せつつ小さくうなずいた。

「仕方ないでしょ。こういうことになっちゃったんだから。今、ウチの親は出張中だからね。私と綾音だけじゃ何かと心配だってお父とうさんも言ってたし、恭一が来るなら反対はしないと思うわ」

「でも、女の子ばっかりの家に居い候そうろうなんて、沙希んちの親だって万が一を心配するんじゃないかな……」

「ま、万が一って……あんた、まさかエッチぃこととか考えてないでしょうね！」

「考えてないよ！　でも親おや御ごさんだったら心配するだろ!?」

「恭一さんみたいなヘタレに、エッチぃことをするような根こん性じようはありません。そう言えば、お父さんたちも『そう言われればそうだよね』と納得してくれると思いますよ」

　綾音が笑え顔がおで太たい鼓こ判ばんを押す。

　なんだか微妙な気分だった。っていうかさりげなく毒どく舌ぜつだな、綾音ちゃん。蔵くらを壊こわされたことを怒っているのか、元々これが綾あや音ねちゃんの本来の性質なのか。

　恭きよう一いちはうーん、と重たい重たいうなり声を上げ、頭をぐしゃぐしゃとかきむしる。

　夏休みの間だけ、とかならお世話になるのもいいかもしれない。

「とにかく、一〇〇〇ＧＰ貯ためてね。それだけあれば、生き返るなんていう奇跡も起こせるから」

「ぼ、僕は必ず生き返りますからね！　絶対に生き返してくださいよ!?」

「うむうむ！　神はウソをつかないので、安心するといいと思うよ！」

　コノハは胸を張り、精いっぱい尊大に、ゆっくりとうなずいた。

「殺人は犯しましたけどね……」

　思わず呟つぶやいた恭一の言葉に、コノハの大きな目がうるうると涙がたまっていき──。

「うわ！　な、泣いてる!?」

「ごめん、ごめんね。恭一……」

「だ、大丈夫。コノハ様は何も悪くない！」

「そ、そうですよ!?　事故ですよ事故！」

「ほら恭一も謝あやまるって言ってるし！」

「え、謝るの!?　なんで!?」

　三さん宮みや姉妹が必死でコノハをなだめすかし、コノハも泣きそうな顔のまま、恭一を見つめる。

　硬化すること数秒。

「ご、ごめんなさい……生き返るくらい、ちょー余裕っす……」

　親指を力なく立て、恭一は心にもないことを呟いた。
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「うん……うん。じゃ、よろしく伝えておきますね」

　時は昼下がり──。

　恭きよう一いちたちはいまだに境けい内だいの爆ばく心しん地ち、瓦が礫れきの山のそばにいた。

　綾あや音ねが三さん宮みや家けの父、三宮九く郎ろうに電話をかけてから約一〇分が経過している。

　最初のうちはさすがに九郎も渋しぶっていたのだが、

『あの、ザ・人じん畜ちく無む害がい、恭一さんですよ？』

　綾音はこの一言だけで、押しきってしまった。

「はい、心配しなくてもいいですよ。お姉ねえちゃんもいますし」

　多少微妙な気持ちにはなるけど、本当に、綾音ちゃんにはいくら感かん謝しやしてもしたりない──。

「少しでも問題があったら、すぐに成じよう仏ぶつさせますから」

「綾音ちゃん!?」

　恭一の悲痛な叫びを聞きつつも、綾音は笑え顔がおで携けい帯たいを切った。

「これでしばらくの間は、恭一さんは我わが家やの客人として迎えられることになりました」

　携帯を懐ふところに戻す綾音はニコニコ顔だ。

「じょ、成仏だけは勘かん弁べんしてね？」

「安心してください。問題がない限りは大丈夫ですよ」

　何かあったら、ためらいなく殺されそうだ。

「そう言えば、恭一の方はどうなの？　家は？」

　沙さ希きの言葉に恭一もうなずく。

「母かあさんはいつも通り出張中。あの人は放任主義の塊かたまりみたいな人だから。後で連絡は取るけど、多た分ぶんＯＫだと思うよ？」

「じゃ、問題ないわね。ほら、行くわよ」

　沙希がすっくと立ち上がった。

「……行くって、どこに？」

「あんたんちに決まってるじゃない。生活に必要な荷物を持ってこないと」

「沙希も来るの？」

「成仏したい？」

　五〇メートル離はなれると死ぬ。

　そんな言葉を思い出し、恭一は慌あわてて首を横に振った。

「ご同行、よろしくお願ねがいいたします」

　頭を下げて頭を上げる。

　すると綾あや音ねが、傘かさの柄えを差し出した。

「日光はまずいですから」

　綾音がにこやかに笑う。脳のう裏りに、先ほど腕から上がった煙が思い浮かんだ。

　一歩外に出れば大変なことになる訳わけだ。つくづく、迷めい惑わくな身体からだになったもんだな。

「なるほど、日傘か。ありがとう」

「いえいえ」

　これで昼間でも自由に動けると、綾音から傘を受け取って、バサリと傘を開き──。

　すぐに閉じた。

「綾音ちゃん、これは」

　ピンクの地に白いハートマークが散っている。

「私の一番のお気に入りです」

　ファンシーすぎる。

　こういうのは綾音ちゃんのような女の子が使うからいいのであって、間違っても男子高校生が使うものじゃない。

「……あの、別のは……？」

「あるのはそれだけです」

　うー、と唸うなって頭を抱える恭きよう一いちを、沙さ希きがため息混じりに見つめた。

「そんな細かいこと、気にしてんじゃないわよ。男の子でしょ」

「男だから気にしてるんだけど……」

　恭一は口を尖とがらせつつ、もう一度傘を開く。まあ、せっかくの好意だし受け取っておこう。

「あの、恭一？」

「はい？」

　呼び止めたのはコノハだ。

「さっきも言ったけど、逝いき返り者のあなたには弱点が山ほどあるの。気をつけてね。これからあなたは命を懸かけたサバイバルに出るんだから……」

　厳きびしい顔で言うコノハと、その後ろで綾音がガッツポーズを作ってうなずいている。

「自分の家に荷物を取りに行くだけですよ？　そんな大げさな」

　恭一は笑い飛ばすが、コノハと綾音は首を横に振る。

「生きて、帰ってきてね……」

「ご無事を祈っています」

「えーと……そんな……サバイバルなんですか？」

　その言葉に、恭一は引きつった笑えみを浮かべた。なんだか非常に不運なことが待ち受けているような気がしてきた。

「大丈夫！　きっとなんとかなるわよ！　……多た分ぶん、なるわよね？」

「僕に訊きかれても……」

　恭きよう一いちは片道一五分の自宅への道を不安な気持ちで見つめた。







　心配されまくったわりに大したアクシデントにもあわず、恭一と沙さ希きは順じゆん調ちように道を進んでいく。問題は真夏の照りつける西日だけ……のはずだったが──。

「……このダルさは一体……」

　日ひ傘がさ越しとはいえ夏の陽気は容よう赦しやなく恭一に降り注ぎ、その体力を奪っていく。

　足が鉛なまりのように重い。猫背になって、足を引きずって歩く。

　そして隣となりで重いため息をついているのがもうひとり。

「暑い……もう歩きたくない……」

　信じられないほど疲れきった表情の沙希がそこにいた。

「なんで沙希まで……ダルそうなんだ？　二〇歳くらい老ふけ込んで、仕事に疲れた中年のおばさんみたいになっ──ぐはぁっ！」

　拳こぶしのキレは疲れを感じさせなかった。よかった。元気そうだ。

　沙希を気き遣づかいながら歩くこと、約一〇分。

　若じやつ干かん古めのマンションの三階で立ち止まる。

「……恭一の家に行くの、何年ぶりだっけ？」

　ぜえぜえと息をつきながら沙希が呟つぶやく。

「最後が小学生の卒業式だったから、三、四年ぶりくらいじゃないか？」

「そう？　そんなに久しぶりだっけ？」

　ドアを開けようとした瞬しゆん間かん──。

　いくつかのフラッシュバックが頭に閃ひらめく。

　クラスメートが無理やり渡してきたエロ本。

　しかも、表紙には巫み女こモノのコスプレ特集がどうこうというコピー。

　──……まずい、まずいぞ、まずすぎる！

　ひとり暮らしの油断から、それらのブツは寝室のベッドに放り出したまま。寝室のドアは……いつものくせで、完全に開けっ放しだ。

「どうしたの？　恭一」

「うひゃあ!!」

　ドアに思いきり張りつき、滝のような冷や汗を流しながら恭一は言う。

「な、なに？」

「な、ななななな何ってナニが？　なんでもないよ!?」

「明らかに何かある顔じゃない」

　沙さ希きの顔が徐じよ々じよに徐々に曇くもっていく。付き合いの長い沙希だ。これ以上不ふ審しんな行動を見せれば、色いろ々いろ見破られかねない。

「今日きよう、お母かあ様はどちらに？」

「しゅ、しゅしゅっ出張だよ？　さっき言っただろ？」

「どこに出張に行ったのかって訊きいてるの。……なんで動揺してるのよ。顔色悪いし」

「し、死んでるからねっ！」

　完全に裏声だった。

「沙希、ちょっと待っててくれる？　部へ屋やを片付けてくるから……」

　沙希は疲れた顔に笑えみを作った。

「いいわよ別に。恭きよう一いちの家ってものすごい久しぶりだけど、初めてでもないしさ。今いま更さらお客様扱いしなくてもいいよ」

　いらない！　そんな気き遣づかい、今はいらないんだ沙希！

　が、沙希は疲れてるみたいだし、外に残しておくのは人としてどうかとも思う。

　寝室を覗のぞかれさえしなければ、ばれることはない。先に入って沙希を居間へ誘ゆう導どう、自然な動作で寝室へのドアを閉めてしまえば……い、いける。いけると思いたい！

　やるしか、ない。

「じゃあ……どうぞ」

　ゴクリとツバを飲み込み、意を決してドアを開ける。

「ん～、やっぱり住んでる人の匂においがするもんね～」

　そんなことを言いながら沙希が玄関に上がる。

「居間のソファに座って、そこから一切動かないでね!?」

「な……何よそれ」

　沙希の眉み間けんに訝いぶかしむような深い縦たてジワが刻まれる。

「疲れてるみたいだから、まずはゆっくり休まないとね！」

「まあ、確たしかに……」

　沙希は納得したようにうなずいた。眉間のシワも消えかけた。

　後は寝室にもぐり込み、ブツを隠いん滅めつするのみ！

「あーと、確かオレンジジュースがあったはずだから、出すよ」

「あ、おかまいなく～」

　ソファにぐて～と座りつつ、沙希はため息をつく。そんなに疲れていたんだろうか。

　しかし、そこから少し右斜め後ろを振り向けば僕の寝室とベッドが見える。ベッドの上には放り出されたエロ雑誌。巫み女こさんの悩ましげな表情とご対面だ。

　恭一は台所に向かう途中で小さく咳せき払ばらいをする。

「僕の部へ屋やのドアが開いてるな～。し、閉めないとな～」

　さりげなく言ったつもりで、台所とは正反対の、自分の部へ屋やのドアを閉めようとした、そのとき──。

「そう言えばさ。恭きよう一いちの部屋ってどんな風ふうになってるんだっけ」

　沙さ希きが、背後に立っていた。

「これが男子高校生の部屋……想像してたのより意外と片付いてる」

「か、母かあさんがうるさくてさ」

　ふぅん、と生返事をしながら、部屋の中を覗のぞいてこようとする。ひぃ、と内心叫び声を上げながらも恭一はドアの前に立って沙希の視界を防ぎまくる。

「……何？」

「いや、部屋が散らかってるんだ！」

　……小首をかしげてこちらを見る沙希の視し線せんが痛い。

「ま、いいや。そんなに嫌いやなら無理して見たりしないわよ」

「あ、あははは……」

　小さくため息をついて、沙希がソファに戻ったのを見届けて、恭一は小さく息を吐き、寝室のドアを閉める。今日きよう初めて、運命にありがとうと言いたい気分だ。

　オレンジジュースをグラスに注ぎ、テーブルに置く。とりあえずこれで、平和は保たれた。汗を拭ぬぐいつつ、改めて沙希を見つめる。

　夕暮れの光を受けた横顔は驚おどろくほど整っていた。急に、身体からだが硬くなる。

　考えてみれば幼なじみとはいえ、男女が同じ部屋にふたりきりって……。

　いつもは平気なはずの沈ちん黙もくが、今は妙に落ち着かない。変な気分だ。

「さっきからどうしたの？」

　じっと見つめすぎたせいだろうか、沙希が不ふ思し議ぎそうに首を傾ける。

「なんでもない」

「……なんか変よ？」

　焦あせる内心、吹き出る冷や汗。緊きん張ちようでぬるぬるし始める手のひらをぎゅっと握り、とにかく何か言いい訳わけをしようと口を開いたそのとき──。

「恭一様？」

　突然、声がした。沙希と恭一は互いに顔を見合わせる。

「……恭一？　今、女の人の声が？」

「さ、沙希じゃないの？」

「違うけど」

「そうだよね。沙希があんなに大人おとなしくてかわいらしい声を出す訳ないし」

「殴るわよ？」

　沙希の笑え顔がおに怯おびえつつ、もう一度耳をすませていると……。

「恭きよう一いち様？　何ゆえ私を閉じ込めるのでありましょうか？」

　空そら耳みみや幻げん聴ちようの類たぐいじゃない。寝室の方からはっきりと聞こえる。気のせいじゃないとしたら確かく実じつに……不法侵入者だ。

「沙さ希き、ここにいて。見てくるから」

　そう言って、音を立てないように歩き出した瞬しゆん間かん、ガシリと腕を摑つかまれた。

「……なるほどね。点と点が全すべて線せんで繫つながったわ」

　振り向くと、半はん眼がんの沙希がいた。

「……さ、沙希さん？」

　視線が交こう錯さくしたのち──。

　沙希が寝室に向かってダッシュした。

「ちょ、ちょっと待って!!」

　瞬間的に、恭一が彼女の身体からだを後ろから羽は交がい締じめにしようとするが失敗し、ふたりしてそのまま床ゆかに倒れ込む。

「なにすんのよ!?」

「ど、泥どろ棒ぼうかもしれないだろ！」

　床を這はって進もうとする沙希の身体を背中から押さえ込む。

　ベッドの上には半裸の巫み女こさんが微笑ほほえんでいる本があるのだ。現役で巫女の沙希に見られる訳にはいかない。

「ウソつきなさいよ！　恭一様とか言ってたわよ!?　どんな不法侵入者ならそんな呼び方になるのよ。女ね、女を囲っているのね!!　おば様がいないからって、あんたは好き放題……！」

「誤解だよ！」

「じゃあなんでそんな必死に止めるの？」

　沙希がくるりとこっちを向いて、正面から恭一を押さえ込む。

「そ……それは……」

　眼光鋭するどく恭一の顔をまっすぐに見つめる。

　巫女特集の文字が頭をかすめ、後ろめたさから、ついつい目をそらしてしまう。

「やっぱり何か隠してる！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　反応が一瞬遅れた。沙希は恭一をすり抜けて、見事に寝室に到達した。

　派は手でな音と共ともにドアを開けて、

「ちょ……恭一？　これは一体……」

　そのまま硬直した。

　あぁ、み、見られた……僕の人生はもう終わりだ。

　泣きたい気持ちを抑おさえつつ、とにかく今は目の前の不法侵入者に対応しようと、沙希の前に出た。まずはベッドの上を素す早ばやく確かく認にん。

　どういう奇跡か、例の本はベッドの上にない。その場に倒れ込んでしまいたくなるような安あん堵ど感かんを覚えつつ、不法侵入者を探そうとして──。

　沙さ希きに続いて、恭きよう一いちも硬直する。

「……あ、あ……あなたは……一体……」

　ベッドの前に、正座している少女がいた。長い髪がさらりと肩から流れる。

　年の頃ころは一〇から一二歳くらいだろうか。

　畳の上で三つ指ついて頭を下げている。

　さらさらの髪の間から獣けものっぽい三角耳が覗のぞいていて、腰のあたりからふさふさした二本の尻尾しつぽが生えているけれど、それはむしろ大した問題じゃないように思えた。

「お初にお目にかかります。スイと申します。……恭一様とは、あなた様でございますか？」

　彼女は顔を上げ、真剣な目を恭一に向ける。見つめられて思わずうなずいた。

「驚おどろかないで聞いてくださいまし。実は私……」

　彼女は言いよどみ、その後、意を決したように口を開く。

「私、人間ではないのでございます！」

「「見れば分かります」」

　恭一と沙希が口をそろえて答えると、

「なんと、なんという名探偵!!」

　実寸約一五センチの少女は、衝しよう撃げきを受けたかのようにのけぞっていた。
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「えーと……つまり……どういうことなんでしょうか」

　北きた原はら神社の境けい内だいにある三さん宮みや家けの居間に移動した一行は、手乗り少女、スイをちゃぶ台の中央に座らせて、恭一、沙希、綾あや音ね、コノハでその周りを囲んでいた。

　何やら大切な用事があるらしいということで、コノハと綾音も呼んで、全員で詳しく事情を聞くことにしたのだ。

「ふぁい。主あるじが困っておりまして……むぐ、もぐ……どなたを頼ればと考えていたおり、神様専門のなんでも屋が開業されたと聞き及び……むぐ……羊ようかん、おいしいですねぇ」

[image: ]

　小さく切った羊かんを口いっぱいにほおばりながら、スイはため息をつく。

「もうそんな噂うわさが立ってるの？　ついさっきの話なのに……」

「恭一たちが出て行ってすぐ、ちょうど困ってるスイさんに会ってね、話を聞いたら、恭一にぴったりの仕事だから、そういうお仕事だったら受け付けてますよって、恭一に会うように言ったんだ！　そしたら先回りしますってスイさんが走って行っちゃったの」

　偉いでしょう、とでも言いたげにコノハは胸を張ってみせる。せめて一度くらい相そう談だんしてから依頼を受けてほしいんだけどなー……。

「……あの、僕にぴったりの仕事って？」

「ひふはわはひ、ひんへんへは……」

「とりあえず、羊ようかんを飲み込んでからでいいですよ」

「……失礼。そちらのおふた方かたには自己紹介をせねばならないと思いまして」

　三つ指ついて、深々と頭を下げる。

「実は私、人間ではなく、妖よう怪かいなのです！」

「はい、それは分かります」

「あ、私にも分かった～」

「なんと！　こんなところにも名探偵が!?　さすが神様専門のなんでも屋を開くだけあって鋭するどい観かん察さつ眼がんでございますねぇ！　やはりこの耳でしょうか？　『こすぷれ』というものでごまかせると思っていたのですが」

「いや、サイズサイズ……」

　スイは俯うつむいてぶつぶつと検討し、その小さな顔を上げた。

「私の正体をすぐに見破ってしまったその慧けい眼がん！　やはり、皆様方にお願ねがいしたいと思います」

　真剣な表情で、恭一の瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめる。

「主あるじを手て籠ごめにしてほしいのでございます」

「て、手籠め!?」

　綾あや音ねが驚おどろきの声を上げたものの、恭きよう一いちたちは同時に首をかしげた。

「綾音、手籠めって、何？」

　コノハの言葉に、沙さ希きと恭一が追従するようにうなずく。

「こ、コノハ様にはまだ早すぎます」

「私、一〇〇〇歳超えてるんだけど……」

「早すぎるものは早すぎるんです!!」

　綾音にしては珍しく、顔を真まっ赤かにして声を荒げた。







「……手籠め手籠め……えーと」

　夏の夜、沙希はちゃぶ台の前で国語辞典に向かっていた。コノハも恭一も沙希のめくる辞書を興きよう味み深ぶかく見つめ、綾音だけが、なぜか顔を背そむけていた。

「手籠め……あー、あったあった」

　沙希がピタリと止まり、硬直したまま、急きゆう激げきに顔を赤くしていく。

「あの、沙希？」

「こ、こんなの私に調しらべさせないでよ！」

　バッと国語辞典を突き出してくる。

　いや、頼んではいないんだけど。国語辞典を受け取り、ページを繰くって、やはり沙希と同じように硬直した。

「手籠め……暴ぼう力りよくで女性を……」

　その先は、女の子の前では読めません。

　顔が真っ赤になるのを感じながら、恭一は目の前の少女を見つめた。

「え、えええと……あ、あ、あの？　ご主人様を、て、手籠めにしろって……何かの比ひ喩ゆ？」

「まあちょっと大げさかもしれないですけど、ようするに、私の主に男というものを知ってもらいたいな、と思っている訳わけです」

「絶対ダメ!!」

　身を乗り出して割り込んできたのは、沙希だ。

「おや、それはまたなぜ？」

「だ、ダメに決まってるでしょ！　恭一の仕事の範はん疇ちゆうじゃないわ！　そうでしょ！　綾音!?」

　真っ赤になって慌あわてている沙希をよそに、綾音は困ったように笑えみを浮かべる。

「うーん。神社の巫み女ことしては、そういう類たぐいの依頼を仕事として請うけ負おうのは感心しないかもですね……」

　これじゃ、どっちが姉か分からないな。

　と、そこで恭きよう一いちは、首をかしげる。

「……あれ？　ちょっと待って。スイさんは神様じゃなくて、妖よう怪かいだよね？　妖怪からも神力を分けてもらえるの？」

「それは平気です。妖怪と神様は表ひよう裏り一体、同じようなものですから、神力は分けてもらえるんです。けれど──」

「絶対反対！」

「ということなんで……」

　綾あや音ねは困ったようにスイを見つめる。

「引き受けていただけないのですね……」

　耳がぺたりと垂れ、二つの尻尾しつぽが力なくちゃぶ台に伸びる。

「ど、どうしよう、このままじゃ──」

　うなだれてプルプル震ふるえている。

「ショックのあまり、あのベッドの上の書物について喋しやべってしまうかも」

「その仕事！　やらせていただきます！」

　恭一は力の限り叫ぶ。

　瞬しゆん間かん、スイがにやりと笑ったのが見えて戦せん慄りつを覚える。脅きよう迫はくする気だ、コイツ！

「……恭一？　あんた、何を依頼されてるか分かってる？」

　パキパキと拳こぶしを鳴らし、ふしゅ～……と口から何かのオーラっぽいものを漂わせた沙さ希きが、そこにいた。

「もちろん分かってるけど。あの……沙希さん？　怖いよ？」

「おば様から留守を預かっている身として言わせてもらえば、あんたをそんな風ふうに育てたつもりはないわよ」

「えぇと……あのそのですね」

　ちらりと、助けを求めて手乗り少女を盗み見る。その口くち端はが面おも白しろそうに震えていた。

「身近にそういう存在がいると、興きよう味みが湧わいてしまうものなのですね。まさかあんな──」

「うわぁああ！　やるよ、やるやる！」

「ダメよ！　絶対ダメ！　もう話からしていかがわしいもの！　買えば幸せになれる便座なみにいかがわしいもの！」

　沙希はスイと恭一の間に入り込み、恭一を思いきり押し返す。

「いや、これは僕も引けないんだ！　男として絶対に引けないんだ！」

「なんで無む駄だに固い決意なのよ！　恐ろしいわ！　ケダモノめ！」

「好きに言ってくれ！　ここだけは譲ゆずらないからな！」

　押しつ押されつを繰くり返し、このまま長期戦に突入しようとしたとき。

「さ、沙さ希き、そこまでにしなさい。恭きよう一いちには、本当に男として引けない事情があるの！」

　顔を真まっ赤かにしたコノハが声を上げた。

　ギギ……と軋きしんだ音がしそうなぎこちなさで、恭一はコノハを見る。

「念のために訊きいておきたいんですけど、コノハ様？　まさか──」

「うん。心、読んじゃった」

　おう、シット……。

「で、でもね？　私……これからはプライベートを大切に、人の心を覗のぞかないようにする」

　真っ赤な顔でコノハは何度もうなずいてみせる。

「……詳細は分かりませんが事情はなんとなく察しました」

「なんの話なの？　教えてよ、綾あや音ね」

「追及しないのが優やさしさだと思うよ、お姉ねえちゃん」

　その優しさがかえって痛いよ、綾音ちゃん……。

「な、なんなのよ。私だけ意味が分からないじゃない！」

　沙希だけには一生分からないでいてほしい。っていうか、分かった時点で僕が血を見る。

　恭一は祈るような気持ちでそう思うと、再びスイを見つめた。

「……そういう訳わけで、話ぐらい聞きますから」

「みなさま、お優やさしい方たちなのですね。感動で涙が出ます」

「僕も、あなたの図ずう々ずうしさには涙が出そうです」

「改めまして、私、管くだ狐ぎつねのスイと申します」

　恭一のセリフは完全に無視して、スイは再び頭を下げた。

「これはどうもご丁てい寧ねいに……」

　恭一たちもつられて頭を下げる。

　すっと彼女の目が細められる。

「人の中には八や百お万よろずの神の声を聞きその姿を見られるものがおりまして、我わが主あるじも幼き頃ころよりそのような血筋に生まれましてございます。年の頃は、恭一様方とほぼ同じ。代々の由ゆい緒しよ正しき家業を継ぎ、血に導みちびかれるまま旅から旅を続けておりましたが……ひとつだけ、我が主は大きな問題を抱えているのでございます……」

「大きな問題、ですか？」

「実は私の主は、お役目に支障をきたすほどの男性恐怖症でして──」

　恭一たちが眉まゆをひそめるのも構わず、彼女は話を続ける。

「お役目の依頼相手が殿との方がたであったり、対処すべき対象が殿方であったりすると、冷静な判断力を失い、本来の力量を発はつ揮きすることができませぬ」

「そりゃ大変だわ。世の中の半分は男だからねぇ……」

　沙希の語ご調ちようも少しだけ気の毒そうな色を帯びた。

「ここのところそれがひどくなってしまっているようで……。今まで人里でのお役目は極力さけていましたのでなんとかなっていたのですが、今回はこのような人の多きところでのお役目。男性が視界に映ると、集中力が削そがれ、満足に務めることができませぬ」

「そんなにひどいんですか？」

　恭きよう一いちの言葉に、スイは目を伏せたまま、こくんとうなずいた。

「それはもう、殿との方がたに触れられただけで、大変なことになってしまうぐらいですから」

「具体的には？」

「気絶します」

「……それは壮絶ですね」

　仕事どころか日常生活に支障が出るレベルだ。

「全くその通りでございます。だというのに、本人はこの状況に諦あきらめておしまいになったのか、いくらどのようにお膳ぜん立だてをしても、ご自分の意志で弱点を克こく服ふくしようという意思が見られないのでございます」

　沙さ希きが鼻をならす。

「自分で変わる努力をしないのに、他人になんとかできるとは思わないけど」

「そこをなんとかなりませんか？　恭一様方には、主あるじのこの男性恐怖症を解消すべく、男に慣なれさせていただきたいのです。つまり、手て籠ごめに──」

「手籠めうんぬんはどうだか分からないけどもね!?」

　再び殺気をまとい始める沙さ希きを気にしつつ恭一は慌あわてて口を挟み、

「男性恐怖症克こく服ふくのための協力ぐらいはできるかも」

　うーんと唸うなりながら沙希を横目に眺める。

　自分に務まるかどうかは別として、何もしないで追い返すのは気が引ける。

　コノハと綾あや音ねもおそるおそる沙希を見つめる。

「まあ確たしかに……困ってる女の子は助けない訳わけにはいかないわよね」

　沙希の言葉に、一同に笑えみが広がる。

「でも、手籠めはダメよ」

「わ、分かってるよ」

「そう言えば、スイさんの主のお役目というのは、どんなものなんですか？」

　沙希が同意してくれた安心感に身体からだの力を抜きながら、尋たずねてみる。

「はい。邪よこしまな気を祓はらい、魔まを退しりぞける、退たい魔ま師しでございます」

「はぁ。ピンとこないけど、ようするにお祓い屋さん？」

　首をかしげる恭一をよそに、沙希、綾音、コノハが顔を強こわ張ばらせて震ふるえていた。

「あ、あれ？　みんな、どうしたの？」

「あの……その退魔師が、なんでこんな辺へん鄙ぴな町に？」

　恭きよう一いちの問いを無視して沙さ希きが尋たずねる。

「実はですね。我わが主あるじの血筋には予知の力がありまして……ここだけの話なのですが」

　スイは突然声を潜ひそめる。

「この町に恐ろしい悪あく霊りようが生まれるとのことなのでございます。いえ、もう生まれてしまったかもしれません……」

「あ……悪霊？」

「死者と生者の境界さえも越え現うつつの世に穢けがれをもたらす者だとか。げに、げに恐ろしき話でございます！　だというのに、主ときたら、いつまでものほほほほんと!!」

　スイが大げさに身を引き、ヨヨと袖そでを濡ぬらしてみせる。

「大げさだなあ。こんなどこにでもある平和な町に、そんな大たい層そうな悪霊が生まれる訳わけないですよ」

　あはははは、と恭一は笑い飛ばそうとしたが、沙希たちのただならぬ様よう子すに、徐じよ々じよに笑いも消えていく。

「あれ……どうしたの、みんな？」

　そんな恭一の首根っこを沙希が捕まえ、耳元に口を寄せる。

「その悪霊、あんたのことよ!!」




　　　２




「やはり……穏おん便びんに帰ってもらった方がいいのでは……」

「でも、もう引き受けるって言っちゃったよ？」

「神様としてはね、約束は守らなきゃいけないって思う」

　とりあえずスイを居間に残し、恭一たちは台所に集まって深刻な顔を突き合わせていた。

「コノハ様もこう言ってることだし、今回は引き受けた方がいいんじゃ……」

「恭一……ひょっとして手て籠ごめって言葉に踊らされてるんじゃないでしょうね？」

「そ、そんなことないよ!?」

　沙希のじとっとした目に恭一は慌あわてて手を横に振った。

「沙希、恭一はかわいい人だったらいいなぁとか、もし本当に付き合うことになったらどうしようとか、手籠めはいきなりすぎるし断るにしても……て、手を握るくらいするのかな……。ぐらいのことをちょこっと考えてるだけだよ！　疑ったらダメ！」

「コノハ様!?　フォローになってないよ!?」

「フーン……」

　物理的に冷たさを感じるほどの視し線せんが降り注ぐ。

「やっぱり、この件はなしにしましょ」

「ちょ、ちょっと待ってよ、沙さ希き！」

「そんな邪よこしまな気持ちを持つ邪じや悪あくな死し霊りように、北きた原はら神社の巫み女こが協力する謂いわれはないわ」

　沙希の額ひたいに血管が浮き出ている。

　な、何もそこまで怒らなくてもいいじゃないか。それくらいのこと、男なら誰だれだって少しは考えるよ。沙希はいつも、僕のことならなんでも知ってるみたいな言い方をしてるけど、男心が全然分かってないんだから……。

「──って言ってるよ？　沙希」

「こ、コノハ様!?　なんで人が思っていること、全部言っちゃうんですか!?」

　綾あや音ねが困ったように笑え顔がおを作り、沙希が冷たい目で恭きよう一いちを睨にらみつけていた。

「絶対断る」

　沙希が、バンッと勢いよく台所の引き戸を開き──。

「わ……私……断られてしまうのですか……」

　そこには、涙目で恭一たちを見上げる、スイがいる。

「あ……えと……」

　沙希は少しだけ後ずさり、それからブンブンと首を横に振った。

「やっぱりダメ。大体、頼む人を間違ってるのよ。恭一なんてモテないことこの上ないのよ!?　ずっと一いつ緒しよに育ってきた私が見ても、こんな女心の分かってない男、他ほかにいないわ。こいつに女の子と仲良くなるなんて不可能よ！」

「……沙希？　いくらなんでもひどくないか？」

「と、とにかく！　ダメ、絶対ダメ！」

　その言葉に、スイは俯うつむく。

「そう、ですか」

　その声は震ふるえていて、とても沈んでいた。

「あの、スイさん？」

　目を伏せていたスイは不意に口を噤つぐみ天を見上げる。

「主あるじはこれから、一生不自由な生活を強しいられるのでしょう」

「いやだから別の人に……」

「恋も知らぬままに、死んでいくのですね」

　ぽろぽろと落ちる雫しずくは涙だろうか。

「そ、そんな大げさな」

「お姉ねえちゃん……」

「沙希……」

　綾音とコノハもじっと沙希を見つめ始める。

「～～～～!!」

　三人の視し線せんの圧力に耐えきれなくなったように、沙さ希きがそっぽを向き、

「わ、分かったわよ！　許す！　許すわよ！」

　あさっての方向へと、やけくそ気味に言い放つ。

「本当ですか！」

「でもあくまで、男性恐怖症の克こく服ふくを手伝うだけだからね!?　て、手て籠ごめだなんて、そんなの絶対に認めないわよ!?」

「い、今はそれで充分でございます！　あなたはとてもお優やさしい方なのですね！」

「……そ、そんなことないけど……」

　そっぽを向いてそんなことを言う沙希を見て、綾あや音ねとコノハは顔を合わせてくすくす笑う。そして恭きよう一いちは見ていた。スイがこぼした涙は目め薬ぐすりによるものだということを。忘れてはいけない。この狐きつねの女の子は、したたかというか世よ慣なれているというか、油断ならない女の子なのだ。







　玄関口まで送ると、スイは恭一たちを振り返った。

「では……私は主あるじのお世話があるため、ここでお暇いとまさせていただきます。また明日あしたの朝に駅前の広場に来ていただけますか？　できるだけ目立たない格好がよろしいかと思われます」

　二本の尻尾しつぽが突然大きくなり、スイの身体からだを覆おおったかと思うと、次の瞬しゆん間かんには二本の尻尾を持つ狐がそこにいた。

「う……ウソでしょ……」

「コンコン！」

　小さく頭を下げると、二本尻尾の狐は闇やみへと姿を消していった。

「……あの、こういうことって、巫み女こをやってると日常的にあるの？」

　あっけに取られつつ神社の巫女ふたりに尋たずねてみる。

「ええ。神社でのお役目をしていると、自然あのような、私たちとは違う理ことわりに生きる方々ともお知り合いになれたりしますね」

「まあ、あそこまで人に対して積せつ極きよく的てきなのも初めてだけど。使つかい魔まって言ってたわよね。私、初めて見た」

　このふたり、こんな世界で生きてたのか。

「……なんかもう、異様に疲れたな……」

　恭一はため息と共ともに呟つぶやく。

　考えてみたら今日きよう一日で死んだり生き返ったり、手乗りサイズの女の子に会ったり。

　人生初はつ体たい験けんが多すぎた。

　明日も色いろ々いろありそうだし、今日はもう寝てしまおう。そう思って、大きく伸びをして──。

「恭きよう一いち？　さっきのコノハ様の言葉について、ふたりきりで、詳しく聞きたいんだけど。ちょっと時間いいかしら？」

　ビシリと身体からだが凍りつく。

「夜は長いわよ？　恭一」

　……きっと、今日きようは眠れない。







　翌日。快晴の下、多くの人の目を引きつつ、四名の男女が駅前の広場に集まった。

　綾あや音ねは白い半はん袖そでのブラウスに膝ひざ丈たけのスカートだった。

　しかし問題はそこではない。例えばコノハ。セーラー服を模もしたワンピースという格好は別にいい、むしろ、いい。とてもよく似合っている。しかし何をどう解釈したのか、黄色い校帽に赤いランドセル。

　まあ、それも似合っているからいいのだけども……。

「コノハ様？　小学校はもう夏休みに入っているので、その格好は逆に目立つかもしれませんよ？」

「め……目立たないもん！　私、けんきゅうしてきたんだもん！」

「……そもそもコノハ様は神様なんだし、姿を見せる見せないぐらい自由自在なのでは……」

「……あ」

　今、気付いたんですか。

「し、知ってたもん！　でも、でも、自分の治める土地の人々を自分の目でよく観かん察さつするのは、この土地を守る神として当然のことなんだもん！」

　うるみ始めたコノハの目を見て、これ以上追及するのは可哀かわい想そうな気がして、今度は沙さ希きに目を転じる。

　大きなサングラス、野球帽、そしてマスクという格好。真夏だというのに厚手のコートまで着込んでいる。疑問の余地なく、怪あやしい。

「沙希。何度も訊きくようであれなんだけど、暑くない？」

「う、うるさいわね！　だって……目立たないようにって言われたって、何をどうしていいか分からないんだもの！」

　沙希が真まっ赤かな顔で怒ど鳴なり返し、また周囲を行き交う人の視し線せんを集める。

「普ふ段だん通りの格好が一番目立たないんじゃないかな……お姉ねえちゃん」

　綾あや音ねは困ったように笑いながら、おずおずともっともなことを言う。シンプルで落ち着いた服装はとても似合っていて、どちらかというと沙希よりも年上に見えるくらいだ。

「大体、恭一の格好だって相当異様じゃない？」

「そう？　なんてことない、どこにでもいる格好だよ」

「男で日ひ傘がさってのはそれだけでかなり目を引くわ。しかもそのハートマーク、変すぎるわよ」

「お姉ねえちゃんひどい！　かわいいじゃない！　恭きよう一いちさんだって気に入ってるんだよ!?」

「いや、はあ、あの……」

　本ほん音ねを言えば、今すぐにでも取り替えたい。でも取り替えたら、綾あや音ねちゃんは悲しむんだろう。

「マークはともかく傘を差すのは仕方ないだろ。日光には弱いんだから」

　そう、基本がアンデッドで悪あく霊りようでリビングデッドなのだ。日差しなどに当たってしまってはあっという間に成じよう仏ぶつしかねない。

「……でも、恭一さん？　頭の上のそのお方が、恭一さんのイメージを、全体的に異様な感じにしちゃってますが……」

「頭の上？　そ、そう言えば若じやつ干かん重たいような……」

　何気なく頭に手をやると……。

「ふやん」

　突然聞こえた妙にピンクな声こわ音ねに、硬直する。

「……なに？」

　何が、あるんだ？　不ふ思し議ぎに思いながら、指を動かす。

　柔らかくて温かくて、小さい……こ、これは？

「あの……僕の頭に一体何が……」

「わ……私の口からはとても……」

　沙さ希きに尋たずねるのは怖いので、綾音に尋ねると、真まっ赤かな顔で目をそらす。

「恭一、こっち見て」

　その声に振り向くと、どこから取り出したのか大きな鏡かがみを掲かかげ持ったコノハがいた。やはり、コノハも顔を真っ赤にしている。

　鏡に自分の姿が映っていないのは、事前に聞いていたことだ。この際よしとしよう、それよりも……。

「……こ、こんなに弄もてあそばれてしまうなんて……私、私は……」

　着物姿の手乗り少女が、空中に浮いていた。激はげしく乱れた姿で。つまり少女の身体からだを鏡に映らない恭一の指がさすり続けており──。

「うぁわあああ!!」

　大おお慌あわてで手を放して、恭一は鏡に張りついた。

「す、スイさん!?　なんで僕の頭の上に!?」

「お、驚おどろかそうと思って隠れていたんです。そ、それが……恭一様のテクニックに……私が驚かされることになろうとは」

「ま、真っ赤な顔して何言ってるんですか!?」
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「恭きよう一いち様が言わせたのですよ……」

「言わせてないですよ！」

「この上、どのような羞しゆう恥ちプレイをなさるつもりなのですか？」

「なんでちょっと、嬉うれしそうな声こわ色いろなんですか!?」

「……恭一？」

「ひぃ！」

　沙さ希きは恐ろしいほどの無表情で恭一に迫り、スイをつまみ上げる。

「あう！　何をなさりますか!?」

「とりあえず、スイさんのようなアダルトな存在は恭一には早いです。私に同行してください」

　沙希は自分の頭にスイさんを乗せる。汗をだらだら流す厚着グラサンの頭の上に正座した、狐きつねの耳を生やした日に本ほん人形──異様だ。なんだこれ。

「あの……これから私たちは何をするんですか？　ここに呼んだのは、何か意図があってのことでは？」

　綾あや音ねがおずおずと尋たずねる。

「まずは見えないところから、主あるじの男性恐怖症っぷりを観かん察さつしていただきます。百ひやく聞ぶんは一見にしかずという言葉があるように、私などが口で説明するより遥はるかにいいでしょう」

「観察って、本人に内ない緒しよでですか？　それはさすがにちょっと……」

「うんうん、神様も、覗のぞきはよくないと思う」

　恭きよう一いちの言葉に人の心を覗きまくっているコノハがうなずいてみせる。

「ですが、私の主あるじを助けるには、主に私たちの意図を知られては困るのです。自分から男性恐怖症を克こく服ふくしようという意思が見られませんし……まずは主の様よう子すを確かく認にんした後、作戦を実行しましょう。作戦名は『主を手て籠ごめに……大作戦』です！」

　頭の上でなにやら叫んでいるスイに、沙さ希きは思いっきり眉まゆ根ねを寄せている。

「大作戦!!　かっこいい響ひびき！」

「どう聞いても犯罪の計画としか思えない大作戦ですね」

　無む駄だにテンションが上がるコノハに、苦にが笑わらいしか浮かべられない綾あや音ね。

　そして、そんなメンバーを見渡して、恭一は遠えん慮りよしいしい声をかける。

「このメンバーで後をつけるんですか……」

　小学生と日ひ傘がさ男おとことストーカー風ふう厚着グラサンと喋しやべる日に本ほん人形。

　普通の格好であるはずの綾音ちゃんがかえって浮いているくらい。

「もちろんですとも！　そしてしかる後のち、恭一様はその恐るべき指テクで、男の素す晴ばらしさを主に味わわせてやればいいのです！」

　そう言われましても……。思わず自分の右手を見つめた恭一は、ふと、ざわざわという騒そう音おんに気付いた。

　いつの間にか、通行人たちが恭一たちを遠巻きに囲んでいた。

　とんでもなく、目立ちまくっている。こんな状態で尾行なんてできるんだろうか。

「え、なに？　どういうコンセプトの集団？」

「ねえちょっと、あの人形、なんで喋ってるのよ!?」

「あの女の子、かわいーなー！」

「いやいや、あっちの小学生も、将来はかなりのものになると見た！」

「でもあのロングコートはねえわ」

「あのロングコートはないな」

「ああうん、ないない」

「なんで私ばっかりそんな評価!?」

「ま、まあまあ沙希、落ち着いて。すっごい妥だ当とうな評価だよ」

　怒りか羞しゆう恥ちか、真まっ赤かになった沙希を引きずって、恭一たちはその場を逃げ出した。







　人目を避さけつつ移動すること約一五分。恭一たちは駅前から海辺に移動し、現在はレンガの遊歩道のそば、草むらの中に身を隠していた。

　恭一も日傘が目立つのを気にしつつ、草むらから頭だけを出してそっと公園の様子を窺うかがう。

「……もうすぐ主あるじが現れるはずです。散歩は主の日につ課かですから」

「あなたのご主人様を観かん察さつするのはいいとして、僕たちの前で都つ合ごうよく男が怖いってところを見せてくれるものなんですか？」

　ひそひそと小声で恭きよう一いちは尋たずねてみた。

「ご心配なく、主の男嫌いは度を超しています。この世の人の半分が男である限り、主の男性恐怖症はいつでもどこでも現れます。退たい魔ま師しとしては超優ゆう秀しゆうですが、人としての基本スペックは超がつくほどへタレでございますから！」

「……スイさん？　ひょっとしてご主人様、嫌い？」

　スイの言葉に沙さ希きがつっこみを入れ、そんなことは、と応こたえている中、公園の遊歩道をひとりの女性が歩いてくる。

　七しち分ぶ丈たけのパンツにノースリーブのタートルネック。ふわふわした髪をボブカットにしている。真っ白な肌は日に輝かがやいて眩まぶしく、黒目勝ちな目は陽光に気持ちよさそうに細められている。

　華きや奢しやなその印象からは、退魔師などという物ぶつ騒そうな仕事をしているとはとても思えなかった。

「あ……あの人が？」

「はい。我わが主、桐とう朋ほう院いんスミレです」

「スミレさん……」

　あの人を手て籠ごめにって──。

「……恭一？　なんか今、あんたから邪よこしまな波動を感じたんだけど」

「ま、まさか！　そんなバカな！」

　慌あわてて繕つくろおうとする恭一の口を細い手が塞ふさぐ。

「ふがもが!!」

「静かに……気付かれてしまいます」

　綾あや音ねの囁ささやく声が耳元で聞こえ、腕にロックされたまま目だけを遊歩道に移してみる。







「……おかしいわ。今、何か言い争う声がしたような……？」

　スミレは片手で頰ほおに触れ、小首をかしげている。

　その仕し草ぐさはなんだかとても大人おとなっぽい。

　ふと遠くに投げられたスミレの視し線せんを追って遊歩道の先を見やると、金髪でロンゲの男とアフロの男がいた。

　スミレはふたりのそばを通り過ぎようとして、

「よぉ、お姉ねえちゃんひとり？　俺おれたちと一いつ緒しよに遊ばない？」

　案あんの定じよう声をかけられた。

　どストレートなナンパの文句に、しかしスミレはひるまない。

「の、の、望むところです！」

　あまりにも意外な言葉だったのか、男たちのニヤニヤ笑いが一いつ瞬しゆん消え、ついでさらに大きな笑えみを浮かべる。

「ふぅん、話が早くていいや」

　男たちが一歩近づいた瞬間、スミレは慌あわてて一歩身を引いた。

「で、でも条件があります。私の提示するルールを守ってください。いきなり近づかない方がいいですよ。た、大変なことになってしまいますから！」

　逃げ道を塞ふさぐためだろう、ひとりがすかさず背後に回る。

「あ、あのだからですね？　だ、段階を踏まなければダメです。こ、心の準備が──」

　スミレの弱腰な態度に、ゴリ押しでなんとかできると考えたに違いない。

「心配するなよ。俺おれたちの心の準備は充分だから」

　さらに一歩近づいた瞬間、弾はじかれたようにスミレも一歩退ひいた。

「ルールを、守ってくれないと危ないんです！」

「知らねえよ、そんなの」

　鼻息も荒く男が答える。

　狼おおかみに睨にらまれた羊ひつじ。猫に見つめられる鉢はちの中の金魚。最悪の展開が待っているのは明白だ。







　一方、草葉の陰からその様よう子すを覗のぞいていた恭きよう一いちたち。

「こ、これはけっこうやばいんじゃ」

「うん……男の風上にもおけないわね」

　沙さ希きが小さく呟つぶやいていた。

「ちょっとスイさん？　ご主人がピンチですよ!?」

「そうですか？」

「気絶しちゃうほどの男性恐怖症なんですよね。まともに対応できる訳わけないですよ！」

「主あるじは大丈夫ですから、心配しないでください」

　スイの落ち着き払った声に、言葉を失い、それから──。

「それ以上、ち、近づかないでください！」

　悲鳴が聞こえて、恭一は反射的に草むらから飛び出した。

「おい！」

　押し問答を続けていた三人の男女が一気にこっちを向いた。ふたりの男……間近で見ると意外にデカい、などと思いつつ、手のひらの汗をズボンで拭ぬぐう。

「あ、あなたは……？」

「ただの通行人だ！」

　思わず飛び出してしまったが……何をどうしたらいいか分からない。

「なんだお前？　日ひ傘がさなんか差しやがって、そんなに日焼けしたくなけりゃ、帰って家から一歩も出るな」

「す、好きで日傘なんか差してる訳わけじゃないんだぞこの野郎！」

「まあなんでもいいや、早く消えろよ。鬱うつ陶とうしい」

　男の仲間が口元に笑えみを浮かべながら一歩近づく。

　恭きよう一いちはその分、一歩下がる。

　自慢じゃないが、恭一はケンカが弱かった。保育園から現在に至るまで、ケンカというケンカに、ただの一度も勝ったことがない。

「身体からだ、震ふるえてるじゃん」

　な、なんで飛び出してきちゃったんだろう。

　早くも後悔しつつ草むらをチラリと横目に見ると、飛び出そうとしている沙さ希きを綾あや音ねが後ろから羽は交がい締じめにし、スイが全身を使ってその顔に張りついている。

　……沙希が出てきたら、確たしかに場がこじれそうな気がする。これは早くこの場を収めないと大変なことになる。

「とにかく！　その人嫌いやがってるだろ!?」

「声が裏返ってるじゃねえか……。俺おれたちこの姉ねえちゃんに用事があるんだ。てめーはさっさと消えろって言ったんだよ」

　そう言ってスミレの肩を引き寄せた瞬しゆん間かん──。

「いや───!!」

　悲鳴と共ともに、凄すさまじい音がした。

　その瞬間、男が倒れる。そのまま全く動かない。

「あの、ちょっと？　え？　大丈夫ですか？」

　唐とう突とつな展開に思わず丁てい寧ねいな口く調ちようで恭一が問うと、スミレはうなずいた。

「は、はい。おかげさまで」

　心配しているのは男の方だ。よく見ると、白目を剝むいて伸びている。

　大体の経けい緯いは分かる。彼女が男を身体が浮いてしまう勢いで殴った。腕の動きが速すぎて目がついていかなかったけれど、多た分ぶんそのはずだ。

「にしても……ピクリとも動かない……」

「あの～、お怪け我がはありませんか？」

　呼びかける声に顔を上げると、スミレと目が合った。

　少し、彼女に声をかける男の気持ちが分かってしまう。

　まるで絵から飛び出してきたかのような女の子だ。薄うすく発光するかのような白い肌、桜色の柔らかな線せんを描く唇。長く影かげを落とすまつげが儚はかなげに震える。思わずため息をつき、言葉を失ってしまうほど、恭きよう一いちはその姿に見とれた。

　けれど──。

「遠く、ないですか？」

　男に目を転じた瞬しゆん間かんに後退したのだろう。彼女は五メートルほど離はなれた木の陰から、顔を出してこっちを見ていた。

「あの、そんなに警けい戒かいしなくても、何もしませんから」

　そう言いつつ手招きしても、彼女はかたくなに首を横に振る。

「は、はい！　でも私、男の人の近くに行くと、なぜか気絶させてしまう性しよう分ぶんで」

「気絶……させちゃう方だったんですね」

「じ、じ、自分では、感情をうまくコントロールできなくて、なんでこうなるのかも分からないんです」

　深く深くため息をついた後、彼女はハッと驚おどろいて恭一を見る。

「あ……あの、日ひ傘がさの方も近づかないでください？　け、け、警告はしましたからね？」

　顔を真まっ赤かにして、彼女はそんなことを言う。

「わ、私、桐とう朋ほう院いんスミレと言います。あ、あの……日傘の方のお、お名前は、なんというのですか？」

　下を向いたままけっして視し線せんを合わせようとしない彼女の方から、名前を訊きいてきた。モジモジと指を絡からませながら、ときおり、チラチラとこちらを見る。

　頭の片かた隅すみに、恐るべき指テクで手て籠ごめがどうたらこうたら、と言うスイの姿が蘇よみがえって、恭一は慌あわてて首を振った。

「僕は佐さ倉くら恭一です」

「た、助けてくれて、ありがとうございます。佐倉さんは、ゆ、勇気があるのですね」

「いやその……なんにもやってないですけど」

「そ、そんな。ご謙けん遜そんなさらなくても」

「いや、真実です」

　本当に何もやってない。ぶっ倒れたまま動かない男は彼女が作った産物だ。

「そ、そこの男の人なら多た分ぶん大丈夫です。数時間で目を覚ますと思います。いつもそうですから」

「……いつもなんですか？」

　恭一はしばらく首を捻ひねって唸うなり、それから右手を上げた。

「質問、してもいいですか？」

「は、はい！　なんでしょう！」

「そんなに男が苦にが手てなのに、なんでさっきは『望むところです』とか言ったんですか？」

　彼女はうなずいて、そっと木の陰から出てくると、コホンと小さく咳せきをする。

「確たしかに、佐さ倉くらさんが、ぎ、疑問に思われるのも仕方ないと思います。……告白します、私の秘密を！」

　眉まゆもキリリと、何やら決意の表情だった。

　恭きよう一いちもどんな話をされるのかと、思わず身構えた。

「わ、私、実は男の人が苦にが手てなんです！」

「……それはもう、ここまでの行動で充分に分かってます」

　スミレはやがて、ですよね、と肩を落とす。

「お、男の人が苦手だから、なんとかしようってずっと前から思ってたんです」

　おかしいな。確たしかスイさんの話じゃ、いくら克こく服ふくしろと言っても聞いてくれなかったと言っていたはずなのに。疑問に思いつつもうなずく。

「だ、だから私、最初はひとりで、たくさん、修行しまたです！」

　かんだ……。彼女はうぐ、と息を吞のむ。

「修行しったです！」

「しった……」

「……修行叱咤しつた激げき励れいです……」

「もはや意味が通じてませんよ？　慌あわてないでも大丈夫ですから」

「ああ、ああわあわあわててなんかいないですよ!?」

「……僕のことは、かぼちゃだと思い込んでくれればいいですから」

「やってみます！」

　しきり直し、とでも言うように、再び恭一を見つめる。

「修行したんです」

「何をしたんです？」

　落ち着いた様よう子すで彼女はうなずく。今、彼女には僕がかぼちゃに見えているに違いない。

「はい！　まずは男の方の心を学ぶために、男の方が読む雑誌をこっそりと読んでみました！」

「……それ、買ったんですか？」

「いえ、山道を歩いている際に落ちているのを見かけて、少しだけ読ませていただいて……」

「効果はあったんですか？」

　彼女は何を思い出しているのか、少し顔を赤くして、苦笑いを浮かべる。

「い、いえ、ちょっとその刺し激げきが強すぎて、一ページでやめてしまって──。お、男の人って、ああいう風ふうに女の人を見ているのでしょうか？　あ、ああいうものを読むお方は、少し不ふ潔けつだと思ってしまいました」

「え……ああいや、あはははは。全く、そうですよ。ああいう雑誌は本当に不潔です！　嘆なげかわしいものですね！」

「よかった。佐倉さんは、そういうものを読まれない方なんですね？」

「当然ですとも！」

　神様、これぐらいのウソは許してください。僕だって見栄を張りたいときがあるんです。

「それで、その表紙がですね、巫み女こさんが、あ、あられもない姿で笑っている写真で」

「ぶふぅっ！」

「あ、あれ？　どうかしたんですか？」

「いえ、なんでも」

　胸を押さえつつ、恭きよう一いちは笑えみを浮かべる。

「神聖な巫女をそういった視点で捉とらえるなんて、い、いけないと思います」

「……全くおっしゃる通りです」

　心が痛い。どうしてそんなところにまで、あんな雑誌が。流は行やってるのか？

「それで、話を戻すとですね？　修行の一いつ環かんとして、最終手段として！　今度男の方に誘われたら、流れに身を任せてみようと思ったんです！」

「そりゃまた、ずいぶん危険なことを考えましたね」

「そうなんです！　危険なことだと説明するのですが、大体の場合、真ま面じ目めに話を聞いていただけなくて、男の方は強引に近寄ろうとしてきまして」

　そのあたりのことからは恭一も知っている。

　ちょっと気の毒になりながらも、ちらっと道に倒れた男を見つめた。

　結果、こうなってしまうと。

「今度こそ自らの衝しよう動どうを抑おさえきろうと思って臨のぞんだのですが、うまくいかず……また、男の方を傷つけてしまいました」

「いや、そこの人の場合はもう、自業自得でいいんじゃないかな──……」

　恭一の言葉もむなしく、スミレは頭を抱え深く深くため息をつく。

「あ、あの、スミレさん？」

「でも……今なら大丈夫かもしれません！　し、紳士で勇気のある佐さ倉くらさんとなら」

　がばっ！　と上げたスミレの顔には、決意を秘めた瞳ひとみが輝かがやいていた。

「え？」

「今度こそ本当に、戦いに臨むべきときが来たと思うのです!!」

　語気も強く、スミレは勝手に盛り上がっていく。背中のあたりがぞわぞわし始める。なんだろう、ここのところすっかり感度がよくなったトラブル感知センサーが悲鳴を上げ始めている。

「あの、なんの話をしてるんですか」

　彼女は蒸気でも上がりそうな顔でじっと恭一を見た。

「わ、わわ、わ……」

　泣きそうな顔で口を開く。

「私を、手て籠ごめにしてください!!」

　えーと……。

「と、とりあえず、遠くないですか？」

「や、やっぱり遠いですか」

　まだ木陰に隠れたまま、軽く五メートルは離はなれたところでスミレはうなずいた。

　真まっ赤かな顔に恥ずかしそうな笑えみを浮かべて、彼女はおずおずと歩み寄り、三メートル手前で立ち止まる。

「あ、あのこれ以上はまだ無理ですが、一いつ生しよう懸けん命めいがんばりますから、き、今日きよう一日だけでもいいので、私に付き合ってくれませんか？」

　耳まで真っ赤にして、ぎゅっと拳こぶしを握って言う。

「……分かりました」

「い、いいんですか!?」

　あまりにもキラキラとした視し線せんに気け圧おされて、恭一は何度もうなずいてしまう。

「もちろんです！」

　思わず言ってしまった後で、鋭するどい視線を感じて、ちらりと横に目をやった。

　そこには腕組みをした沙さ希きが立っている。目が合うと、くいくいと人差し指で手招いてにんまりと笑った。

　空気の読めない恭一にも、意味はなんとなく分かる。

『てめーちょっと顔かせや』

　ゴクリと息を吞のむ。

「あの、私、ものすごいふつつか者ですが、よろしくお願ねがいします！」

　彼女は九〇度のお辞じ儀ぎをしていた。声は細かく震ふるえていて、とんでもなく緊きん張ちようしているのが痛いほど分かる。

「あ……あの、スミレさん？」

「は、はい！　なんでしょう！」

「ちょっと用事が！」

　それだけ叫ぶと返事も聞かず、深々と頭を下げたままのスミレを置いて、恭一はダッシュで沙希の隠れる藪やぶへと走り出した。
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「あの人の男性恐怖症を治すのがあんたの仕事なのよ!?　ナンパしてどうすんの!?」

　ガックンガックン、沙希の手の中で恭一は思いっきり前後に揺さぶられていた。

「さ、沙希、て、手を放して……!!」

「すごい！　すごいです恭一様！　まさか主あるじに自ら身を差し出させるとは！　なんだかんだ言ってさすが殿との方がた！　まんざらでもないんでございましょう？」

「ち、違う……スミレさんは自分で修行したいって──あれ、沙さ希きさん？　なぜ肩を摑つかむ手が首にいどぐぉおおお──!!」

　思いきり、首を絞め上げられていた。

「まんざらでもないの？　恭一？　私、あんたのガールハントを手伝ってあげるほど暇ひまじゃないんだけど？」

「お姉ねえちゃん。手を放はなしてあげないと恭きよう一いちさん、質問に答える前に窒息死しちゃうよ？」

「……ち」

　舌打ちと共ともにやっと解放されて、恭一は新しん鮮せんな空気を求めてしばらく呼吸を繰くり返した。

「さあ、これはどういうことか教えてくれる？　後も先も考えずに、わざわざあんなもめごとに顔突っこんで……。何かあったらどうするのよ」

「そ、それはごめん……」

　若じやつ干かん軽はずみだったとは思っているのだ、恭一としても。成り行きで奇跡的に無傷ではあるが、ひ弱な恭一がスミレを助けようとしても、きっと返り討ちにされたろう。

「しかもあの美人さん……スミレさんだっけ？　いきなり手て籠ごめにして、とか……何考えてるのよ！　もう！」

「それは僕が聞きたいよ!?」

「こんなどこにでもいるような平凡なヤツのよさなんか、ひと目で分かる訳わけないじゃない。パッと見の印象なんて『うん普通』よ。すれ違っても三秒で忘れるわ」

　言葉の矢が、グサグサと恭一の心を貫つらぬいていく。

「あのー、みんな？　スミレさんは、まだ恭一を捜しているみたいだけど……いいの？」

「そうですね……とりあえず今は無ぶ難なんに別れて、今後どうするかは、お昼にでもまたみんなで考えるというのはどうでしょう」

　綾あや音ねがもっともな意見を言い、みんながうなずきかけたとき──。

「ダメです!!」

　鋭するどい声が間に入ってくる。沙希の、頭の上から。

「この勢いで主あるじを殿方に慣れさせねばなりません」

「このまま慣なれさせるって……対策考えないとすごく怖いんだけど!?　僕、殺されちゃうんじゃないの!?」

「きっと、多た分ぶん、大丈夫です！　本人がいいと言っているのです。このままの勢いでイケるところまでイッてしまいましょう！」

「……天国までイケそうですね」

「主が、男の人を傷つけずに五秒以上話せているなんて、滅めつ多たにないことなんですよ!?　今、恭一様は流れに乗っているのです！」

「さらっと流すには恐ろしすぎるエピソードじゃない？」

「確たしかに、恭きよう一いちさんは男を感じさせないことに関しては天才的ですから。あまり警けい戒かいさせずに済むのかもしれません。それに、不良に絡まれたところに現れ、実際助けることはしなかったにせよ、その姿勢は見せた。吊つり橋ばし効果のある今なら、たとえ平凡を絵に描いたような恭一さんでも、『お友達』くらいにまでは持っていけるかもしれませんね」

「ねえ綾あや音ねちゃん、泣いてもいいかな、僕」

　そのとき、スミレの声が耳に入ってきた。

「さ、佐さ倉くらさーん……」

　弱々しい声にそちらを振り返る。

「やっぱり……唐とう突とつすぎたのかな……。私なんかが男の人と仲良くなろうなんて、身のほど知らずだったんでしょうか……」

「ほら、主あるじが見当違いのひとり反省会を始めようとしていますよ。このまま帰られる前に、ささ、お戻りください！」

「沙さ希き、いい？」

　沙希は数秒、腕を組んで考え事をして、

「……仕方ないわね」

　ため息と共ともにうなずいてくれた。

「よし！」

「ただし、私も付いていくわよ？」

「え……？」

　啞あ然ぜんとして聞き返す恭一に、沙希は目を吊り上げる。

「当たり前じゃない！　あんた、成じよう仏ぶつしたい訳わけじゃないんでしょ？」

　逝いき返り者は、宿主から五〇メートル離はなれたら即死するのだ。

「そ、そうだった」

　ガックリと肩を落とす。

「では恭一様、これを」

　いつの間に用意していたのか、スイは腕いっぱいに持ったイヤホンとピンマイクを渡してくる。

「……これは？」

「無む線せん機きです。イヤホンを通して、この無線機から指示を出しますので、参考にしてください。あ、ピンマイクは服の裏側にテープででもくっつけておいてください」

「はあ」

「主のことに関しては、私より詳しいものなどいようはずがありません！　大船に乗ったつもりでいてください！」

　手て籠ごめにしちゃえ、とか言っている人の意見が参考になるのだろうか……。

　なんとなく不安な気持ちになりつつ恭きよう一いちは素す直なおにイヤホンを耳につける。

「ほんとに帰っちゃったのかな。今度こそと思ったのに……」

　道の方からスミレの沈んだ声が聞こえてくる。

「あ……恭一！　あの人、帰っちゃうよ？」

　コノハに言われて見てみれば、肩を落として、トボトボ歩き出すスミレの姿が見えた。

　慌あわててピンマイクを服の裏に張りつける。

　道に出ようとした瞬しゆん間かん、沙さ希きに袖そでをグイと摑つかまれた。

「言っておくけど、男女交際は認めないからね？　おば様からあなたを預かってる身としては、いきなり手籠めがどうとか……そういう不純なの……絶対許せないんだからね！」

「ハメを外はずさない程度にがんばってください。恭一さん」

「愛し合う者同士なら別にいいんじゃないかな」

「ダメよ！」

「こ、コノハ様？　わりと理解がおありなのですね……」

　そんな声援……なのかどうかよく分からない微妙な小声を背に受け、恭一は草むらから一歩踏み出す。

　とにかく初仕事なのだ。全力でスミレさんの男性恐怖症を治そう。

　小さく咳せき払ばらいをして、

「スミレさん、ごめんなさい……ちょっと色いろ々いろありまして……」

「さ、さ、佐さ倉くらさん!!　よかった。わ、私、突然失礼な申し出をしてしまったのではないかと」

「いえ、若じやつ干かん驚おどろきましたけど、問題なしです」

「そ、そ、そうなんですか……」

　スミレは目をそらし、組んだ手をモジモジと動かした。なぜ恥ずかしがっているのか思い出して、恭一はハッと目を丸くする。

「ち、違います！　手籠めうんぬんについて了承した訳わけじゃなくて──」




『あーテステス、聞こえますかどうぞ？』




「うわ！」

　突然聞こえた、スイのバカデカい声に思わずのけぞり、イヤホンを外はずそうとした手を必死で止める。

「ど、どうされたんですか!?　突然銃弾に撃うたれたかのようなのけぞり方を!!」

　スミレが心配そうに両手を胸で合わせて、恭一を見上げている。

「だ……大丈夫です。なんでもありません」

　ここでばれたら、何もかもが台無しになってしまいそうだ。

『……ダメですよこれ。音量の設定が間違っています。こんな音だと、恭きよう一いちさんの耳がどうにかなってしまいます』

『テステス、マイクのテスト中。驚おどろかせてしまいましたか？』

　心しん臓ぞうが止まるかと思いました。

『これからイヤホンを通して指示出しをして参ります。男の価値というものを、主あるじに叩たたきつけてやってください！』

　ため息しか返せなかった。なんでこんなにアグレッシブなんだ、この使つかい魔まさんは。

「あ……あのですね……私を……て、て、手て籠ごめにというあの……」

　スミレの言葉に答えようとした瞬しゆん間かん──。

『自信を持って応こたえてよろしいかと思われますよ。しょ……初対面に近い私を弄もてあそんだエロ恐ろしい指先の動きさえあれば、怖いモノは何もありません！』

「あれは事故だからね!?　わざとじゃないんだから！」

　思わず背後を振り向いて叫んでいた。

「……あの？　佐さ倉くらさん？　どこに向かって話しているんですか？」

「いや、急に何か、背はい後ご霊れいの気け配はいがあったような……」

『よく言うわ。あんた自身が背後霊みたいなもんじゃない』

　今度は沙さ希きの声だ。無む線せんを奪ったのだろうか。スイに聞こえないように小声で喋しやべっている。

　そんな危険をおかしてまでツッコまなくてもいいじゃないか。

「だ、大丈夫だと思います。背後霊はいませんよ？　私、そういうの少し分かるんです」

　目をそらして、彼女は髪をかき上げる。

「で……その、て、手籠めの件は……」

　何度言っても照れてしまうのか、真まっ赤かな顔で、彼女は言う。

『このスイが保証いたします！　ここでキメて、主の男性恐怖症に終止符を！』

『健全！　堅実！　北きた原はら神社は不純異性交遊の撲ぼく滅めつを掲かかげております！　そこんとこ、分かってるでしょうね、恭一！』

『ねえ、綾あや音ね？　ふじゅんいせいこうゆう、というのはどういう意味？』

『それは後でお姉ねえちゃんに訊きいてください。コノハ様』

　……外野がうるさい。

「て……手籠めの件は、お互いを見定めて、ちゃんと、この人ならと心を決めてからにしましょう、ね？」

　スミレは返事もせずに、黙だまってこちらを見上げている。

　な、なんだ？　何か変なことを言っただろうか。

「さ、佐倉さんは紳士なのですね」

　はふぅ、とため息をついて、スミレは頰ほおを染める。

「紳士だなんてそんな大げさな……」

「日ひ頃ごろ、私に声をかけてくださる男の方は、な、なんだか怖い方ばかりだったので……」

　確たしかに、これだけ男嫌いだとはっきりしている人にわざわざ近寄る野郎どもなら、少々強引なナンパくらいはするのかもしれない。

　そのたびに、スミレさんは男連中をその拳こぶしで沈めてきたのだろう。

　恭きよう一いちはちらりと道に倒れたままの男を見た。下へ手たをすれば僕も二にの舞まいだ。しかし、恐れている場合じゃない。

　首を振り、改めてスミレを見つめる。

「今日きよう一日は、スミレさんの修行に付き合いますから」

「あ、あの、では……とりあえず、お互いを知るためにはどうしたらよろしいでしょうか？」

「どうしたらって……」

『普ふ段だん人里に出てこない主あるじは遊園地というものに憧あこがれております！　行くならばぜひそちらへ！』

「……遊園地にでも行ってみます？」

「ほ、本当ですか!!」

　スイの言葉のままに訊きいてみると、スミレは胸で手を組み、キラキラとした目で恭一を見上げた。

「す、すごいです!!　なんで分かったんですか!?　私、遊園地に憧れていたんです！」

　彼女は子供のように嬉うれしそうにはしゃいで、恭一の手を取り、

『恭一様、右斜め後ろに上体を反そらしてください！』

　イヤホンに響ひびく声に、反射的に身体からだを引いたその瞬しゆん間かん。

　突風が目の前を通り過ぎた。

　気がつけば、目の前には突き上げられた拳。

「す……スミレ……さん？」

　その呼びかけに気がついたのか、細められた目が、今度はまん丸く開かれる。

「あ……あの……大丈夫ですか？」

「はぅ!!　わ、わ、私……ひょっとして、今、やってしまったのでしょうか!?」

　拳を引っ込めたスミレはすごい勢いで後ずさりつつ、土ど下げ座ざを繰くり出した。

「ご、ごごごごご、ごめんなさい!!」

　ガンガンと地面に頭突きをする勢いで謝あやまり続ける。

「も、ものすごい距きよ離りを開けますから……だからお願ねがいします！　見捨てないでください！」

　遠ざかろうとしたスミレを手で制する。

「あ……あの！　平気だったんですから、そんなに気にしなくてもいいですよ」

　足を止めたスミレは涙目で恭きよう一いちを見上げた。

「で、でも……私はケガをさせるところで」

「大丈夫ですよ。そういう人だっていうのは、さっき話を聞いたんですから、ある程度、覚悟はしてます」

「え……」

「無理せずに行きましょう。しばらくは距きよ離りを取って、慣なれてきたら少しずつ距離を縮ちぢめていくとか、そういう感じでどうですか？」

　そうでなきゃ、僕の身体からだが危険にさらされる。という言葉は危あやういところで言いい留とどまった。

　スミレは恭一を見上げたまま、小さな小さな声で、はいと呟つぶやいた。







　お互いの距離を三メートルに保ちつつ、バスに乗って最も寄よりの遊園地へ向かう。助かったことにバスはガラガラに空すいていて、スミレが男を見て暴ぼう発はつということもない。いるのは、スミレと少し離はなれたところに座った恭一。そして、自称サポートメンバー、沙さ希き、綾あや音ね、コノハ、スイの面々のみ。スイはスミレの目を逃のがれるため、コノハのランドセルの中に隠れているらしい。

　そんな女性五人と男ひとりのバスの中。恭一は直射日光を避さけながら、少し離れた席に座るスミレを時折見やり、彼女はそんな恭一に頰ほおを赤くしつつも微笑ほほえみかける。

　とろけるような、という表現がこれほど似合う笑え顔がおがあるだろうか。まるで花のつぼみがほころぶように優やさしく開いた唇は、なんだかとても穏おだやかな喜びを表現していたし、細められた目が作る表情の優しさは、見ているこちらまで癒いやされる気がする。

　一いつ瞬しゆん仕事さえ忘れて、ふたりで遊園地にデートに向かっているのではないかという錯さつ覚かくに陥おちいるが──。

『なに鼻の下伸ばしてんのよ』

　イヤホンから沙希のムッとした声が聞こえてきて我われに返る。

『いい？　恭一の初仕事で、人助けになると思ったから、私は特別に許可を出したのよ？　あんたに不純異性交遊させる訳わけじゃないんだから、わきまえてよ？』

　振り返れば、最後部の席に座った四人と目が合った。とくに腕を組みじっとこちらをにらみつけている、サングラス＆マスク姿の不ふ審しん者しやはかなりの存在感をかもし出している。さすがに暑かったのかコートは脱いでいたが、不ふ機き嫌げんそうな表情もあいまって、その姿はどこか、これから銀行を襲おそいます、といったアグレッシブな雰囲気に包まれている。

「あ、あ、ほら！　見てください！　佐さ倉くらさん！」

　こちらを振り返ってスミレが言う。さした指の先、バスの窓の向こうには青い海が夏の日差しを反射して光っていた。

「海ですよ？　海！　私、海を見たのは久しぶりです！　今日きようの散歩も、ほんとは海を見に行こうとしてたんです」

「お～ほんとだ、海ですね～」

　などと答えつつ、内心は冷や冷やしていた。

『……恭きよう一いち、調ちよう子し乗りすぎ』

　スミレが上じよう機き嫌げんになればなるほど、沙さ希きの機嫌が悪くなっていく気がする。







　やがてバスは遊園地に着き、全員が一いつ緒しよに遊園地の入り口に降りた。

　人のいない、寂さびれた小さな遊園地。最近、近場に大きなテーマパークができてから、人足がパッタリと途絶えたらしい。この夏が終わったら閉へい鎖さ、という噂うわささえある。

「うわぁ……見てください！　佐さ倉くらさん！　あれ、観かん覧らん車しやですよね？　大きいなぁ。驚おどろきですね！」

　初対面の際に感じた、大人おとなびた印象はどこへやら。小学生のようにスミレははしゃいでいる。

　一方で……。

『沙希、綾あや音ね!!　あれ！　あれは何!?　馬が同じ場所をくるくる回ってるよ!?』

『メリーゴーランドという乗り物です。輪りん廻ねを巡めぐる者たちのあり様ようを表しているのです』

『ほほー。私の土地の人はみんな信しん心じん深ぶかいんだねー!!　いいことだよね！』

『綾音？　コノハ様に間違った知ち識しきを植えつけないでくれる？』

　あちらはあちらで楽しそうだった。

「さ、佐倉さん？　どうしたんですか？　ぼーっとして」

「あ……いえ、なんでもないんです」

「よかった。退屈してしまったんじゃないかと思って……」

　スミレはほっと胸をなで下ろす。女の人にこれほど緊きん張ちようされるのなんて、初めてだ。ありがとうと言っていいのか、ごめんなさいと言うべきなのか、正直どんな感情を持てばいいのか分からない。

「どれに乗りたいですか？」

「あ……あの……ジェットコースターとか、どうでしょう」

　不安そうにこちらを見上げ、スミレは提案する。

　絶叫系は若じやつ干かん苦にが手てだけれど、彼女を優ゆう先せんするべきだろう。

「分かりました」

「やった！」

『えぇ!!　ちょ、ちょっと、私、絶叫系嫌いなのよ!?　知ってて言ってるの!?』

　沙希の悲鳴がイヤホンから聞こえてくる。

　この反応、冗じよう談だん抜きで苦手なんだろう。ここでジェットコースターに乗ってしまえば、後で何をされるか分からない。

　逆さからわない方が身のためだ。

「スミレさん、ごめんなさい！　僕、やっぱりジェットコースターはちょっと、酔ってしまうので」

「そ……そうなんですか。残念です」

「よかったら、乗ってきたらどうですか？　僕はここで待ってますから」

「だ、ダメです！　これはお互いを知り合うための……で、デートですから。ふたりで一いつ緒しよにいなければ意味がないんです」

　それからしばらくあちこちを見回して、スミレはひとつの建物を指さした。

「あれなんてどうですか？」

　おどろおどろしい、病院の形をした建物。

「お、オバケ屋や敷しきですか～」

　沙さ希きに聞こえるよう、わざとらしく言ってみる。何しろ沙希が同行できなければこちらはあの世で本物の死者に会うことになる。

『ＯＫ。任せておいて。これでも巫み女こよ？　死者の類たぐいの偽にせ物ものなんか、怖がっていられないわよ』

「よし。なら、オバケ屋敷で！」

『恭きよう一いち様、スイです！　そこですかさず、主あるじを女の子扱いしてください！　優やさしい言葉をかけて主を骨抜きにするのです！　主は殿との方がたに免めん疫えきがないゆえ、そういうのに弱いのです!!　以前少女マンガを読んでため息をついていたページがそのようなシーンでございました！　間違いないです！』

　イヤホンから機き関かん銃じゆうのごとく撃うちまくられる大声に頭を押さえつつ、恭一はスミレを見る。

　女の子扱い……優しくってどうやるんだろう？

「……どうかしたんですか？」

　恭一は慌あわてて首を振る。

「いや、なんでもないんです。大丈夫」

　その様よう子すをどう取ったのか、スミレは「任せてください」と、勢い込んで言う。

「私、オバケには強いんです！　何かあっても、守ってあげられます！」

　知ってます……とは言えない。それ以前に僕がオバケですとはもっと言えない。何しろ人間に自分の正体がばれたら、本当に成じよう仏ぶつしてしまう。

　オバケと退たい魔ま師しのデート。

　……あれ、今まで意い識しきしてこなかったけど、これってわりと大ピンチなのでは……？

　とりあえず、今のところ自分が死し霊りようだとばれてはいないようだし、この勢いを保ったままがんばろう。

「じゃ、じゃあ！　行きましょう！」

　恭きよう一いちの硬い言葉にスミレは嬉うれしそうにうなずいた。







　お金を払い、懐かい中ちゆう電灯を受け取って、いざオバケ屋や敷しき『倉くら崎さき病院』内部へ。

　薄うす暗ぐらい非常灯が輝かがやく受け付けに立ち、先の見えない真っ暗な廊下を見つめる。

　すでに入り口は閉まっている。外に出るには、この建物に設けられた三つのルートのどれかを通り抜けなければいけない。

　スミレさんも沙さ希きも怖いのは大丈夫だろうし、落ち着いてる綾あや音ねちゃんも問題ない。コノハ様に至っては神様なんだから、オバケぐらいで動じたりしないだろう。

　この場所なら安心して楽しめそうだ。

「……女の子扱い。女の子扱い……」

　ぼそぼそ呟つぶやいた恭一は小さくため息をついて、進み始める。

「僕が先せん導どうしますから、行きましょう。スミレさん」

　そう言って、隣となりを歩くスミレに声をかけた。

　しかし、振り向いたのは──

「ぎゃぁああああ!!」

　血まみれの看かん護ご師しだった。

　思わず何歩も後ずさり、ものすごく重要なことを思い出す。──自分が極端な怖がりだということに。

「ひぃい、こっち、こっち来る!!」

　助けを求めて伸ばした恭一の手が、スミレの腕に触れる。

　先ほどの恐怖の拳こぶしが脳のう裏りに閃ひらめき、しまった！　と心の中で叫ぶ。

　恭一の身体からだは恐怖に震ふるえ、冷や汗がダラダラと流れていく。

「ま、待ってください？　い、いや、触れてしまったのは、悪いと思っています。心の底から。でもこれにはですね？　まっとうな理由がありまして」

「ほう──」

　スミレらしくない冷たい応こたえが返ってくる。

　そして視し線せんが鋭するどくなるのが、薄うす闇やみでも分かった。思わず、ひぃと息を吞のむ。

「わ、わ！　待って!!　今のは事故！　事故なんです!!」

「問答無用じゃ!!」

　口く調ちように違和感を覚えたが追及する暇ひまはない。

　顎あごを強烈な拳が突き上げていた。恭一は見事なアーチを描いて、頭から床ゆかに落下した。

「ぐは……」

「だ、だだだだ、大丈夫ですか？　すみません!!　私ったらまた……」

　助け起こそうにも触れればトドメの一いち撃げきを刺しかねないスミレは、その場で何度も頭を下げる。恭きよう一いちはあふれ出る鼻血を手で押さえながら、弱々しい笑えみを浮かべた。

「い、いやいや。大丈夫ですよこれくら……うぉおわああ！」

　今度は血まみれの包帯男が目の前に現れる。

　ビビリの恭一は助けを求め、思わずスミレの肩に手を伸ばす。

「だ、ダメです！　佐さ倉くらさん！　わ、私に触れたら──」

「ごぶぉふぉおお!!」

　恭一は再び宙を舞まった。

「ご、ごごごごご、ごめんなさい!!　佐倉さん、ああ、私ったら、なんでこんななの!?」

「は、はははは。気長に治しましょう」

　治る前に僕が死ななければいいんだけど。

　小声で沙さ希きたちにアドバイスを求めてみたが、イヤホンから漏れ聞こえてくる声といえば。

『きやぁああああ！　おば、おば、オバケ怖い～！』

『ちょ、こ、コノハ様!?　神様がオバケ怖がらないでよ！』

『だ、だってあんなおどろどろしいの見たことないもん！　う、うわまた来た』

『あれはニセモノなんですよ？　コノハ様……っていない』

『コノハ様が逃げた！　ちょ、こ、コノハ様どこなのぉ!?』

『きゃぁあ』

『あ、あっち！　あっちから悲鳴が聞こえます！』

　向こうは向こうで大おお騒さわぎだった。

　うん……沙希たちのアドバイスは、アテにはできない。

　何度目かの見事なアーチを描きつつ、恭一は深く深く心に刻んだ。







　その後の阿あ鼻び叫きよう喚かんはまさに筆ひつ舌ぜつに尽くしがたく……オバケ屋や敷しきから出てきたときには、恭一の形ぎよう相そうこそがオバケのようになっていた。

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい!!　本当に私、なんて言っていいのか……！」

「い、いや、いいんです。怖さのあまりつい触っちゃったのは僕なんですから……」

　恭一はブルブル震ふるえながら、スミレに言う。ふたりの距きよ離りは今や三メートルどころか五メートルは離はなれていた。

　それも恭一の方から積せつ極きよく的てきに。

　オバケに驚おどろかされ、彼女にしがみつくたび、あの巨大鉄球のように重みのある一いち撃げきを身体からだに叩たたき込まれてきたのだ。

　身体からだが勝手に彼女に怯おびえて、近づくことを許さない。

「あ！　あの！　お、お詫わびに、私、なんでもしますから！　えーと、その……そうだ、お祓はらいしませんか!?　お祓い道具、いつでも携けい帯たいしているんです！」

　ポケットから取り出した刀の握りの部分のようなものを、ブンと振り下ろす。

　握りから鉄棒が伸びた。先端部分から巻きついた布が広がり、一いつ瞬しゆんにして白いヒラヒラが垂れ下がるロッドへと変化する。

「そ……その無む闇やみに攻こう撃げき的てきなシロモノは？」

「携けい帯たい用よう『おおぬさ』です。私の霊れい力りよくを溜ため込んであります。一振りすれば、巻き起こる烈れつ風ぷうが穢けがれをたちまち祓います！　実は私、退たい魔ま師しなんですよ」

　全身に鳥肌が走る。危険なオーラを感じて、身体が勝手に後ろに下がった。

『恭きよう一いち、アレでやられたら一瞬であの世行きと思いなさいよ』

　沙さ希きの抑おさえた声が聞こえる。冗じよう談だんだと笑いたいところだが、残念ながら口く調ちようがシリアスだった。

「あ、あの……僕は何も祓われるようなものは憑ついてないので……」

　スミレはおおぬさを構えたまま硬直し、それから深いため息と共ともにおおぬさを降ろす。

「ですよね……佐さ倉くらさんの周囲からは、なんの穢れも感じられませんものね」

「あはは……」

「不ふ思し議ぎなことに佐倉さん自体から、何か特殊な気け配はいみたいなものが感じられるんですが……」

「あはははははは!!」

　もはや笑ってごまかすしかない。







　いくつかの乗り物に乗ってふと気がつくと、日も落ちかけてきた。

　恭一は日ひ傘がさを閉じ、小さく伸びをする。

「そろそろ閉園の時間ですね」

「はい……」

　スミレは少し寂さびしそうにうなずいた。

　一度は五メートルにまで広がった距きよ離りは、いつの間にか三メートルに縮ちぢまっていた。

「次の乗り物で最後にしましょうか」

「はい」

　スミレは言って、それから夕暮れの空を背景にゆっくりと回る観かん覧らん車しやを指差した。

「私、あれがいいです。あれに乗りたい」

　頰ほおに手をあて、悩ましげなため息をつく。恋する乙おと女めの目だ。

「いつか遊園地に来たら、必ず乗ろうと思ってたんです、あれ……！」

『恭きよう一いち様、スイでございます。残念ながら観かん覧らん車しやはダメです。こちらかそちらの様よう子すが見えません！　何もアドバイスができなくなります』

　恭一はしばらく考え、それからうなずいた。

「いいですよ」

『え、恭一様!?　私の話、聞いていらっしゃいましたか!?』

　聞いていたけど、でもまあ、こんなに望んでいるなら、叶かなえたいと思うじゃないか。

「でも、スミレさんはいいんですか？　わりと狭いところに男とふたりで閉じ込められるんですよ？」

「え……えーと……」

　スミレは真剣な表情で唸うなって、それからうなずいた。

「あ……あなたとなら、大丈夫です。なんだか、そんな気がします」

　それで、ふたりで一いつ緒しよに観覧車に向かった。

　従業員と不満そうな顔で後ろに並ぶ沙さ希きたち以外は誰だれもいない観覧車。

　ゆっくりと回る鉄の箱はこにふたりで乗り込んで、恭一とスミレは対面する形で座った。

　徐じよ々じよに上がっていく観覧車に夕日が入ってくる。

「綺き麗れい……」

　そう呟つぶやいて、スミレは何かを決心したように、不意に立ち上がる。

「ど、どうしたんですか？」

　恭一の尋たずねる声に、彼女は微笑ほほえみかける。

「私、少女マンガを見て勉強しました。で、デートの際には、こういうところで、クライマックスが訪れるそうです」

「へ？」

「今ならきっと、大丈夫です。男の人に慣なれるためにも……協力してほしいんです！」

「ちょ、ちょっと待ってください？」

　スミレが隣となりに座ろうとしたところを、恭一は大おお慌あわてで反対の席に移る。

「あの、どうして逃げるんですか？　わ、私ではその、魅み力りよくがないのですか？」

「み、魅力はありますよ!?　あると思います！　自信を持ってください！」

「じゃあ問題ないはずです！」

　身体からだに触れたらぶっとばされるからですよ！　と言えたら苦労はない。

　どうすれば彼女を傷つけることなくこの場を切り抜けられるのだろう。

　頼りの無む線せん組ぐみはといえば……。

『ちょ、きょ、恭一!?　公共の乗り物で何をやってるの!?』

『あの……恭一さん、さすがに時と場所はわきまえないと』

『そうかなぁ。情熱的でいいと思うけど』

『と、時々理解ある大人おとなですね。コノハ様』

『主あるじに仕える者として許可します！　押し倒してやってください！』

『押し倒すなぁ！』

　アドバイスでもなんでもない応おう酬しゆうが続いている。二度とアテにしないって、さっき誓ったばかりなのに！　恭きよう一いちは歯は嚙がみしつつ、スミレを見つめる。対するスミレも真まっ赤かな顔で恭一を見つめていた。

　緊きん張ちようをはらむ、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そして、スミレが動いた。

　ダンッと片手をついて恭一を壁かべへと追い込む。

「だ、大丈夫です！　狂犬にかまれたとでも思ってください！」

[image: ]

　かすれた声でアグレッシブなことを言い放ち、震ふるえる唇で迫ってくる。

「一体何をする気なんですかぁ！」

　必死の思いで、スミレの手から逃げる恭一。

「わ、私の口から言わせないでください！」

　真っ赤な顔で追うスミレ。

　観かん覧らん車しやの密室は揺れに揺れ、当然──。

　ビーっという鋭するどい警けい報ほう音おんと共ともに、観覧車は止まってしまった。

「と、止まった？」

「暴あばれて籠かごが揺れたから、安全装置が働いちゃったんですね」

「周りに迷めい惑わくが」

「でも、チャンスでもあります」

「あ、あの、聞くのが怖い気もしますけど、一体なんのチャンスですか？」

「私が、佐さ倉くらさんを……手て籠ごめにするチャンス……」

「手籠めってあの、男が女の子に対してする行為を指すものでですね」

「こ、細かいことは、この際ぬきです！　私の苦にが手て克こく服ふくに、付き合ってください」

　ゴクリと、恭きよう一いちの喉のどが鳴った。スミレはゆっくりゆっくりと恭一をシートの隅すみに追い詰め……。

『もしもし聞こえますか!?　何かありましたか!?』

　部へ屋や中に割れた声が響ひびく。よく見れば、天てん井じよう近くに設置されたスピーカーから声が聞こえてくる。

「いえ、そんな大したことじゃないんです！　ちょっと色いろ々いろ、中で暴あばれちゃいまして」

『……それはいけませんな。お客さん。時々いるんですよ。そういう困った人が』

「ご、ごめんなさい」

『で、なんで暴れてたんですか』

「えーと……それはですね」

「あ、あの、佐倉さんは悪くないんです。わ、私が佐倉さんを手て籠ごめにしようと──」

「わぁあああ！　違います、違いますからね！　ただ単に暴れてだけです」

　考えるような沈ちん黙もくがしばらくあって、その後。

『はっはっはっは！　いや～若いねおふたりさん』

　そんな愉ゆ快かいそうな声が聞こえてくる。

「……反省しています」

　スミレが申もうし訳わけなさそうに呟つぶやくと、うんうん、とスピーカーの向こうから答えが返ってくる。

『ではその素す直なおさに免じて、おじさん、出血大サービスだ。いつもよりゆっくりめに回すから、のんびりしてきな。少年、女の子に誘わせるなんざぁ男としてどうかと思うぜ？』

「ちょ、ちょっと！　何を言ってるんですか！」

　スピーカーからもう返事はなく、観かん覧らん車しやは再び、ゆっくりと動き始める。

　しばらくの沈黙の後、恭一は小さく肩の力を抜いた。

　なんとなくお互いに目が合い、気の抜けたような笑えみを浮かべた。

　スミレは再び恭一の正面のシートに腰を下ろした。どうやらもう、スミレに恭一を襲おそう気はないらしい。

「はぁ……やっと一息ですね」

「ごめんなさい。今日きようは佐さ倉くらさんに迷めい惑わくをかけっぱなしでした」

「あぁいえ！　そんな、人間誰だれでも失敗くらいします」

　スミレは赤い顔をしてそれから頭を下げる。

「一日、ありがとうございました」

「ああ、いえその……こちらこそ」

「今日きようだけで、なんだかずいぶん、お、男の人に慣なれることができたような気がします」

　スミレの言葉に、恭きよう一いちは力強くうなずいた。

「そうですよ。何も手て籠ごめにならなくたって、男慣れすることくらいできますよ！　こうやって少しずつ慣れていく方が、自然です」

「はい。手籠めってやっぱりやり方が少し、強引だったのかもしれません。……ありがとうございます」

　彼女はほっとしたように胸を押さえた。やっぱり今まで全く面めん識しきのなかった男に、手籠めがどうとかなんて、相当な覚悟が必要だったんだろう。

「……どうして、そんなに焦あせって、男性恐怖症を治したいと思ったんですか？」

　思わず、そんなことを訊きいていた。プライベートに立ち入りすぎているのはなんなとなく分かっていたけれど、こちらもスイに頼まれているのだ。

　恭一の言葉にはっとしたスミレは、少しためらって言葉を紡つむいだ。

「私の生まれた家は退たい魔ま師しを家業にしていまして、子供が七つを超すと家から追い出すんです」

「え……そんなに小さな子を、ひとりで、ですか？」

「いえ、使い魔を一匹つけてくれます。その使い魔と共ともに、お祓はらいをしながら修行の旅をする決まりなんです。私の使い魔はスイと言って、私のことをとても真剣に考えてくれます。大切な家族で、親友です」

『スミレ様……』

　不意に、スイの言葉が聞こえてくる。

「彼女は言わば、教育係のようなもので……私の不ふ甲が斐いなさのために、今まで大変な苦労をしています」

『そんなことはありません』

「私のこのくせがいつまでも治らないから、本家から咎とがめを受けているとも聞きます。それでもスイは、何も心配しなくていい、自分が必ず主あるじの男性恐怖症を治します、と言ってくれているのです」

「……だから慌あわてて、手籠めがどうとか」

「はい。……スイと一いつ緒しよに、山道で落ちていた雑誌を読んだときに、男の方が女性と少々強引に仲良くなろうと手を握ったりすることを『手籠め』だと知り、これだ！　と閃ひらめいた訳わけです」

「……『手籠め』の意味、間違ってますよ？」

「え……そういう意味じゃないのですか？」

『ち、違うのですか!?』

「あ、あははは……」

　思わず乾いた笑いが漏れる。

「まあ、ある意味では間違っていない、かも……？」

「えーと……とにかく本来であれば、私はすでに一人前になって、スイは教育係の任を解かれ、自由にならなければいけないのです。私が情けないばかりにスイには不自由をさせてしまって……」

『スミレ様……そんな……』

　スイの声は震ふるえていた。

『私は……一度たりとも、自分が自由になりたいからなどというくだらない理由のために、スミレ様の成長を願ねがったことはございません！』

　スイの必死の言葉に動かされて、恭きよう一いちは言った。

「あの……スイさんが教育係なら、スイさんも男性恐怖症を治すことに協力してくれたのでは？」

「スイの手を借りたくなかったのです」

『……』

　スイは息を吞のんだ。

「最後の最後までスイのお世話になりたくなかったんです。私が自分ひとりの手でしっかりやれると、スイに見せたい。いつまでも情けない自分ではないことを、ひとりで立って歩けることを見せたかったのです」

　スミレははにかむように笑ってみせた。

　なるほど、そういうことだったのか。

「スイには迷めい惑わくばかりかけてしまいましたから」

『……恭一様。もう充分です。私の目もく論ろ見みをバラしてしまってください。スミレ様に向上の意志があるならば、私が焦あせる必要はありません』

　スイの言葉に、恭一は首を横に振る。

　話は、まだ終わっていなかったのだ。スミレの男性恐怖症の根本的な原因はもっと別のところにある。

　頂点まで上った観かん覧らん車しやが、今度はゆっくりと降りていく。長く伸びた鉄骨の影かげがゆっくりとスミレの身体からだの上をなぞっていく。

「……スミレさんの男性恐怖症の原因は、男の人に近づけば、その人を傷つけてしまうからというところにあるんじゃないですか」

「どうして……分かるんですか？」

　彼女は目を見開いて、恭きよう一いちを見つめた。

「スミレさんは、男を殴るときの記き憶おくがないと言っていましたね。それにあなたが極端に攻こう撃げき的てきになるとき、あなたはまるで別人のようだった。パニックを起こしているというより、むしろもっと冷静なように見えました」

　恭一はしっかりと彼女を見つめる。

　何度目かの濃こい影かげが彼女の上を流れていったとき、スミレの目つきが変わった。

　探るようなその目を見つめて、問う。

「あなたは……何者なんですか？」

　スミレは口くち端はを歪ゆがめて笑えみを作った。目が楽しげに細められる。

「やれやれ、こんな小僧に見破られようとはのう」

　スミレは深いため息と共ともにシートの上にあぐらをかく。

「ワシはな、小僧、この娘こに憑ついとる霊れいじゃ」

『恭一!!』

　イヤホンから沙さ希きの鋭するどい声が聞こえた。

『急いでそこから離はなれなさい！　あんたのいるところから、強烈な霊気を感じるわ！』

「ふん。小僧の後ろにはそれなりの力を持った者がいるようだの」

　スミレの身体からだに憑いた霊には聞こえていたらしい。言い終わるのとほぼ同時に地上に辿たどり着いた観かん覧らん車しやの扉とびらが開き──。

「スミレを返してほしいならついてこい、小僧」

「待て！」

　スミレが外へと飛び出すと、恭一も反射的にそれを追いかけた。

『ちょっと！　話聞いてる!?　私と離れてどうするのよ!?　あんた死ぬのよ!?』

　追いかけるようにして沙希の声が聞こえたが、振り払うように走り出した。







　遊園地を出ても、スミレは止まらない。恭一もひたすら後を追い続ける。

　夕日が山の向こうへと消えた頃ころ、辿り着いたのは、遊園地にほど近い建設途中のビルだった。

　打ちっぱなしのコンクリートと柱の他ほかには何もない。まだガラスの入ってない窓から差し込む夜の光だけがあたりを照らした。

「……沙希、付いてきてる？」

　服の裏側に張りつけたピンマイクにそう尋たずねる。

『アホ……恭一のアホー!!　離れるなって言ったじゃない！』

　イヤホンの向こうからぜえぜえという荒い息が聞こえる。

「ごめん」

『ま……まあいいけど。気をつけてよね。私から離はなれたら、あんた、死んじゃうんだから』

『恭きよう一いちさん、何階にいますか？　すぐに助けに行きます！』

「ああ、えーと……」

　言いかけたとき、側頭部に凄すさまじい衝しよう撃げきを受けて、恭一は吹っ飛んだ。

　床ゆかと天てん井じようが交互に視界をかすめ、コンクリートの上を転がってようやく止まった、その瞬しゆん間かん腹部を強烈な痛みが走った。

「ぬぁ!!」

　思わず上げた悲鳴がビル中に響ひびく。

「ほほう、思いの外ほか頑がん丈じようじゃの？　最初の一撃で気絶するかと思うていたが」

　痛みに耐えつつ顔を上げると、そこには、スミレの姿があった。

「ワシはこれでも、スミレの後見人を自認しておる」

「……はい？」

「小僧がスミレを手に入れるに足る器うつわかどうか、試させてもらおうか！」

　拳こぶしが恭一の顔に落ちてくる。

「なんなんだ!?」

　身体からだを回転させてその一撃を避よけて立ち上がると、それを待っていたように、スミレの膝ひざが恭一の鼻を潰つぶし、そして、恭一が反撃する前にひらりと距きよ離りを取る。

「む……が……」

　倒れそうになるのをなんとか耐え、たたらを踏んで頭を上げる、しかし、

「いない？」

「ほらほらどうした、ワシの動きについてこれていないではないか」

　背後から聞こえた声に大おお慌あわてで背後を振り向いた途と端たん、強烈な一撃がまたしても恭一の顔がん面めんを捉とらえた。

「素す晴ばらしい体術じゃろ？　スミレは退たい魔ま師しとして、日々過か酷こくな訓練を己おのれに課かしておる。常つね日ひ頃ごろの真ま面じ目めな姿勢で、一日もそれを欠かしたことはなかったのだよ。ふむふむ、この身体の動き、さすがは桐とう朋ほう院いんの系けい譜ふを継ぐ者と言えようなぁ」

　楽しむように拳のラッシュを浴びせてくる。

「わったったった!!」

　恭一も腕で防ぎ足で回かい避ひし、大急ぎで対応していくが……。

「ほっほ、だいぶ動きがよくなってきたの？　準備運動は終わりという訳わけか？」

　スピードを増した一撃が腹部に炸さく裂れつする。体重が軽いせいか、一発一発は大したことはない。しかしやはり、打たれればダメージは蓄ちく積せきしていく。

　足に力が入らない。

「やれやれ、この程度の男では、まだまだスミレを任せるなどということはできぬわなぁ……」

　後ろに飛んで距きよ離りを取る。身体からだのあちこちが痛かった。

「な、なんなんださっきから！　スミレさんを所有物みたいに!!」

「逆じゃよ、小僧。ワシはスミレを、欲望を満たすモノとみなす輩やからから守ってやっておるのだ」

　言っていることはよく分からなかったし、この霊れいがスミレに対してどんな感情を持っているのかもよく分からなかった。

　ただひとつだけ言えるのは──。

「あんたのせいで、スミレさんは男性恐怖症になったんだぞ!?」

「それくらい警けい戒かいしてちょうどよいのではないか？」

　その言葉に奥歯を嚙かみ締しめる。コイツをぶん殴ってやりたい。今ならそれができる気がする。昼間に比べて、自分でも分かるくらい、身体の動きがよくなっているのだ。

　でも、スミレさんを殴る訳わけにもいかないし……。

「戦いの最中に考え事とは、余裕じゃの！」

　スミレの拳が唸うなる。

「クソ！」

　間に合わないと思いながらも、その拳を手のひらで受け止めようとする。やってくるだろう痛みと衝しよう撃げきに思わず身を固くする。

　しかし予想外にパシリと乾いた音が鳴り、恭きよう一いちは鋭するどいスミレの一撃を受け止めている。

「……ウソ」

「やるではないか」

　スミレはにやりと笑えみを作り、二歩、素す早ばやく後退した。

　しばし、にらみ合いが続く。

『ああもう!!　この階にもいない!?　一体どこで暴あばれてるのよ!!』

　そのとき、イヤホンから沙さ希きの悲鳴が響ひびいた。

『恭一さん、聞こえますか？　今スイさんが先行して恭一さんを捜しています』

「今五階にいるよ！　まだ着かない!?」

　綾あや音ねの声に、恭一は尋たずねる。いくら広いとはいえ、たかが七階建て程度の建物だ。これだけ派は手でに暴れていれば気付かないはずはないと思うのだけど……。

『ええっ、今私たちも５階にいるのよ!?』

　続けてコノハの声がイヤホンから聞こえてくる。

『多た分ぶんスミレさんを乗っ取った霊れいは、隠れの結界術でその空間を覆おおってるんだと思う……。今、スイさんがあたりを捜し回ってるし、私たちも捜してるけど、なかなか見つからないの。なんとか持ちこたえて！』

「持ちこたえてって、どうしたら──うわぁ!!」

　強烈な跳とび蹴げりが恭一の鼻先をかすめていく。

「ほほう、この一いち撃げきを避よけるとは、大したものじゃ。……さあ、反撃してくるがいい」

　恭きよう一いちは口を引き結んで、スミレをにらみつける。

「……ほほう。己おのれが傷つくのはいいが惚ほれた女を傷つけるのは言ごん語ご道どう断だん、という訳わけか？」

「だから勝手に恋人とか惚れるとか！　なんでそんな話になってるんだよ!?」

　答えの代わりに拳こぶしが出る──のを、上体を反そらしてなんとかかわす。

「動きはズブの素人しろうとだというのに、人間離ばなれした身体能力だのぉ」

「ぼ、ぼ、僕もびっくりだ……」

　荒い息を吐きつつ答える。昼間はあれだけ身体からだがだるかったのに……一体何がどうなってるんだ。

『恭一さん、状況は大体、マイクを通じて理解しました』

　綾あや音ねの声が聞こえた。

『その身体能力は、逝いき返り者としての力です』

「逝き返り者としての？」

『恭一さんはアンデッドで死し霊りようで、リビングデッドです、そして夜は……』

「夜はオバケの時間……ってこと？」

『そうよ！　だからいい!?　無理はしないで逃げまくるのよ、いいわね!?』

「逃げまくる……って言われても……」

「何に気を取られている小僧!!」

　再び、稲いな妻ずまのような跳とび蹴げりが恭一の側頭部を襲おそう。

　強い衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん意い識しきが飛びそうになり、体勢が崩れる。頭と首に鈍にぶい痛みを感じながらも、恭一はスミレの足を摑つかみ、一いつ緒しよに倒れて床ゆかをゴロゴロと転がり、マウントポジションを取る。

「ふふ……ようやくやる気になったのぅ。しかし、格好をつけてみても、所しよ詮せんはこの程度か」

　恭一の身体の下で、スミレが優やさしく微笑ほほえんだ。

「殴らないのか？」

　その手が恭一の身体を摑み、次の瞬間、空中に放り投げられていた。

　恭一はグルグルと回って、地面に叩たたきつけられた。

「むぐ！」

「やれやれ、甘い男よのぅ。まぁ、心がけだけは評価してやらんでもないな」

　埃ほこりを払ってスミレが立ち上がり、恭一が後ずさったそのとき──。

「見つけたぞ！　この下郎め!!」

　闇やみを切り裂く声がした。

「桐ほう朋とう院いんスミレが一の使つかい魔ま！　スイがお相手いたす！」

　床に視界を移すと、そこには着物を着た手乗り少女の姿があった。

「ほほう……スミレの使い魔か？　主人に愛あい想そを尽かして出て行ったのかと思うたわ」

「我わが忠誠は永遠の時をも乗り越える強さを持つ！　貴様などに計れるものではない！」

　二つの尻尾しつぽがユラユラと揺れ、スイが何かを口の中で唱となえる。

　空中に青い火の玉がいくつもいくつも浮かび上がった。

「……狐きつね火びか。なかなかやるようになったものよ。恐ろしきものだ」

　言葉とは裏うら腹はらに、スミレはなぜか嬉うれしそうだった。

「ふむ……しかし、どうする？　貴様は主人を助けるために、主人を傷つけようというのか？」

　その言葉にスイはびくりと身を強こわ張ばらせて唇を嚙かむ。

「……いいよ。スイさん。後は僕がやる」

「きょ、恭きよう一いち様？」

　振り返るスイを安心させようと笑いかける。

　スイが時間を稼かせいでくれたおかげで、立ち上がるだけの余裕も出てきた。

「ふふ……ワシを殴り飛ばす準備ができたと？」

「これ……なんだと思う？」

　握った手のひらを、開いてみせる。

「……携けい帯たいおおぬさ。一体いつ？」

　スミレが、初めて一歩下がった。

「さっき、一いつ緒しよに転がったとき、床ゆかにこぼれたのを拾ったんだ」

　おおぬさの握りを振り下ろすと、ジャキリ、という音と共ともに、ロッドが姿を現した。

　巻きついた麻布がフワリと広がる。

「これにはスミレさんの霊れい力りよくを溜ため込んであって、一振りすれば、巻き起こる烈風がたちまち穢けがれを祓はらう……ですよね、スイさん」

　スイが目をまん丸くして、コクコクとうなずいた。

「医者の不ふ養よう生じようとはよく言ったもんだ。スミレさんが悪あく霊りように祟たたられていたなんて」

　一歩、恭一が近づくと、怯おびえたように一歩、スミレが後ろに下がる。

「ま、待て待て。小僧、話せば分かる。話せば分かるぞ？」

「問答……」

　振り上げたロッドが、入り込む月光に輝かがやいた。

「むよぅうううう!!」

　思いきり振り下ろした次の瞬しゆん間かん、荒れ狂う暴ぼう風ふうがスミレを襲おそい、スミレの身体からだから、何かが現れ出して、吹き飛んだ。

「な、何か出た!?」

「スミレ様!!」

　倒れるスミレにスイが駆かけ寄り、恭一もスミレをかばうようにしておおぬさを構える。

　そのとき。

「いた……やっと見つけた」

　沙さ希き、綾あや音ね、コノハの三人組が、柱の陰から姿を現した。

「そいつが悪あく霊りようね？　恭きよう一いち」

「うん、そうみたい」

　おおぬさを構えたまま、恭一は応こたえた。

「う、動くなよこのやろう！」

　退たい魔ま師しを操あやつるほどの悪霊。一体どんな強力なヤツなんだ？

　ゴクリとツバを飲み込みつつ、少しずつにじり寄っていく。

「ちぃ……」

　影かげがゆっくりと立ち上がり、月光にその姿を見せる。

　そこにいたのは着物姿の、白髪の老人だった。

　瘦やせたその身体からだからは先ほどまでの凶きよう暴ぼうさはまるで感じられない。

　一体何者なんだ。そう尋たずねようとしたとき。

「いたたた……」

　スミレが痛みに顔をしかめながらも、ゆっくりと起き上がった。

「す、スミレさん!?　大丈夫なんですか!?」

「はい。おかげさまで……」

　スミレは少し顔を赤くして、恭一から目を逸そらす。

「操あやつられていたときの記き憶おくも、途中からですが、あります」

　それから、先ほどまで自分の身体を操っていた悪霊を見つめた。

　怒りや憎しみというより、驚おどろきをもって。

「……おじいさま……ですよね」

「おじいさま!?」

　思わず訊き直すと、スミレはこくりとうなずいた。

「我わが桐とう朋ほう院いん家けの現当主、桐朋院雄ゆう峰ほう。私の祖父です」

「ああ、ついにばれてしまったか……。よく覚えてくれていたね。確たしかにワシは、お前のおじいさまじゃ」

　意外な展開に、恭一は眉まゆ根ねを寄せる。

「えーと……何がなんだか……」

「私も信じられません……旅に出ていて存じませんでしたが、まさか、雄峰様がお亡くなりになっていたとは……」

　スイが恭一の足元でそう言った。

「勝手に殺すでないわ！　ワシは生きておる！」

「で、では生いき霊りようでございますか？」

「当たり前じゃ」

「生いき霊りようってなに？」

「生きているにもかかわらず、身体からだを抜け出してあちこちさ迷う幽ゆう体たいのことです。強い霊れい力りよくと高度な術を操あやつれるのであれば、意図的に自分の幽体を肉体から剝はがすこともできると聞きますが……」

　綾あや音ねがよどみなく答えてみせる。

「スイさん、どうして今まで気がつかなかったの？」

「雄ゆう峰ほう様の霊力はスミレ様の霊力に酷こく似じしております。よもや憑つかれているなどとは夢にも思わず……」

　呆ぼう然ぜんとするスイの横で沙さ希きが首を横に振って、キリリと雄峰をにらみつけた。

「血けつ縁えんだろうとなんだろうと、人の身体からだで好き勝手していい理由にはならないわ。私が元の身体に強制送そう還かんさせてあげる」

　雄峰をにらみつける沙希の前に、スミレが立った。

「見知らぬ親切な方、少し、おじいさまと話をさせてくれませんか？」

　スミレは唇を引き結び、拳こぶしを握って雄ゆう峰ほうに向き直る。

「おじいさま、おひさしゅうございます」

「ふむふむ」

　雄峰は途と端たんに相そう好ごうを崩した。

「お尋たずねしてもよろしいでしょうか」

「ああ、よいよ。なんでもお話し」

「なぜ、私に取り憑いていらっしゃったのですか？」

「お前が心配だったのだ。生き霊としてお前の身体に乗り移り、お前に言い寄ってくる不ふ埒らちな輩やからを退治しておった」

　握り込んだスミレの拳がわずかに震ふるえた。

「お気持ちはとても……嬉うれしく思います。ですが……暴ぼう力りよくはよくないように思います……」

「いいのだよ。遠えん慮りよなどするな。お前が傷つくくらいなら、言い寄ってくる愚おろか者ものが一〇〇倍傷つく方がいいではないか」

「……どうして、愚か者と分かるのですか？」

「いいか？　お前はまだ知らないかもしれないが、男はみんな狼おおかみみたいなものじゃよ？」

「わ……私は……自分が男の方を傷つけるのが怖くて……最後には男の方そのものが、怖くなってしまいました……」

　雄峰は満足そうにうなずく。

「今はそれでよいのではないか？」

　唇が震える。スミレは涙を必死に我が慢まんするように顔を伏せる。

「それがいいことですか？」

「スミレ、分かってくれ。ワシはお前がかわいくてかわいくてしょうがないのだ。旅に出すのも反対だった。が、しきたりゆえに逆さからえなんだ。頼りない使つかい魔まだけには任せておけんだろう？」

「おじいさま……わた……私は──」

　スミレは顔を上げない。伏せた顔から、雫しずくが落ちるのが分かった。

　その瞬しゆん間かん、恭きよう一いちの頭の中で何かが弾はじけたような気がした。

「ふざけんな……」

　再びスミレの前に出て、恭一は呟つぶやいた。

「佐さ倉くらさん……？」

　恭一は顔を上げて叫んでいた。

「ふざけんなよ!!」

　雄ゆう峰ほうの顔に、驚おどろきの色が浮かぶ。

「スミレさんは男性恐怖症のせいで、今までずっと悩んできたんだぞ!!　あんたの過か保ほ護ごのせいで、スミレさんは傷ついてきたんだ!!」

　雄峰を思いきりにらみながら、恭一は声を上げ続ける。

「スイさんだって頼りなくなんかない！　ふたりとも独り立ちできてる立派な人じゃないか！　しきたりだから仕方ないなんて理由で外の世界に放り出しておいて、その言い様はなんだ!!」

「小僧……」

「佐倉さん……おおぬさを」

　いつの間にかスミレが、恭一の横に並んでいた。

　彼女は真っ直ぐに雄峰を見つめていた。

「おじいさまのお気持ちはとても嬉うれしく思います。ですが……」

　スミレはゆっくりとおおぬさをかざした。

「余計なお世話です」

　おおぬさに風が集まってくる。

「この街に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしている悪あく霊りよう──それを倒したら、一人前の退たい魔ま師しとして再び、お会いしましょう」

　雄峰の口くち端はがわずかに上がったような気がした。

　振り下ろした瞬間、突風が荒れ狂い、思わず目を閉じた。

　しばらくすると風が止やみ、静せい寂じやくが戻ってくる。恭一が再び目を開いたときには、雄峰はどこにもいなかった。

「お、終わったの？」

「はい。佐倉さん」

　恭きよう一いちを振り返って彼女は笑い、それから首をかしげる。

「ところで、スイ。どうして、こんなところに？　突然いなくなるなんてひどいじゃない。ずっと心配していたんだから」

「はう!!　そ……それは……ですね」

「私たちに仕事を依頼しにきてたんですよ」

　沙さ希きがひょいと顔を出して言う。

「さ、沙希様!?」

「こういうこと、いつまでも秘密にはできないと思いますよ？　さっき話そうとしていたんだし、いいじゃないですか」

「私もそう思う！」

　綾あや音ねとコノハもニコニコ顔を出して言う。スミレは眉まゆをひそめたまま、沙希たちを見つめ、それから恭きよう一いちを見た。

「あの、依頼ってどういうことですか？」

「……僕ら、神様たち専用のなんでも屋みたいなものをやってまして。スミレさんの男性恐怖症を治してくれって、スイさんに頼まれたんです」

　スミレは驚おどろいてスイを見つめ、それから小さくため息をつく。

「そうか。そうだったんだ。だから佐さ倉くらさんは、私に……」

　彼女はしばらく顔を伏せた。再び顔を上げたとき、彼女は微笑ほほえんでいた。

「ありがとうございます。佐倉さんのおかげで、男の人、そんなに怖くなくなりました。それに……おじいさまとの戦いでの手て際ぎわも、素す晴ばらしかった」

「そ、そんな大たい層そうなもんじゃないんですよ!?　スミレさんのおじいさんに勝てたのも、きっと偶ぐう然ぜんよ。ほんとに全然大したもんじゃないんだから」

「なんで沙希が答えるんだ……」

　スミレは小さく笑って、それから、指先でスイの頭を優やさしく撫なでた。

「スイも、心配かけてごめんね？」

　スミレの言葉にスイは大おお真ま面じ目めに首を振った。

「スイはスミレ様の教育係です！　これしきのこと、なんでもありません！」

　彼女はそう言って笑った。

「佐倉さん、あなたは素晴らしい方です」

　スミレは恭一に向かって、手を差し伸べた。

「私に霊れいが憑ついていることを見抜き、攻こう撃げきされながらも、その場の機き転てんで霊を祓はらってくれました」

「そ、そんなに大層なことでは……」

　恭一の言葉にスミレはブンブンと首を横に振る。

「私の使っている霊れい具ぐを自分のもののように扱えたのも、優ゆう秀しゆうな退たい魔ま師しである証拠です」

　そういうものなんだろうか？　思わず沙希を見ると「まあね」と面おも白しろくなさそうに言った。

「何より、自分が危険にさらされている中で、私の心配をしてくれた。並なみ大たい抵ていのことでは、できないことです。あなたのやり方をもっと学びたいんです。……師匠と呼んでもいいですか？　いえ、呼ばせてください！　師匠！」

　スミレの熱ねつっぽい視し線せんに、思わず顔をそむけていた。

「師匠って……そんな大げさな」

「いいんです。私が一方的に、そう呼びたいだけですから。師匠」

　差し出された手を、恭きよう一いちはおずおずと握ろうとした、そのとき。

「ぐはぁあ!!」

　スミレの鋭するどい拳こぶしが顎あごに決まり、鈍にぶい音と共ともにその身体からだが美しい弧こを描いて宙を舞まう。

　ほどなくして硬いコンクリートに落下した。

「ご、ご、ごめんなさい！　大丈夫ですか!!」

　近寄ったものの手を差し伸べることのできないスミレが狼ろう狽ばいして言う。

「い……一体何が……」

「アホねえ」

　手が伸びてきて、恭一の腕を取って立たせた。

「生いき霊りようが取とり憑ついてたからって、長年のくせなら身体が覚えるわよ。原因が消えても習慣は残るんじゃない」

　ため息混じりに言うのは沙さ希きだ。

「今日きよう、一体何度私の言うことを無視したと思ってるの？」

「……お、覚えてない……です……」

「あーあー、身体中傷だらけじゃない。変な下心出すからこういうことになるの」

「下心なんて出してないよ!?」

「本当に？　一回も？」

「い、一回、も……」

　ないとも言いきれないかもしれないけれども……。

　と、気付けばコノハが沙希の耳元でゴニョゴニョと話している。

　やがて、沙希は凄すごみのある笑えみを恭一に向けた。怒りを抑おさえきれないのか、口元が僅わずかに引きつっている。

「コノハ様!?　心を読まないでくれって、あれほど言ったのに!!　人間っていうのは本ほん音ねと建前を使い分けることでようやく幸せな関係を築きずける生き物なのであってですね!?」

「……恭一、辞世の句を考えていた方がいいんじゃない？」

「あの……盛り上がっているところ申もうし訳わけないのですが……」

　恭きよう一いちと沙さ希きの前に立ったのは小さな小さな少女、スイだ。

「どうしたんですか？」

「お仕事の報ほう酬しゆうを」

「え……でも、男性恐怖症は治っていませんよ？」

「原因を取り除いてくれたのは確たしかですから。お約束通り、私が長年溜ため込んだ霊れい力りよくを……」

　小さな両手の間に、フワリと、優やさしい光の塊かたまりのようなものが現れる。

「こ、これは……？」

「霊力の結晶体みたいなものね……初めて見た。これ、すごい濃のう度どの霊力じゃないとこんな風ふうにならないのよ」

　沙希と恭一は、ゴクリと息を吞のむ。

「恭一？　カードを出して？」

　コノハの言葉に、恭一は大おお慌あわてで、財さい布ふからカードを取り出した。

「こ、これでいいですか？」

「うん！」

　コノハがうなずき、スイはそっと光をカードへと押し出した。

　空中を滑すべり、光はカードへと吸い込まれていった。

　カードの文字が一度消え、そして一〇〇という文字が浮かび上がる。

「すごい……もう十分の一集まった」

　スイが微笑ほほえんで恭一を見る。

「これからも主あるじをよろしくお願ねがいします」

「え……これから？」

「私、しばらくこの街に滞在する予定です……」

　スミレが恭一のそばに来て言った。

「わ、私の予知によれば、この町にはもう、凶悪な死し霊りようが現れているはずなんです。……そ、それを捜し出して、やっつけなければいけません」

　凶悪な死霊って……僕のことだよな……。

　身体からだ中に冷や汗が流れる。

「その死霊はやがて凄すさまじい力を得るという予知もあるのです」

「は、はあ……」

「師匠も協力してくれませんか？　──大丈夫です！　たとえどんなに強大な敵でも、師匠が手伝ってくだされば、必ずや倒すことができるはずです！」

「冗じよう談だんですよね……」

「私、冗談は苦にが手てなんです!!」

　スミレはキラキラした目で恭一を見つめている。

　自分を倒そうとしている退たい魔ま師しの手伝いをする……って。

　恭きよう一いちはがっくりと肩を落とした。

「恭一……」

　沙さ希きが心配そうに恭一の耳に顔を寄せる。

「さ、沙希？」

　ひょっとして、僕の身の上を心配してくれているんだろうか。

「段だん々だんとラスボスらしくなってくるわね？」

「ほっといてくれ！」
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『神様協会やおよろず入会のご案内』




　三さん宮みや家けの居間、そのちゃぶ台の上にプリントが置かれていた。

　ピンクのわら半紙に粗あらい印刷がされている。

『お引っ越しのお手伝い（誰だれにも見つからずに素す早ばやく引っ越し）』とか『○○テレフォンクラブ──よりよき出会いを求めて──』とかそんな類たぐいのいかがわしさ抜群のプリントだ。

　訳わけが分からないことに、ミミズがのたくったような文字の書かれた、お札ふだ？　が、プリントの端に貼はられている。

「意味不明だ……」

　恭きよう一いちは思わず呟つぶやく。

　桐とう朋ほう院いんスミレの一件があった、その翌朝のこと。

　三宮家の巫み女こ姉妹と、中途半端ゾンビの恭一がプリントを覗のぞき込んでいた。

「なんでしょうね、この怪あやしげなお札」

「……わりと本物っぽいよね」

「それなりの霊れい力りよくも感じられます。手順を踏んで創つくられた、本当に効力のあるお札ですよ」

「呪じゆ符ふかもよ？　昨日きのうの今日きようだけに、桐朋院家の仕返しってことも考えられるわ」

　沙さ希きは眉まゆ根ねを寄せて口を尖とがらせ、いくぶん警けい戒かい気味の様よう子す。終始不ふ機き嫌げんそうな顔をしているのは、ここのところありえないことの連続で、頭痛が止まらないせいらしい。

　恭一にも、その気持ちはとてもよく分かる。

　今日も朝から、厄やつ介かいごとの種っぽいものが目の前に放られている。頭だって痛くもなろう。

「綾あや音ね、このお札の効果ってなんだか分かる？」

「うーん、そこまでは分からないですね……」

　プリントを手に取った瞬しゆん間かんに呪のろわれたりするのでは？　そんな不安で手を出すに出せない。

　沙希や綾音も同じ気持ちなのか、三人そろってじっと考え込む。

　そして何かに気付いたかのように。

「呪いに強いヤツならいるわ……」

「確たしかに、適任の方がいらっしゃいました！」

　沙希と綾音が同時に恭一を見た。

「……ミイ？」

「ユウ！」

　沙希が力強く恭一を指さす。

「なんでさ。呪のろわれるのなんて僕も嫌いやだよ」

「安心してください。逝いき返り者などという不ふ浄じようの輩やからは、存在そのものが呪のろいみたいなものですから、この上いくら呪われたって問題ないはずです」

「その保証のされ方、なんか嫌だな」

　そんなことを言いつつも、恭きよう一いちはしぶしぶプリントに手を伸ばす。

　触れるか触れないかのところで一いつ瞬しゆんためらいはしたものの、ええいままよと、プリントを摑つかみ取った。

　ほのかに札ふだが輝かがやき出す。

「うわ！　うわあ！」

　先日の蔵くらでの大だい爆ばく発はつが脳のう裏りに浮かび、慌あわてて札を手放し、衝しよう撃げきに備えるが……。

　燐りん光こうはゆっくりと消え、それきり札は沈ちん黙もくを保つ。たっぷり一〇秒待ってから、

「特になんともないですね」

「まあ、爆発はしないと思ってたけど」

　一瞬でちゃぶ台の下にもぐり込んだ姉妹が、もぞもぞと顔を出した。

「……ふたりとも……」

「ま、まあいいじゃない。で？　なんて書いてあるの」

　沙さ希きの言葉に、恭一は眉み間けんにシワを寄せつつ、おもむろに文章を読み上げる。

「えー……『おめでとうございます！　厳げん正せいなる抽ちゆう選せんの結果、八や百お万よろずの候補者の中からあなただけが入会の権利を手に入れました！　あなたは当協会において様さま々ざまなサービスを無料で受けることができます！』」

「のっけから絶大なる噓うそ臭くささね」

　沙希の言葉に恭一もひとつうなずく。あからさまに詐さ欺ぎっぽい。今時こんなのにひっかかるヤツがいるのかと首を捻ひねりつつ、先を読む。

「『当協会は霊れい感かんあらたかな独自のネットワークを駆く使しし、あなたの商売をがっちりサポート。神界に知らぬ者なしと言えるほどの知名度をご提供することができます。お客様も独自のルートでご紹介。美男美女を特別に選よりすぐってご紹介いたします。楽してウハウハ、一ヵ月で一〇キロのダイエットに成功、シミそばかすもなくなり、背も一〇センチほど伸びます。異性にモテモテ、意中のあの子もメロメロです！』……だって」

「うさんくさっ！」

「数々のオプションが、逆に信しん憑ぴよう性せいをなくしてるよな」

「でも……この内容に協会名。ひょっとして、私たちが開いた『なんでも屋』に関連したものではないでしょうか？　このお札だって、意味不明ながら力あるものですし」

「ないない。どこの世界にダイレクトメールを送りつけてくる神様がいるのよ。どうせ詐欺か何かでしょ？　神社に霊感商法なんていい度胸だわ」

　沙さ希きの言葉を聞き流しつつ、恭きよう一いちはマジマジと書類を見つめる。

　怪あやしげな文面の下には、札さつ束たばで満たされたバスタブに美女と共ともに浸かっている男のイラスト。手作り感覚溢あふれる微笑ほほえましいダイレクトメールだ。

「なんでこんなものが、これ見よがしに置いてあるんだろう。一体誰だれが？」

「誰も何も、こんな怪しげなもの置いていくの、ひとりしかいないじゃない」

　沙希がため息と共に呟つぶやいた。

　それに応こたえるように、縁えん側がわを走る軽快な音が近づいてきたかと思うと、襖ふすまがバシーンと音を立てて開く。

「おはよう、みんな！　あ、もう見ちゃったんだ！　もーみんな目ざといなあ」

　あちゃー、とわざとらしく額ひたいに手をやりながら、コノハがちゃぶ台のそばに座る。

「やっぱりこれ、コノハ様が置いていったものなんですね？」

「うふふ。私も恭一のために一肌脱ごうと思ったの！　神様は困った人の味方だからね！」

　コノハはにまにまと満面の笑えみを浮かべている。なんだろう嫌いやな予感しかしない。

「これ、なんなんですか？」

「昨日きのうね、私宛てに届いたの！　すごいことだよ！　多くの候補の中から選ばれちゃったんだって！」

　コノハは目を輝かがやかせて、力強く拳こぶしを振り上げる。恭一は首をかしげた。

　ダイレクトメールを送る神様もいないだろうけど、神様にダイレクトメールを送る人、というのも想像しがたい。

「私たちも商売を始めたんだし、こういうところに入らないとダメだと思うの！　……背も伸びるし！」

　綾あや音ねは困ったような顔で笑い、沙希はやれやれと首を振りながら、肩をすくめた。

　恭一は、コノハをまじまじと見て言う。

「あの、コノハ様？　本気で言ってるんですか？」

「当たり前だよ。だって楽してウハウハだし……背が伸びるんだよ!?　ほら、ここに書いてある！　恭一もモテモテになるかもしれないし、見み逃のがす手はないよ！　みんな！」

　信じきっていた。書かれている文面、一から一〇まで。

「協会に入会すると背が伸びる……因果関係どこにもないじゃないか」

「うちの神様は騙だまされやすいのよ。通販の雑誌とか、ダイレクトメールが来るたびにこう」

「日常茶さ飯はん事じなの？」

「この間も妙なネット通販に騙されて、高価なツボを買おうとしていましたね」

「ち、違うもん！　騙されてないもん！　一〇〇〇万するのを三〇〇万にまけてくれるっていうんだもの！　七割引きだよ！　背も伸びるっていうし！」

　コホンと綾音が咳せき払ばらいをした。

「頭金を作るために、お賽さい銭せん箱ばこに穴を開けようとしていましたよね」

「だってあれは私にくれたものだよ!?」

「コノハ様の私利私欲を満たすために使えという意味のお金ではありませんよ？」

　綾あや音ねの笑えみが、若じやつ干かん引きつっていた。

「と、とにかく、今度は大丈夫だよ！　神様協会って、神様業界じゃ有名なんだから！　きっと背だって伸びるよ！」

「あのう、背が低いの、コンプレックスなん──」

　言いかける恭きよう一いちの頰ほおをガシリと摑つかみ、沙さ希きは首を横に振る。

「言わないであげて。ああ見えて結構ナイーブなのよ」

「……ふぁい」

　言われるまでもなくすでに泣きそうな顔の、見た目そのままのナイーブコノハに、恭一はただただうなずいた。

「とにかく、この件は却下よ。無視に限るわ。分かったわね、コノハ様？」

「え、そ、それは困るよぅ……」

「困るもへちまもないの！　こんな怪あやしげな協会にお金を上納するような余裕はうちの神社にはないんです。この手の人たちはね、一度獲え物ものになりそうだと思った人には、食いついて離はなれないんだから。隙すきを見せないのが一番なの」

「でも……あのね……もう入会申し込み、しちゃったことになるんだけど……」

「「……はい？」」

　全員が問い返し、コノハは、えへへ、と笑ってみせる。

　ゴクリとツバを吞のみつつ、もう一度チラシに目をやる。

『入会のお申し込みは簡かん単たん、霊れい気きを少量注ぎ込めばオッケーです！　この札ふだが光れば申し込みは完了し、すぐさま当協会の監かん査さ役やくが駆かけつけます！』

「……注ぎ込んだ？」

「わ、分かんないよ！」

「逝いき返り者だからね。沙希からもらった生気がちょっとずつ漏れ出してるの。生気も霊気も同じ力を指す言葉なんだよ？」

「そんな大切なものが漏れ出してるんだ……」

「にしても変ですよね。単なる詐さ欺ぎならもうちょっと現実味のある噓うそをつくと思うんですけど。霊気を注ぎ込めというのは」

「まあ、確たしかにねえ。お札が光ったのは事実だし。詐欺にしても変よね」

「だから本当なんだってばぁ」

　そんなことを言い合っているうちに。

　襖ふすまの向こうで、床ゆか板いたがギシリと音を立てた。恭一たちは互いに顔を見合わせる。

「……何かすごく嫌いやな予感がする」

「偶ぐう然ぜんね、私もよ」

　すっかり厄やつ介かいごとの気け配はいに敏感になった一同が互いに視し線せんを交わした。熾し烈れつなアイコンタクト合戦に瞬しゆん時じにして敗退した恭きよう一いちが、全員を代表して恐る恐る襖ふすまに手をかけ、開く。

「お初にお目にかかります。神様協会『やおよろず』監かん査さ役やく、タキリと申します」

　その女性はゆっくりと頭を下げ、そして優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

　歳としの頃ころは二〇ぐらいだろうか。フレームなしのメガネに、シワひとつない黒のスーツを着こなした女性が立っている。長い髪は後ろでまとめていた。真まっ直すぐに伸びた背筋や、ナチュラルな笑え顔がおからは『仕事できます優秀です』というオーラがびんびん伝わってくる。

「当協会への入会お申し込みをありがとうございます。早速ですが、ご契約内容についてご確かく認にんを……」

　襖を閉める。

　血ちの気けが引いていくのを感じながらもコノハを振り返った。

「来てますよ!?　もう来てますよ!?　展開早すぎません!?」

「だってチラシにすぐさま駆かけつけるって書いてあるよ？　看板に偽いつわりなし！」

「偽りなさすぎますよ！　一体どうなってるんですか!?」

「ネタは割れたわね。彼女はきっと我わが家やの居間を見張っていたの。私たちがチラシを見た後、タイミングを見計らってやってきたのよ。悪徳霊れい感かん商法の常じよう套とう手段なんだから！」

　沙さ希きが目を細めて顎あごをさする。

「ど、ど、どうしよう？」

「それは当然、丁重にお帰りいただきましょう」

「ええ！　どうして!?　神様協会なんだよ!?　背が伸びるんだよ!?」

「だからね、コノハ様？　あれは『神様協会』っていう名前の、人間が作った会社が出した広告で、背が伸びるなんていうのは、絶対噓うそなの！」

「さ、沙希、あんまり大きな声出すと聞こえちゃうよ？」

『聞こえています』

　襖の向こうから声が届いた。朗ほがらかさを装よそおった中に、若じやつ干かんトゲのある声。

「ど、どうやって帰ってもらおう」

「だって……もう入会しちゃってるよ？」

「入会してるなら今すぐ契約解除！　適当に話をして、謝あやまりまくって、最終的にはちゃっちゃと追い出すの!?」

「聞こえるってば！」

『だからすでに聞こえています』

　気のせいか声が震ふるえている。

『……まずは話をさせていただけませんか？』

　それはもっともな要求だ。

　恭きよう一いちたちはうなずき合い、再び恐る恐る襖ふすまを開け、スーツ姿の女性、タキリを招き入れた。

　そうして平ひら謝あやまりに謝りながら、これら全すべてが子供のいたずらであることを説明した。

「わざわざ来ていただいたのに、本当にすみません！」

「なるほど」

　タキリは湯のみを卓に置き、恭一たちを見つめる。

「そのように謝りまくって、最終的にはちゃっちゃと追い出すのですね」

　タキリの笑えみは引きつっていた。
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　思いっきり、怒っていらっしゃる。

「まずは誤解を解きましょう」

　タキリは両手を組んで、恭一たちを眺める。

「第一に、私は人間ではありません。私は神です」

　……凍りつくこと数秒。恭一が恐る恐る手を上げる。

「あの、休んでいかれますか？　ここのところ暑い日が続いていますし」

「私の脳を心配なさる必要はありませんよ？」

　彼女が微笑ほほえんだ瞬しゆん間かん。

「きゃあ！」

　沙さ希きが意外に女の子らしい悲鳴を上げる。恭きよう一いちや綾あや音ねは声を上げない。なんのことはない、声を上げる余裕がないだけだ。

　恭一たちは頭から冷たい水をかぶっていた。バケツをひっくり返したような水が、なんの脈絡もなく恭一たちの頭に落下してきたのだ。

「な、な、何が……」

　全身ぐしょ濡ぬれで、畳に巨大な水みず溜たまりができていた。タキリが指をパチリと鳴らすと、瞬まばたきする間に水分は蒸発。水に濡れた痕こん跡せきはどこにも残っていなかった。

「これで分かっていただけました？　私が神であることが」

「……すみません。よそ様の神様に会うことがあまりないもので……」

　人生でふたりめの神様との出会いだ。恭一は若じやつ干かん緊きん張ちようしつつそう答える。

「まあ、普ふ段だんの外見は人間と変わりませんので、疑われるのも無理はないのですけどね。……コノハ様、こちらの書類に必要事項をご記入願ねがえますか？　こちらも仕事で伺うかがった以上は審しん査さをしない訳わけにもいかないので」

　コノハに書類の説明を始めるその姿は、保険のセールスにきた外交員さんのようにしか見えないけれど、コノハを見る限り、神様のバリエーションも様さま々ざまなのだろう。

「ああ！」

　突然声を上げたのは綾音だ。タキリを指さし、少し震ふるえて、

「タキリって、どこかで聞いたことがあると思っていたのですが！　……もしかしてひょっとすると、あなた様は、田た霧きり姫ひめ様！」

「あら、やっと分かっていただきました？　ご挨あい拶さつが遅れました、コノハ様もお久しぶりでございます」

「うん？　どこかで会ったっけ」

「お、お忘れですか！　昨年の神かん無な月づきには出雲いずもにて、男女の縁えんを取り持つ是非について熱あつく激げき論ろんを交わした仲ではないですか！」

「お……覚えてないなあ」

「コノハ様は、縁など結んだところで人間の方で勝手に切ったり結んだりしてむなしいばかりだ、話を聞いて賽さい銭せんだけちょろまかせばいいと主張していたのです！」

「さすが一年前の私。真理だね」

「どこが真理か！　職しよく務む怠たい慢まんだ！」

「私もコノハ様の言葉に大いに感化されました。あれ以来コノハ様を心の師と仰あおぎ、参拝者の恋愛相そう談だんを聞く振りをして、賽銭をいただくことに専心しているんですよ。賽銭だけにさいせんの注意を払ってちょろまかせという、コノハ様渾こん身しんのギャグは今も耳に残っています！」

「……」

「……」

　地球温暖化をものともしない一陣の冷風が三さん宮みや家けの居間を吹き抜けていく。

「……こんな神様を祀まつり敬うやまっていていいのか、人間は」

「私も若じやつ干かんの疑問を覚えるわ」

　恭きよう一いちの言葉に沙さ希きも額ひたいに手をやりつつ同意を示す。

「分かってないなーふたりとも。恋愛ごとを神様まかせにするようじゃ修行が足りないよ。天は自らを助くる者を助くって言うでしょ？」

　恋愛ごとに関してコノハを頼ることだけは止やめようと、恭一は固く決心した。

　タキリはメガネをクイっと直し、

「……話が横道にそれましたね。このタキリにあるまじき失敗と言えるでしょう」

「あの～田た霧きり姫ひめ様って言うのは、何者なんですか？」

「それ、私も知りたーい」

「心の師に忘れられている……私、そんなに印象に残りませんか」

　タキリは俯うつむき、気の毒なくらいに肩を落とした。

「コノハ様、さすがに失礼よ」

「ごめんなさい……」

　仕切り直し、と言うように綾あや音ねはコホンと咳せき払ばらいをする。

「田霧姫様は天あま照てらす大神おおみかみから生まれた三み柱はしらの女神様のうちのお一ひと方かた。一説では激はげしい水の流れである『たぎり』が由来だとも言われていますね。由ゆい緒しよ正しい古くからの女神様ですよ」

「正解。中なか々なか勉強家のようですね。感心です」

　綾音が背筋を伸ばし、改めてタキリを見つめる。

「本日は一体なぜ、この地へお越しになったのですか？」

「先ほども申し上げた通り、『やおよろず』への入会案内に伺うかがったのです」

「あのう、そもそも神様協会っていうのがなんなのか、さっぱり分からないんですが」

「ふむ、何もご存知ないのですか。仕方ないですね。簡かん単たんに説明しておきましょう」

　彼女は小さく咳払いをしてみせた。

「我われ々われ神は人に畏おそれられ敬うやまわれることを生業なりわいとし、その信しん心じんを糧かてとして今こん日にちを生き抜いております。しかし近年、不ふ況きようの波は人の世を超え神の世にさえ到達しています。人は神を敬う余裕さえなく、困ったときの神頼みばかりが増える一方、尽じん力りよくして願ねがいを叶かなえたとて、得られる信心など大したものではありません」

「神様も楽じゃないんですねえ」

　ほへーと恭一は感かん嘆たんの声を上げた。

「終わらない不況、安易なハコモノ政策。神社は取とり壊こわされ杜もりは切り開かれ、ゴルフ場になったり、温泉施設になったり！　一体なんたることでありましょうか！　これでは我々八や百お万よろずの神一同、いずれ正気を失って妖あやしとなるもやむなしでございます！」

　興こう奮ふんしてきたのか、拳こぶしを作りタキリは熱ねつ弁べんを振るう。あまりの熱意に神しん威いが顕あらわれたか、その背後には巌いわおに砕くだける白波が見えた。

「この苦境を乗り越えるべく結成されたのが、神による神のための相互助け合い組そ織しき『やおよろず』です。忙しくて手が離はなせない神にちょうど手の空あいた神が手を貸したり、縁えん切りの神になぜか持ち込まれた学業成じよう就じゆの願ねがいを勉学の神が代わりにこなしたり、神の個人的な悩み事を、それを得意とする神に解決してもらうというようなことを主おもな目的とした、由ゆい緒しよある組織なのです」

　なるほど、と恭きよう一いちはうなずいた。

「我われらが協会は相互に助け合う美しい精神に支えられて成り立ちます。その長き歴史も今年でちょうど三周年を迎えるに至りました！」

「意外と短いんですね」

「何かご質問のある方は？」

　恭一の発言を無視してタキリが一同を見渡す。

「ハイ」

　綾あや音ねが手を挙げた。学級委員長然という言葉があるならすっぽり当てはまりそうな背筋の通った挙手だ。

「どうぞ、三さん宮みや家けの巫み女こ殿どの」

「組織の存在は分かりましたが、今ひとつ分からないことがあります。タキリ様ほどのお方が、なぜゆえそのような組織に属していらっしゃるのですか？」

「組織を利用した取り引きでは、そこから得られた利益の二割が、紹介料として運営委員会に上納される取り決めとなっております。我々運営委員会はそれを活動費用として協会を動かします。つまり協会が大きくなればなるほど、我々運営委員会は楽してウハウハ。会員はもちろん、より大きくなった協会のネットワークを利用できる。みんな幸せ。美しいですね」

　……なんだろう。この胡う散さん臭くさい香りは。

「私は協会の監かん査さ役やくなので、入会希望者の審しん査さを行います。とはいえ、一般的に監査は形だけ。入会者を増やせば増やすほど、私の懐ふところも豊かになっていく次第でございます」

「ネ……ネズミ講こう!?」

「近未来的ビジネススタイルと呼んでほしいものです」

「限りなく黒に近いグレーだわ」

　眉まゆ根ねを寄せつつうなずいてみせる。神様が運営している以上、怪あやしげなカルト団体とか、詐さ欺ぎ商法とか、そういうものではなさそうだけど……いや、そうでないことを切に願おう。

「あの、具体的に、入会するとどのようなメリットがあるんですか？」

「背を伸ばしてくれるんでしょ!?」

　期待に満ちた表情で、入会者詳細事項と書かれた紙を手渡した。

「背は伸びません」

　と、タキリは受け取りながら答える。

「ええ!!　だ、騙だましたの!?　神様なのに噓うそついたの!?」

「軽いユーモアのつもりだったのですが……」

　タキリの申もうし訳わけなさそうな否定に、コノハ撃げき沈ちん。齢よわい一六〇〇歳、神の淡あわき希望は、大おお海うな原ばらに沈む戦せん艦かん大和やまとのごとく、手て厳きびしい現実に飲み込まれていった。コノハがその場にへたり込み、大人おとなって汚い、と呟つぶやき始める。その様を気の毒そうに眺めた後、タキリは申し込み用紙に目を転じてメガネを直した。

「えー……コノハ様のお申し込み内容からすると、当協会から得られるメリットは……困りごとに頭を痛める神様を次々とご紹介することができるということでしょうか。協会のネットワークはこの空に広がる大宇宙のごとく広大無辺。なんでも屋を営いとなみたいというコノハ様方には願ねがってもないお話ではないかと」

「……確たしかに、生き返りへの近道かも」

　ふむ、と綾あや音ねが目を細める。

「個人的にはコノハ様に入会して頂けるだけでも嬉うれしいのです。コノハ様は由ゆい緒しよある神であり、そのご威い光こうはこの地をあまねく照しよう覧らんなさっていらっしゃいますし」

「ゴイコウって何？　綾音」

「誰だれからも畏おそれられる、という意味ですよ」

　ふむふむとうなずくその顔を見る限り、とてもじゃないが、そんな大たい層そうな神様とは思えない。

　タキリは口元に慈じ悲ひ深い笑えみを浮ぶかかべた。

「でも、きっと入会金とか必要なんですよね……？」

　頰ほおに手をやり、困った様よう子すで、綾音が言いよどむ。

「ご安心ください。先ほどお話ししました通り『やおよろず』は神様同士の相互助け合いを旨むねとする組そ織しきです。人間界の金銭は交渉の道具にはなりません。必要なのは神力です」

「神力？」

　恭きよう一いちと沙さ希きは顔を見合わせる。

「そうです。『やおよろず』の取り決めとして、助けられた神様はその代価として、自分の持つ奇跡を起こす神の力『神力』を礼れいとして納める、という形を取ります。私の場合は、有望な入会者を増やし、やおよろずの組織自体を助けているので、組織そのものから神力をもらえる訳わけですね」

「そ、それは……」

「不服でしたか？」

「とんでもない！」

　恭きよう一いちが逝いき返るのに必要なのも、奇跡を起こす神の力。まさにどストライク。これほどおあつらえ向きの条件はない。

「ぜひ、やらせてください！」

　身を乗り出して言うと、彼女もにっこりとうなずいた。

「もちろん当方もそのつもりで伺うかがいました」

　タキリはメガネを直し、先ほどコノハから返された書類を覗のぞき込む。

「えー、代表者はコノハ様、巫み女この三さん宮みや沙さ希きさんと、三宮綾あや音ねさん、そして──」

　ぴたりと、タキリの動きが止まった。

「あの……佐さ倉くら恭一さん、というのは？」

「僕ですけど……何か？」

　ギギギと軋きしんだ音がしそうな動作でタキリは恭一を向き直る。恐ろしいものでも見たかのように、目が開かれていた。

「ここに……逝き返り者と書いてありますが。ところ構わず穢けがれを振りまく、死し霊りようのはらわた的なアレ……ですか？」

「え!?　ええと、あの!?」

　思わずコノハを見た。コノハは、目を見開き真まっ青さおな顔をしている。目は口ほどにモノを言う。コノハの表情は『やっちまった』と雄弁に語っていた。

「つ、つい生せい来らいの正直な性格が出ちゃって」

「お賽さい銭せんはちょろまかすのに、なぜこんなところばかり正直に……」

　思わず呟つぶやく恭一の肩を綾音が叩たたいた。

「あ、あ、あの恭一さん？　周りを見ていただけませんか？」

「ん？」

　ほのかに光る意味不明の記号たちが、幾いく重えの円となって、恭一の周囲を回転し始めていた。

「何これ……」

「わりとしゃれにならないレベルで、還かえるべきところに還るときが来てますよ！」

「還るべきところって？」

「黄よ泉みですよ」

　綾音の代わりに答えたタキリの、ぞっとするような声と共ともに、恭一を囲む円が一斉に強烈な光を放つ。

「ぎゃあああ！」

　光を浴びた瞬しゆん間かん、身体からだ中が熱あつくなる。まさに死し霊りようの最後の叫び声が上がり──。

「な、な、何やってるのよ!!」

　沙希の声と共ともに光が消える。沙希がタキリを押し倒していた。

「なんで恭一を祓はらおうとしてるの!?」

「……とりあえず、どいていただけます？」

　タキリの言葉に、沙さ希きはしぶしぶ身体からだをどけた。

「恭きよう一いち……平気？」

「う、うん。概おおむね問題ないよ。ありがとう」

　身体から幾筋か煙のようなものが出ているけれど、この際気にしないことにしよう。

「……悪あく霊りよう祓ばらいの邪じや魔まをしないでください」

「いきなり祓わないでもらえますか!?」

「悪霊は祓うものです」

　タキリが再び手のひらを恭一に向ける。

「タキリ、私が保証する！　恭一は悪い霊れいじゃないよ!?」

　コノハが庇かばうように前に出た。緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんが過ぎ──。

　やがてタキリは、ため息をついて力を抜いた。

「コノハ様がそこまで言うのなら……。しかし彼も協会に入りたいというのですか？」

「一応……そうです」

「彼を入会者から外はずしてください」

「それがその……恭一が生き返るための神力を貯ためたいので……」

「つまり、彼がなんでも屋の中心人物ということですか？」

　コノハが申もうし訳わけなさそうにうなずくと、タキリはメガネを直す。

「……なるほど、よく分かりました。よく分かった故ゆえにお暇いとまさせていただきます」

　にこやかにそう言い放つと、そそくさと帰かえり支じ度たくを始めた。

「ま、まま、待って～！」

　コノハがその脚あしにすがりついた。

「わ、ちょ、何をするんですか！」

　タキリもさすがに同じ神であるコノハを振り払うことはできないのか、困ったようにコノハを見る。

「あの、放はなしていただけませんか？」

「だ、ダメ～！　お願ねがいだから入会させて！　恭一がこんなになっちゃった原因は、私にあるの～！　だからお願い!!」

「私からもお願いします！」

　コノハと沙希が思いっきり頭を下げる。

「コノハ様……それに沙希まで……」

「タキリ様お願いします。この人は確たしかに穢けがれていて死霊で、邪じや気きの塊かたまりみたいな存在ですが」

　綾あや音ねの言葉に、恭一は肩を落とす。

「あの……僕ってそんなに邪悪な存在だったの？」

「でもとてもいい人なんです。けしてあなた方の名誉を傷つけるようなことはしませんから」

　綾あや音ねはこれまでの経緯いきさつを簡かん潔けつにタキリに話した。

　話を聞き終えたタキリはしばらく恭きよう一いちを見つめ、やがて小さくため息をつく。

「事情は分かりました。……けれど、無理なものは無理です」

「理由を聞いてもいいですか？」

　恭一が近づこうとすると、タキリは三歩ほど後ろに下がった。どうやらかなり警けい戒かいされているらしい。

「……コノハ様の願ねがいでもあります。できる限り力を尽くしたいところですが……逝いき返り者の入会となると、おそらく協会はうなずかないでしょう」

　やっぱりダメなのか。恭一が小さくため息を吐いたときだった。

「逝き返り者ってだけで不合格ですか？」

　沙さ希きがいらだちの混じった声で言う。

「そういう取り決めなので」

「確たしかにコイツは死し霊りようで、邪じや悪あくですよ？　生前だってパッとしなかったのに、死んでからは顔も余計に青白くなって、昨さつ今こんの世相を表すような、不景気極きわまりない顔になったわ。でもだから何？　それでも毎日を一いつ生しよう懸けん命めい生きて……あ、生きてはいないか。ゾンビはゾンビなりに、毎日一生懸命生き返ろうとしてるんです！」

「……あの、お姉ねえちゃん？」

「何よ綾音」

「恭一さんが沈んでる」

　綾音が指さす先で、恭一は後ろを向いてしゃがみ込んでいる。無む駄だに胸が痛かった。ぽっかり空あいた心の傷に塩と辛から子しを塗り込められている気分だ。

「あ、ご、ごめん恭一！　ついつい本ほん音ねが」

　謝あやまりはすれども否定はせず。生き返ったら毎日を懸命に暮らし、パッとしない自分自身に終止符を打とうと恭一は決意し、立ち上がる。

「あの、どうしても無理ですか？　一生懸命がんばりますから」

「食い下がりますね」

　恭一は不退転の意気でうなずいた。

　沙希がここまで言ってくれているのだ、当事者である自分が引き下がる訳わけにはいかない。

「僕もこの状態のまま、周りの人に迷めい惑わくをかけ続ける訳にはいかないんです」

「ですが、入会は無理です。これは私ではどうにもできません」

「あの……そこをなんとかなりませんか」

「お気の毒ですが……」

　どうしてもダメなのか。恭一は小さくため息をつき、仕方ないと呟つぶやこうとしたとき──。

「引き下がれないわ」

　沙さ希きが声を上げた。

「逝いき返り者ってだけで入会できないなんて、差別よ」

「過去の例から見た客きやつ観かん的てきな判断なんです。逝き返り者は悪あく霊りように分類される存在です。そんな存在に、もし神力を悪用されては大変なことになる。協会の判断は妥だ当とうと言えるでしょう」

「で、でもだからって、慣かん例れいに従うだけで、個人を見ないなんて、そんなのただの怠たい慢まんよ！」

　沙希は必死でそう言ってくれる。

「……沙希、なんでそこまで……」

「あのですね」

　綾あや音ねが恭きよう一いちの耳に口元を近づけ、そっと囁ささやく。

「お姉ねえちゃんは悔くやしいんです。いつも仲良くしている幼なじみが、肩書きだけで否定されてるんですから。黙だまっていられないのも当然ですよ」

　綾音の言葉が胸を打つ。だとしたらちょっと感動だ。

「聞こえてるわよ。違うんだから。何考えてるの？　バカじゃないの!?」

「ご、ごめんなさい」

　なんで僕が謝あやまってるんだろう。

「とにかく！　そんなの差別よ、納得できないわ！　断固抗こう議ぎします！」

　ビシリと指を差され、タキリは少し困ったように眉み間けんに皺しわを寄せて、メガネを直した。

　彼女はコノハを見て「ちょっと外へ」と手招きする。やがてふたりで部へ屋やの外へと出て行った。

「……お姉ねえちゃんの言葉に気分を害されたんでしょうか？　天罰を与える相そう談だんとか……」

「私、間違ったことは言ってないわ。天罰でもなんでも掛かってきなさいよ」

「今ので天罰を受けるっていうなら、僕が沙希を守るよ。沙希は僕のために色いろ々いろ言ってくれたんだもの」

　沙希はぽかんと恭一を眺める。

「どうしたの？　沙希」

「な、なんでもないわよ……」

　沙希はもごもごと言って顔をそらし、綾音がくすくすと笑った。おかしなことを言っただろうかと首を捻ひねっている間に、コノハとタキリが戻ってくる。コノハは少し困ったような笑え顔がおだ。タキリはトゲトゲした視し線せんを周囲に向け、意味もなく舌打ちをしてみせた。

「あのう、一体何があったんですか？」

「近寄らないでくれませんか？　汚けがらわしいので」

「け、汚らわしいって……」

「おお、なんというおぞましい声でしょう。耳が腐ってしまいそうです」

　まるで虫けらを見下ろすような視線でタキリは恭一を見つめた。

「……何かあったんですか？」

　恭きよう一いちの呟つぶやきを無視して、タキリは沙さ希きに向き直った。

「……逝いき返り者の宿主は三さん宮みや沙希さん、あなたですね」

「そうですけど……」

「不ふ浄じようの者に汚けがれ巫み女こ……とんだ組み合わせですね」

「な、なんですって!!」

「お姉ねえちゃん、ここは我が慢まんだよ」

「人間が神にたてつくなど言ごん語ご道どう断だん。無礼千万にもほどがあります」

　綾あや音ねが沙希の腕を取ってなだめる。そんなふたりを一いち瞥べつしたタキリは、レンズの奥で冷たい目を光らせる。

「やれやれ、野や蛮ばんですね。それでも巫女ですか？」

　沙希が無言でタキリをにらみつける。

　突然なんなんだ、タキリのこの態度は。

「……しかし確たしかに、この札ふだが反応したということは考こう慮りよしてもいいかもしれません」

「どういうことですか？」

「その札は、それを持つ者の力と性質に反応して、それに相応ふさわしい位の神を召しよう喚かんするんです。今回の場合、供給源である三宮沙希さんの霊れい気きが、佐さ倉くら恭一さんを媒ばい介かいにして発散された訳わけですが……」

　彼女は不ふ愉ゆ快かいそうにため息をつく。

「ふたりの霊的な相あい性しようが異常にいいのでしょう。沙希さんからもらった霊気を恭一さんが数十倍にしていると思われます。その結果、高位の神である私が、逝き返り者ごときに呼び出された、ということですね」

　言葉の端々にある悪意はとりあえず無視しようと、恭一は心に誓った。

「召喚……ひょっとしてタキリ様が突然ここに現れたのは、その札で……」

「寝起きだったので、大おお慌あわてで準備をさせていただきました」

　タキリのメガネがキラリと光る。

「あの、でも……タキリ様ほどの神様がご降こう臨りんされたと言うことは……」

「認めたくはありませんが、おふたりのコンビが、それなりの潜せん在ざい能力を持っているということになるんでしょうね」

「だったらお願ねがい。そこの邪じや悪あくなゾンビにチャンスを！」

　コノハの言葉に、タキリは小さくため息をついた。

「……分かりました。そこまで言うなら、あなた方に試し験けんを受けていただきましょう」

「試験、ですか？」

　タキリは手を組み、余裕の笑えみを見せる。何か悪だくみがあるかのような黒いオーラをまとっていた。

「繰くり返しますが『やおよろず』に動く死体が所属するなど異例中の異例です。上層部は絶対に納得しないでしょう」

「動く死体っていうのはやめませんか……」

「私は監かん査さ役やくとして事実を言っているだけです。動く死体を加えるなら、それなりの有用性を私に示してください。それをもって上層部を説得する材料といたします」

　恭きよう一いちの切なる訴えをあっさり無視して、タキリは言う。

「合格の報ほう酬しゆうは神様協会への入会の権利としましょう。試し験けんを受けますか？　まあ、あなた方ごときに神の試練を乗り越えられるとは思いませんが」

　これにはさすがにカチンとくる。沙さ希きを見ると、彼女も挑戦的な笑え顔がおを浮かべていた。

「断る理由はどこにもないわ。やってやるわよ。恭一！　私たちの力、見せてやろうじゃない！」

「分かったよ……やります！」

「試験の内容はどのようなものなんですか？」

　綾あや音ねがふと気付いたように顔を上げる。

「そうですね、こんなのはどうですか？」

　タキリの背後に突然水の塊かたまりが出現した。

「え……」

　突然の出来事に絶句している間にも、水の塊は徐じよ々じよに形を変えていく。それは四足歩行の獣けもののシルエットになり、人の背ほどもある巨大な犬のような姿をとった。

「名前は水犬。私から離はなれては生きられない擬ぎ似じ生命体という意味で恭一さんと似ていますね」

　タキリは冷たい目で恭一を眺める。

「日付が変わるまでに、これを捕まえてください。捜す範はん囲いはこの町内のみに限ります。開始時刻は一時間後、よろしいですか？」

　タキリが片手を上げた瞬しゆん間かん、水でできた巨大な犬はあっという間に消えてしまった。

「とても危険な試験となります。佐さ倉くら恭一さん程度では大おお怪け我がをする可能性もあります。逃げるなら今のうちですよ」

「恭一にかかったらこれぐらい楽勝です。彼は大怪我したってやり遂げます！」

「……大怪我はしたくないかな……」

「やり遂げます！」

「ほう……やり遂げるのですか」

　恭一の言葉も無視して、タキリと沙希の間に火花が散る。

　そう言えば、と恭一は思い出す。

「まあ、いざとなればこっちにだって神様はいるんだし……」

「いえ、コノハ様のお力添えはなしでお願ねがいします。私が試したいのは、主おもに邪じや霊れいと汚けがれ巫み女こたちなのですから」

「え？」

　思わずコノハを見ると、コノハも申もうし訳わけなさそうにうなずいた。

「ごめんね……」

「いいわ！　コノハ様の力を借りずとも、私たちがギャフンと言わせてやるんだから！」

「鼻息が荒いですよ？　人よりイノシシに近いように思えますね」

　売られたケンカは買わねばなるまい！　拳こぶしを握る沙さ希きを、タキリは華か麗れいに無視して立ち上がった。

「さて、私もこのあたりでお暇いとまします。邪霊と親交を持つような愚ぐ昧まいなる者どもがどこまでやれるか見せてもらいましょう。せいぜいあがいて、私を楽しませてください」

「なんか魔ま王おうみたいですね」

「やる気を出してもらわなければ、それこそ試し験けんになりそうもないので」

　沙希が真まっ赤かな顔でタキリをにらみつける。

「あんまりなめてるとほえ面づらかくわよ」

「お、お姉ねえちゃん。よその神様にそんな失礼を言ったらダメですよ」

「あんまりおなめになるとほえ面をおかきになりますことよ？」

　沙希はにっこりと笑え顔がおを作った。

「……怖いよ、沙希」
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「絶対に、ぜーったいにあいつの鼻をあかしてやる！」

　タキリが帰った後のこと。

　あまりの怒りのせいか、沙希は頰ほおを真っ赤にして怒ど鳴なった。

「神様の試験っていうと、イメージ的にとんでもなく厳きびしいような気がするな」

「やってみなくちゃ分からないわ。あいつに認められれば、お客さんウハウハで楽してＧＰがどんどん貯たまるんでしょ？　ビッグチャンスなんだから、二の足踏んじゃダメよ」

「いや、それはそうなんだけど……危険な試験だっていうし……」

「私がいるのよ？　大船に乗ったつもりでいてよ」

　沙希を危険に巻き込みたくない、とか言うと、いつから私の心配できるほど偉くなったの？　とか返されそうだな。

　恭一の複雑な視し線せんに気付く様よう子すもなく、沙希はあごに手を当てて唸うなっていた。

「何かあの犬を見つける手だてはないかしらね」

「見つけるも何も、あんなのが町中歩いてたら大おお騒さわぎになるんじゃないか？」

「あれ、霊れい体たいだから普通の人には見えないと思うわよ」

「そうですねえ」

　うーん、と綾あや音ねは首をひねる。おもむろに立ち上がり、部へ屋やを出て行く。

「な、なんだ。どうしたの？」

「いい方法を考えついたんじゃない？」

　そんなことを言い合っている間に、

「お待たせしました」

　綾音が大きな段ボールを抱えて戻ってきた。

　箱はこには失うせモノ探しセット、とかわいらしい文字で書かれている。何しろしっかり者の綾音の持ち物だ、それなりに有効なものが入っているに違いない。

「なんか、期待できそうだ！」

「秘密兵器っぽいわ！」

「ふふ……私の秘密兵器が日の目を見る日が来るとは思いませんでした……」

　恭きよう一いちと沙さ希きが見守る中、綾音はジャジャーン、などと言いつつ、中身をちゃぶ台に並べていく。

　タロットカード。

　ハンガーで作ったらしい折れた針金。

　コックリさん用のシートと十円玉。

　重りのついたネックレス。

　竹の棒がたくさん入った筒。

　どくろをかたどった水晶っぽい何か。

　あと、なんかオカルトっぽい雑誌。表紙はＵＦＯ。

　ズラっと並んだ、占うらない道具の数々。

「これで居場所を占うのです!!」

「……」

「……」

　思わず、何も言えなくなる。

「あ、綾音？　あんた、うちの神社の巫み女こよね？　なんか色いろ々いろ、飛び越えちゃいけないところを飛び越えちゃってない？　主おもに宗教の壁かべとか」

「これからの巫女は国際的でないといけないと思います。他ほかの教えのよいところも、取り入れるべきは取り入れていかなければ」

　よいところ……なんだろうか、これは。

「……柔軟な思考だとは思うけど……」

　あまり深く掘り下げないでおこう。







　アスファルトの上に陽炎かげろうが揺らめいている。

　セミの鳴く声がうるさい。

「なんだ、この日照り……」

　日ひ傘がさを差しているにも拘かかわらず、凄すさまじい熱ねつ気きに汗が止まらない。

「し……ぬ……」

「もう死んでるじゃない」

　隣となりを歩く沙さ希きのつっこみも微妙に力がない。

　さすがに綾あや音ねの占うらないだけを当てにする訳わけにもいかず、沙希と恭きよう一いちは町に繰くり出していた。

「水みず犬いぬ、どこにいるのかしら」

　沙希の力ない声があたりに響ひびく。背中を丸めて、麦むぎ藁わら帽ぼう子しの作る影かげから目を光らせてはいるものの、それらしい気け配はいは見つからない。

「普通の人に見えなきゃ、聞き込みも意味ないし、捜すに捜せないわよね」

　沙希は小さくため息をつく。

「水犬ってことは、結局は犬なんでしょ？」

　という訳で、犬の通りそうな裏道を中心に進む。

「犬になった気持ち、犬になった気持ちよ、恭一！」

「……つまりどういう気持ちになればいいの？」

「つまり普ふ段だん通りの、駄だ犬けんのような気持ちよ」

「どういう意味だ！」

　そんなことを言い合いながらも、細い路ろ地じ裏うらを抜け、空あき地ちを通り過ぎ、人の家の庭先を覗のぞき込む。

「見つからないわね」

「見つからないなあ」

　何度目かの裏路地の曲がり角を曲がろうとしたときのこと。ため息をつくふたりの鼻先を、威い風ふう堂どう々どう恐れるものは何もなしという顔で、水犬が、タキリを背に乗せ通り過ぎていく。

　……。

　恭一と沙希はそれを見送った。あまりにも唐とう突とつに捜しものが目の前に現れると、とっさには動けないものだ。

「……!!　恭一、追いかけるわよ！」

　恭一は沙希に引っ張られるようにして走り始めた。

　まだ水犬は次の曲がり角を曲がる前だ。距きよ離りにして五メートル。充分捕まえられる圏内だ。

　ふたりが走り出すと、タキリがこちらを振り返る。神様然とした典てん雅がな笑えみを浮かべ、人差し指をかすかに動かした。

　その瞬しゆん間かん、頭上の木の枝からポトリと何かが落ちてきた。沙さ希きの肩の上に乗っていたのは。

「あ。芋いも虫むし」

「……!!」

　声にならない声を上げ、ついで、うひああああ！　と叫び出して、恭きよう一いちに抱きついた。

「さ、さささ沙希!?」

　勢いに押されて恭一は沙希に押し倒される。

「ど、ど、どどどどいて！　どいて沙希」

「ああああ、く、首んとこ来たくびんとこきちゃった！　取って、取って恭一！」

　今にも泣き出しそうだ。

「わ、分かった、分かったから離はなれて！」

　押しつけられる身体からだが華きや奢しやなくせに柔らかいだとか甘い香りがするとか、破は廉れん恥ちな感想を矢継ぎ早に叩たたき出す煩ぼん悩のうを努めて無視する。恭一は渾こん身しんの理性を振り絞って、沙希の首についた芋虫を放り投げた。

「取ったよ沙希！」

「ほ、ほんと？」

　涙目で恭一を見つめてくる。なんだか恥ずかしくなって、恭一は目をそらしつつうなずいた。

　恐る恐る首筋に触れ、芋虫がいないことを確かく認にんすると、沙希はぐったりと力を抜いて恭一に体重を預けた。

「……どうなることかと思ったわ」

　ふぅと沙希が小さく息をつく。

「あ、あの……そろそろどかない？」

　恭一の言葉に、沙希はハッとした顔で自分の下に敷しいている恭一を見た。そして──。

「ぎゃー!!」

　振り上げられる右手。青空に響ひびき渡る心ここ地ちよい音。強烈な平手によって、恭一の頰ほおにもみじが散った。







　仕切り直しである。当然のように水みず犬いぬを見失い、恭一たちはまたあてどもなく街を徘はい徊かいし始めた。最初は怒り狂っていた沙希も、今は少し落ち着いたようだ。

　歩き続けていくうちに、なんとなく懐なつかしい気分になる。夏休みに入ったせいでそう感じるのか、どこもかしこも時間がゆっくりと過ぎている気がした。

「昔は、よくこんなことしたわね」

　ぼそりと、沙さ希きが呟つぶやく。

「冒険ごっことか言ってさ」

「下水道の中まで探検に連れ回された記き憶おくがあるよ」

「裏山に秘密基地を作ろうとして、スコップで穴を掘ったり」

「あのときは、土地の所有者のおじさんが出てきて怒られたんだ」

　懐なつかしさの正体が分かった。犬の通りそうなコースを辿たどるうちに、小さな頃ころの遊び場を巡めぐっていたのだ。こうして考えてみると、子供の好む場所というのは、犬猫の好む場所に似ているのかもしれない。

「なんか、ちょっと懐かしいわ」

「うん」

　沙希が自分と同じようなことを考えていてくれたのが、なんだか嬉うれしかった。

　特に当てもなく歩いていくうちに。

「全く……どこに行ったのよ……あの水みず犬いぬ……」

　沙希の呼吸が少し荒くなっていることに気付く。この炎天下である、日射病にでもかかったのかもしれない。

「……沙希、平気？」

「う……少し、日に当たりすぎたかも」

「少し休むか」

「だ、ダメよ！　そんな暇ひまないんだから」

「ちょっと休んでからまた捜そうよ」

「でも……」

「そっちの方が効率いいよ。途中で倒れられてもかなわないしさ」

「う、うぅ～……私に反はん論ろんするなんて、恭きよう一いちのくせに生意気な」

「い、いや、僕はただ沙希を心配して……」

「全然、大丈夫なんだから。謝あやまって」

「え、なんで？」

「謝って」

「……ご、ごめんなさい。でも……申もうし訳わけないんですが、休んでくれませんか？」

　沙希は目を見開いて少し驚おどろいてから、満足そうにこくんとうなずいた。

「いいわ。そこまで言うなら休んであげる」







　手近な公園の、水のみ場の蛇じや口ぐちを捻ひねる。冷たい水でハンカチを濡ぬらして絞った。

　木陰のベンチに横になっている沙希のそばに歩いていく。

　その額ひたいにハンカチを乗せると、沙さ希きはわずかに目を細めた。

「ありがと。気持ちいい」

「どういたしまして」

　彼女は我われに返ったようにため息をつく。

「……なさけな」

「ごめんな、僕のせいで無理させちゃってさ」

「あ、あんたのためなんて誰だれも言ってないわ。あの神様があまりにも上から目め線せんでむっとしただけ」

　沙希の、少し焦あせったような呟つぶやきに、恭きよう一いちは笑えみを浮かべる。

「……確たしかさあ、昔もこんなことがあったわよね」

「こんなこと？」

「夏でさ、この公園で遊んでたとき──。やっぱり私は暑さに弱くて、倒れちゃってさ。あんたに介かい抱ほうしてもらったの」

「……あったっけ、そんなこと」

「覚えてないの？　最悪だわ……」
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　沙希は何かを思い出すように目を細め、それからふと、手のひらで恭一を招くような動作をした。

「な、なに？」

「ちこう寄れ」

「はあ」

「ベンチ、頭がごつごつして、痛いの」

「……つまり？」

「膝ひざ……貸して」

「人体の一部だから、さすがのゾンビでも気軽に貸す訳わけには……」

「膝ひざ枕まくらしてって言ってるの」

　沙さ希きは、なんだか怒ったように言うのだった。

　恭きよう一いちがそばに寄ると沙希はその上に頭を乗せる。沙希は目を合わせようとはしなかったけれど、小さな声で、ありがと、と呟つぶやいた。なんだか緊きん張ちようしてしまう。病人の介かい抱ほうをしているだけだというのに、人目が気になってしまうというか、落ち着かないというか。

「普通、逆じゃないか？」

「いいの、関係ないの」

　沙希はそう言ってしばらく黙だまり、やがて目を閉じると、穏おだやかな寝息を立て始める。

「早いな……」

　穏やかな寝息を立てて眠っている。かすかな風が吹いて、むしむしとした暑さを少しだけ忘れることができた。

　ここは腰をすえて、ちゃんと休きゆう憩けいしよう。そう考えた矢先──。

　携けい帯たい電話が鳴なり響ひびく。うーんと、小さく唸うなる沙希を起こさないように気をつけながら通話ボタンを押す。

『恭一さん、今どこにいらっしゃいますか？』

　電話の主ぬしは綾あや音ねだ。

「お、丘の上の公園だけど」

『ちょうどよかったです。占うらないの結果が出たんですよ』

　綾音は興こう奮ふん気味に喋しやべる。

『全すべての占いで同じ結果が出ました。水みず犬いぬは、恭一さんたちのいる、その場所にいます』

「え……」

　背後でガサリと音がした。

「な、なに、何ごと？」

　膝から起き上がった沙希と共ともに後ろを振り向くと、そこには、

「試し験けんを放って、昼日中から公衆の面前でいちゃつくとは、仲むつまじいことですね」

　水犬に腰かけたタキリがいた。

　のそのそとそのまま恭一たちの前に出る。

「あまりに見つけてくれないので、またこちらから出向いてしまいましたよ」

「きょ、きょ、きょ……」

「もう、かくれんぼから鬼ごっこに趣しゆ向こうを変えようかなと」

「恭きよう一いち、確かく保ほー！」

　言わずもがな、恭一はカエルのごとく飛び上がって水みず犬いぬを捕まえようとする。

　しかし水犬はスルリと、恭一の腕の間をすり抜けた。恭一は頭から地面に追突し、目の裏に火花が飛んだ。

「うふふ。さ、捕まえてごらんなさい」

「言われなくても捕まえてやるわよ！　さっきの芋いも虫むしの恨うらみ、絶対晴らすんだから！」

　快眠からフルスロットルへ一気にシフトチェンジ、沙さ希きは猛烈な勢いで水犬を追いかけ始めた。後おくれを取ったのは恭一である。気が付けば沙希も水犬も姿が見えない。

　なんだ、元気じゃないか、と安心しつつ、立ち上がり身体からだについた砂を落とそうとして、はたと動きを止めた。

「……ん？」

　肌が透すけている。透けるような白、とかそういう比ひ喩ゆではなく、物理的に透けている。

　はっと思い出す、生存のためのルール。『沙希から五〇メートル以上離はなれてはならない』

「しまった!!」

　気がつくや否いなや恭一も駆かけ出した。

「沙希！　待って！　待ってくれ！　死ぬ、僕死んじゃうから！」

　無む駄だに命がかかった全力走だった。







　五分後──。

「く……この……からかうのも、いい加減にしてよ」

　近所を駆け回り、再び公園に戻ってきた。

「身体も虚きよ弱じやくなものですね。せっかく残したヒントに気付く洞どう察さつ力りよくもない。……それで神々を助けようとは、怒りを通り越して愉ゆ快かい千万ですね」

　返す言葉もない。これだけ追いかけまわしても、尾にすら手が届かなかったのだ。

「これでは張り合いがありません」

　タキリを乗せた水犬は、ひょいと公園中央の噴ふん水すいの中へと降り立つ。

「所しよ詮せんは穢けがれた逝いき返り者と、そんな逝き返り者にうつつを抜かす汚けがれ巫み女こ。たかが知れるということですか」

「な、なんにも知らないくせに……」

　荒い息のまま、沙希がタキリをにらみつけ、

「恭きよう一いちの悪口を言うなー！」

　地を蹴けって跳ちよう躍やくしていた。しかし渾こん身しんの跳躍も、タキリには一歩届かない。

　着地点は当然、噴ふん水すいの中。派は手でな水しぶきと共ともに、しりもちをつく。

「ふふ、その執念だけは褒ほめてあげます」

　そう言ってタキリは行ってしまった。

「沙さ希き！」

　恭一は、慌あわてて噴水の中に入って沙希に駆かけ寄った。

「沙希、立てるか？」

「う……うぅ……」

　悔くやしそうにうめく沙希を見て、恭一は思わず目を見開いた。

　服が透すけている。ブラウスはぴったりと身体からだに張りつき、その下につけているものの線せんまでもくっきりと浮かび上がらせていた。

「うおあ！」

　慌あわてて目をそらしたがもう遅い。頭の中は今見た沙希の姿でいっぱいになっていた。

「恭一……」

「み、見てない！　見てないから！」

　そんな噓うそを必死で繰くり返す。

　絶対また平手打ちされる。薄うす目めで沙希を見てみると、不意にトスンと、その身体が恭一に預けられた。

「……沙希？」

　初めて異常に気付く。

　沙希は何も、応こたえなかった。顔色が悪く、身体はわずかに震ふるえている。

　水に濡ぬれた身体はとても冷たい。

「さ、沙希!?　どうした、沙希！」

　沙希はやはり、何も応こたえなかった。
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　夕暮れ。

　三さん宮みや家けの居間。

　恭一と綾あや音ねが向かい合って座っていた。沙希は自室に寝かされていて、今はコノハが様よう子すを見ている。

「お姉ねえちゃんの容よう態だい、どうなんでしょうか」

「……うん」

「命に関かかわるようなことじゃないから心配いらないって、コノハ様は言ってましたけど」

「……ごめん」

　恭きよう一いちは下を向いたまま呟つぶやく。

「僕のせいだ。連れ回したりなんかしたから……」

「そんなことありませんよ。お姉ねえちゃんが自分で行きたいって言ったんです。恭一さんは悪くないです。悪い人は誰だれもいません」

　綾あや音ねの言葉に、恭一はうなずくことができなかった。沙さ希きは無理やりにでも休ませなきゃいけなかった。それをしなかったのは自分の責任だ。

　わずかな沈ちん黙もくがあって、綾音が恭一に向かって口を開こうとしたとき──。

「診察、終わったよ」

　コノハが襖ふすまを開けて、部へ屋やに入ってきた。

「どうでした!?　沙希は平気でしたか!?」

「お姉ちゃん、なんでもないんですよね!?」

　ふたりが大おお慌あわてでそう尋たずね、コノハは困ったように笑う。

「心配いらないって、最初に言ったよ？　沙希は無事。今は寝てるだけ」

　コノハの言葉に、ふたりは小さく息をつく。

「……コノハ様、沙希に一体、何が起きたんですか？」

「うん──」

　コノハは思案するように視し線せんを泳がせ、再び恭一を見つめた。

「沙希は言うなって言ってたけど、やっぱり話しておくね」

　コノハはじっと、恭一を見つめる。

「前にも言ったけど『逝いき返り者』は誰かを宿主として決め、その宿主から生気をもらうことでこの世に存在できるの」

「はい……」

「生気を奪われる側はね、急に生気が半分になっちゃうから、その変化に身体からだがついていかないことがあるんだ」

　恭一はうなずいて次の言葉を待つ。

「沙希は宿主になったときにその兆候がなかったから、大丈夫かもって思ってたんだけど。遅くなってから病状が出たみたい」

「あの……病状と言うのは？」

　心配そうに、綾音が尋ねる。

「高こう熱ねつと吐き気、めまい。とても重い風か邪ぜみたいなものだよ。でも、大丈夫。生気が半分の状態に身体がなれるまでの過剰反応みたいなものだから。休んでればいずれよくなる。ただし、今無理をしたら、一ヵ月は動けなくなると思う」

「一ヵ月も……」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返す。

　その認にん識しきは想像以上の重さを伴って、恭きよう一いちに衝しよう撃げきを与えた。

「……恭一さん」

　綾あや音ねが恭一を見上げる。それに応こたえて恭一もうなずいた。

「コノハ様、試し験けんは放棄しましょう。そんな状態の沙さ希きを連れ歩くなんて無理です」

「そうだね。私もそれがいいと思う」

「ダメよ！」

　みんながうなずこうとしたとき、大きな声が割って入った。

　振り返るとそこには、パジャマ姿の沙希がいた。荒い息を吐いていて、顔は赤い。

「私、元気よ。超元気」

　熱ねつがあるのだ。言葉とは裏うら腹はらに、身体からだはフラフラとして頼りない。

「さ、沙希!?　寝てなきゃダメじゃないか！」

　身体を支えようとして差し出した手を、沙希は振り払った。

「寝てる暇ひまなんてないわ。あのタキリとかいう、恭一をバカにする神様に一泡ふかせてやらないと！　さあ、恭一、もう一度捜しに出かけるわよ。なあに、勝負はこれからよ！」

「沙希、そんなこと言ってる場合じゃないんだ。沙希の身体、今、大変なことになってるんだって。休まなきゃダメだよ」

「死人に心配される謂いわれはないわ。チャンスなのよ、恭一？　なんでも屋への依頼だってきっとたくさん来る。こんなの、逃のがす手ないじゃない」

「ダメだ。そんなに放棄するのが嫌いやなら、水みず犬いぬ捜しは僕がやるから」

「どうやって捜す気なのよ。あんた、私から五〇メートルしか離はなれられないのよ？　結局放棄するのと一いつ緒しよよ」

「無理なら諦あきらめる。それしかないだろ」

「……簡かん単たんに、諦めるなんて言わないでよ」

「でも、他ほかに方法がないよ」

「なんでそんなにやる気がないの……？」

　沙希が、溜ためてきた感情を押さえつけるように言う。

「生き返りたくないの？　生きてるか死んでるかも分かんないような、曖あい昧まいな状況だし、ちょっとしたことで死んじゃうんだよ？　日光も満足に浴びられない身体でいいっていうの？」

「そうは、言ってないけど」

「……心配してくれるのは嬉うれしいけど、もっと自分のことを大切にしてよ。私なら大丈夫だからさ」

　沙希の声は小さくなって、少し震ふるえていた。

「大丈夫よ、平気。もし私の調ちよう子しが悪くなって一ヵ月休んでも、お釣りがくるくらいメリットがあると思うの。後は私がなんとか──」

「そういう問題じゃないんだ。自分のせいで辛つらい思いをしてる沙さ希きを振り回すなんて、できる訳わけないよ。そんなので生き返ったって、嬉うれしくもなんともない」

　沙希は黙だまって、恭きよう一いちを見つめていた。

「分かってないのは、恭一よ。身体からだがつらいのなんて、私はどうでもいいのに」

　沙希は目に涙を溜ためていた。

「本当につらいのは、そんなことじゃなくて──」

　沙希の目から涙が一筋、こぼれた。

「沙希……」

　そのまま、彼女は何も言わずに背を向けて、部へ屋やを出て行く。頼りない足音が、胸に突き刺さってくるようだった。

　何か怒ど鳴なってくれた方がまだよかったのに。もてあました沈ちん黙もくがとてもつらかった。

　しばらくして、コノハが部屋を出ようとする。

「タキリを捜してくる。この試し験けんは放棄するからって、言ってくるね。事情を話して、今回うまく行かなくても、後でもう一回試験をしてほしいって言ってみる」

　恭一は小さくうなずいた。

「……恭一、本当に、殺してしまってごめんなさい」

　コノハは沈んだ声で言うと深く頭を下げて、それから部屋を出て行った。

　綾あや音ねと恭一のふたりきりになってしまった。静けさに耐えかねたように、綾音は占うらないの道具を片付け始めた。

　ひとつひとつ丁てい寧ねいに箱はこに戻していく。

「……私は、一度くらいこうなるべきだと思ってました」

　綾音の小さな声。恭一はぼんやりと、綾音を見つめる。

「だって、人がひとり、死んでしまったんですから。生き返るチャンスがあるとはいえ、恭一さんは死んでしまって、その原因は私たちにあって……。その事実の重みは、笑ってごまかすんじゃなくて、せめて一度は、きちんと正面から受け止めなくちゃいけないことだって思うんです」

　片付けをする手を止め、綾音が顔を上げる。

「本当のことを言うと、昨日きのうの夜は、眠ることができませんでした。一昨日おとといの夜なんて、ずっと震ふるえが止まらなかった。たまたま『逝いき返り者』という方法があって、たまたま、コノハ様がその方法を知っていて、そしてたまたま恭一さんが、悪あく霊りようになることのない綺き麗れいな魂たましいの持ち主だったから……恭一さんはここにいるんです。そういうものすごい偶ぐう然ぜんのどれかひとつでも欠けていたら、恭一さんは今ここにいなかったんです。そう考えると……」

　少し迷うような、小さな間だった。

「私が、蔵くらに行く恭きよう一いちさんを止めていれば、恭一さんは死ななくてもすんだのかと思うと、とても怖くて。謝あやまりたかったけれど、どう謝ればいいのかも分からなくて……」

　綾あや音ねの声は震ふるえていた。恭一は初めて気付いた。死んでしまった自分のことばかり考えて、殺してしまった側の人たちのことを何も考えていなかった。そうだ、中途半端にとはいえ自分は生き返ったのだからまだいい。笑い話にできる。

　でも、殺してしまった人たちは、そうもいかないのかもしない。事故とはいえ、殺してしまったという事実は消えてなくなったりしない。ましてや、綾音やコノハや沙さ希きのような、とても優やさしい人たちは、人を殺してしまったという過あやまちから目をそらすこともできないだろう。

　なんで今まで、気付かなかったのだろう。

　自分の浅はかさが身に沁しみて、恭一は膝ひざの上に拳こぶしを作る。

「恭一さん」

　綾音が小さな声で言う。

「さっき、おかゆを作ったんです。お姉ねえちゃんに持っていってくれませんか」

「……でも、なんて言っていいのか分からない」

　殺されちゃってごめん、とでも言えばいいのだろうか。……いや、そうじゃないはずだ。けれどこの気持ちをどう言葉にすればいいのか、分からなかった。

「お姉ちゃんが何を考えているのか、聞いてあげてください。それだけで、お姉ちゃんの気持ちはきっと、ずっと楽になるような気がするんです」

　なんとなく、昼間の沙希の寝顔が思い出された。

　恭一はしばらく動かなかった。色いろんなことを考えて、頭がパンクしてしまいそうだ。

　しばらくして、恭一はようやく、ノロノロと立ち上がった。







　さすが夏というかなんというか。そろそろ七時を回ろうというのに、空はまだ明るさを残していた。

　恭一はおかゆの盛られた茶ちや碗わんを手に、襖ふすまの前に立っている。

　沙希の寝室。沙希が部へ屋やの中にいることは分かっていた。恭一は小さく息を吸って、襖をノックした。

「綾音……？」

　くぐもった声が返る。

「食事なら、いらない」

　食べた方がいいよと言いたいのだけど、喉のどが張りついて、言葉が出なかった。

「用意してくれて、ありがとね」

　沙さ希きの声は小さくて、かすれていた。多た分ぶんさっきまで泣いていたのだろう。

「襖ふすま、開けないで。ひどい顔してるから」

　声をかけなければいけない。仲直りをしなければいけない。そう思うのに、沙希に何を言えばいいのか分からなかった。

　沙希は今まで一度も、絶対に、恭きよう一いちの前で弱い自分を見せようとはしなかった。今だって弱い姿を見られたいとは思っていないはずだ。

　そっと茶ちや碗わんを部へ屋やの前において、その場から逃げ去ろうとして──。

「綾あや音ね……どうしよう」

　沙希の声に足を止める。

「私、足引っ張っちゃってる……こんなはずじゃなかったのに……」

　ポツポツとした言葉が鼓こ膜まくをかすかに震ふるわせた。

「私は、恭一のお姉おねさん役で、いつもしっかりして、恭一を支えなきゃいけないのに……なんでこんなときに役立たずなんだろう」

　限りなく独り言に近い問いかけだった。訊きいても意味がないことだと、多分沙希は分かっているのだろう。

「なんでこんな大切なときに、身体からだがおかしくなっちゃうんだろう。私が一番、がんばらなきゃいけないのに……」

　沙希の言葉に胸が痛んだ。死んだのは自分で、一番がんばらなければいけないのは自分のはずなのに。

「チャンスだったのに。恭一を元に戻す、近道なのに。なんでこんなになっちゃうの。あのとき、掃除をしろなんて言わなければ、恭一は……」

　恭一が死んでからも、沙希は普ふ段だんと変わらない態度を取っていたはずだった。少なくとも、恭一にはそう見えた。いつも通りに怒って、いつも通りに笑っていた。

　けれど今、彼女は泣いているのだった。

「私が、あんなことを言わなきゃ……」

　沙希は、ただ掃除を手伝ってほしいと言っていただけだ。しかも恭一はそれを了承していた。沙希に罪はない。恭一が掃除に行くのを綾音が止めなかったのも、コノハが蔵くらの中で術の研究をしていたことも、それぞれにはなんの責任もない。これは事故で、言ってみれば運命みたいなものだから、誰だれも悪くないはずなのに。

「私が……恭一を助けなきゃいけないのに」

　もし、逆の立場だったらどう思ったのだろう。

　自分が何かの事故で、沙希を殺してしまって、けれど沙希に生き返るチャンスがあるのだと知ったら。

　自分はどう思うのだろう。

　何か声をかけたい。でも、殺されてしまった人間に何を言われても、沙さ希きはきっと自分を許さないだろう。

　どうすればいいのか、全く分からなかった。

　唇を嚙かんでいると、キシリと床ゆかの軋きしむ音がした。振り向くとそこには、コノハがいる。

　コノハは指で自分の喉のどをさして口をはっきりと動かす。

『声を出してみて』

　多た分ぶん、そう言った。恭きよう一いちはかすかに声を出し、その声こわ音ねに驚おどろく。声が綾あや音ねと同じものになっていた。

　伝えたい気持ちがあるって、自分の声では言えないのなら、伝えろということなのだろうか。この状況なら、お互いの立場の違いを意い識しきしなくていいからと、そういうことなのだろうか。

「さき……お姉ねえちゃん」

　沈ちん黙もくの後、何、という声が返ってくる。

「恭一さんと話をしたよ。恭一さん、お姉ちゃんに対して、感かん謝しやの気持ちしか持ってないって、そう言ってた」

「え……？」

「死ぬはずだった自分を、助けてくれてありがとうって、言ってた」

「……でも……」

　長い長い沈黙があった。襖ふすまの向こうで沙希が何を考えているのか、少しだけ、想像がついた。

　だから、沙希の考えを遮さえぎるように言葉を繫つなぐ。

「……お姉ちゃんはさ、恭一さんの宿主になったんだよ。一生、離はなれられなくなっちゃうかもしれないのに、生気だって、半分になっちゃって、すごく苦しい思いをするかもしれないって分かってたはずなのに、すぐに宿主になるって言ってくれた。もう、それで充分すぎるよ」

　声は返ってこない。

　恭一は襖に手を当てる。襖が、とても分厚い鉄の壁かべのように感じた。

「……なら、それなら、がんばる。もう沙希が泣いてしまわないように。悲しい思いをしないですむように。がんばって必ず生き返ってみせるから。何も心配することなんてないんだ、沙希」

「……きょう、いち？」

　目標は生き返ること。自分のために。そして、沙希のためにも。

　完全に生き返って、沙希が無む駄だな罪の意識を抱かなくてすむように、がんばろう。

　決意を胸に、恭一は沙希の部へ屋やを後にした。







「綾音ちゃん！」

　居間の襖ふすまをバシーン！　と勢いよく開き、恭きよう一いちは綾あや音ねの目の前のちゃぶ台に身を乗り出した。

「え？　え!?　恭一さん、なんで私の声に？」

「神様のなせる業わざだ。不ふ思し議ぎに思っちゃいけない！　それより綾音ちゃん！　水みず犬いぬ、絶対に捕まえよう！」

「でも、試し験けんは放棄したんじゃ……」

「放棄、してないよ？」

　恭一の後ろから、コノハが居間に入ってくる。

「放棄してないって、どういうことですか!?」

「こんなことになるんじゃないかと思っていたのです！　だてにみんなを小さな頃ころから見てないんだから！」

　コノハは大げさなくらいに胸を張り、その体勢のまま恭一を見て微笑ほほえんだ。

「恭一。沙さ希きのためにがんばって」

　静かな声でコノハは言った。

「……はい」

　恭一は顔が熱あつくなるのを感じながらもかろうじて応こたえる。

　そうだ、あの場にはコノハもいたのだ。ずいぶん色いろんなことを言ったような気もする。聞かれて恥ずかしいようなことも、ひょっとしたら言ったかもしれない。

「何か、あったのですか？」

　綾音が、ひとりぽかんと、恭一たちを見つめていた。

「水犬を捕まえなきゃ」

「でも、どうやってですか？　お姉ねえちゃんはあんな状態なのに……」

「それは……」

　確たしかにそうだ。沙希が動けなければ、沙希から離はなれられない恭一も動くことはできない。

　逆に相手をおびき寄せることができれば楽なのに、いや、そんなことができるなら、そもそも苦労なんてしてない。

　とにかく何か方法を考えようと、恭一と綾音はちゃぶ台越しに向き合い、水犬捕ほ獲かくの可能性を模も索さくし始める。

　しかし──。

　無む駄だに時間だけが過ぎ、そろそろ二十三時も半分が過ぎようとしていた。

　万策尽きる以前の問題で、ひとつの策すら思い浮かばない。もはや希望はことごとくたたれた。

　頭をかきむしり、ちゃぶ台につっぷす。

　基本に返り、プリントを熟じゆく読どくしてみる。

　が、やはり何もヒントらしきものはない。ひょっとしたらと、頭上に掲かかげ、蛍けい光こう灯とうの光にかざしてみる。けれど透すかし文字の類たぐいは見つけられなかった。

　プリントに張りついていた札ふだがはらりと落ちて、失意の恭きよう一いちの額ひたいに張りつく。

「キョンシーみたいになってますよ」

「ある意味当たってるところがやだな」

　恭一は唸うなり声ごえを上げる。もう少しで、何かが分かる気がする。タキリが昼間、ヒントは残してあると言っていたのは覚えていた。タキリが残したものといえば、唯一このプリントだけだ。

「このプリントが居場所のヒントになってたりはしないのかな」

　綾あや音ねが苦にが笑わらいで応こたえる。

「いっそのこと、向こうが油断して、こちらに出向いてくれればいいのですけどね」

　その言葉に恭一は数秒硬直し、それから勢いよく綾音を振り返る。

「……その手があった！」




　　　３




　夏にしては湿気もなく、雲ひとつない、月の明るい夜。

　北きた原はら神社の境けい内だい、その中央には複雑な文字が記された円陣とその中央に置かれた『やおよろず』のプリントが置かれていた。その上には相変わらず、ぺタリとお札が張りつけてある。円の中には恭一。円の外には綾音。コノハは拝はい殿でんに立ち、境内を見下ろすように立っていた。

　沙さ希きは今いま頃ごろ布ふ団とんの中で、何も知らずに眠っているだろう。

　後二〇分で今日きようが終わり、タキリが設定した試し験けんの時間が終わる。

　しかし、勝負はむしろこれからなのだった。

「円陣を元とする式を組みました」

　綾音が、円の外から恭一に向かって言う。

「人を閉じ込め、外に出さないための檻おりの結界です。相手は神様……気休めにもならないと思いますが……」

「うん……そこまで用意してくれたら、後は僕がやるから」

　夜もかなり深い。

　闇やみの中で蠢うごめく者たちが、自分の力を一〇〇パーセントにも一二〇パーセントにもできる時間。

　当然、半ゾンビの恭一も、凄すさまじいまでの力が身体からだの中に流れてくるのを感じていた。

　水犬の姿さえ見つけてしまえば、なんとかなる。いや、なんとかしなければいけない。

　このままこれ以上、沙希に迷めい惑わくをかけ続ける訳わけにはいかない。

　綾音がそっと結界の中心にプリントに張りついた札を置く。

「次はどうしたらいいの？」

「お札に手を当ててください。今け朝さの様よう子すを見る限り、触れることで恭一さんの霊れい気きがお札に流れ込み、お札ふだの力を発動させるトリガーになるはずです」

「分かった」

「今の恭きよう一いちさんの行動半径は限られています。気をつけて」

「了解」

「恭一」

　それまで黙だまっていたコノハが、不意に声を上げる。

「応援してる」

　恭一はゆっくりとうなずいた。

　成功させるんだ、絶対に。

　最後に沙さ希きの部へ屋やの方を見やって、札に手を触れた。次の瞬しゆん間かん、プリントの上に乗ったお札が輝かがやき出す。それは柔らかい光となって闇やみをぼんやりと照らし始めた。続いて、綾あや音ねの描いた円陣も連れん鎖さ反応でも起こすようにほのかに輝き出し、月夜の薄うす闇やみを退しりぞけていく。

　術が発動している音なのだろうか。甲高い耳鳴りのような音が聞こえた。

　光がものすごい勢いで強くなっていく。

　札と円陣から光の粒子が浮き出して、粒子は蛍ほたるのように飛び交い、徐じよ々じよにひとつところに集まって、ふたつのシルエットを作り出す。

　やがて、円陣の光とお札の光が消え、中央に恭一と対たい峙じする形で現れたのは、タキリと水みず犬いぬ。

「正解を見つけたようですね」

　タキリはメガネを直しながら、にっこりと笑ってみせた。

　そう、最初から全すべては整っていた。

　プリントに貼はられた、タキリを呼び出したあの札こそが鍵かぎだ。注がれた霊れい気きを解析し、相応ふさわしい位の神を召しよう喚かんする札。沙希と自分の霊気なら、タキリをこの場に呼び出すことができる。

　そして、確たしかにタキリは言っていたのだ。

『名前は水犬。私から離はなれては生きられない擬ぎ似じ生命体という意味で恭一さんと似ていますね』

　逝いき返り者と同じように、タキリのそばを離れては存在できないモノ。その証拠に、タキリはいつも水犬の背に乗っていた。

　つまり、この札を使ってタキリを呼び出すことができれば、自動的に目の前に水犬も強制連行されることになる。

　それが、恭一の導みちびき出した答えだった。

「人間にしては、それなりに知恵を使うようですね。札の応用と式の展開も、一定の評価を与えてしかるべきものです」

「じゃあ、ひょっとして試し験けんは合格……」

「いえ、そうはなりません」

　微笑ほほえんだまま、タキリは右手を差し伸べる。

「神の依頼をこなすなら、ときに絶大な『力』を求められることもあるでしょう」

　タキリの周囲に水の塊かたまりが無数に浮かび、月明かりを受けて輝かがやいた。

「試し験けんの合格基準は変わりません、この水みず犬いぬを捕まえることさえできないなら、あなたに『やおよろず』に入る資格はありませんね」

　なら、捕まえるだけだ。

　夜や気きを吸い込み、恭きよう一いちは駆かける。身体からだは恐ろしく軽く、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰める。水犬を捕まえようと手を伸ばす。

「捕まえた！」

　そう叫んだ瞬間、タキリの周囲に浮かぶ無数の水の塊から激はげしい水流が放射され、恭一の身体を直ちよく撃げきした。レスラーに全力で体当たりされたかのような強烈な衝しよう撃げきに、恭一は吹き飛ばされて倒れる。

「な、何が……？」

「恭一さん！　次が来ます！」

　綾あや音ねの叫ぶ通りだった。水の塊が大砲のような水流を間断なく撃うち出し、そのたびに恭一を地面に打ち倒す。

「この程度の攻撃も避よけられないのですか？」

　水犬と恭一の間に再び距離が開いた。

「やれやれ、千せん載ざい一いち遇ぐうの機き会かいを逃のがしましたね」

　タキリが水犬の背に腰を下ろした。

「また鬼ごっこでもしましょうか？」

　タキリがゆっくりと見せつけるように、背を見せ、綾音の作った結界などものともせずに、神社を降りる階段へと向かっていく。

「くそ！」

「待ってください恭一さん！　それ以上は無理です！」

　綾音の叫び声に恭一の足が止まる。

　沙さ希きから半径五〇メートル。ここから先には進めない。

「いや、まだだ」

　恭一は結界の中心に走る。札ふださえあれば、再び水犬を呼び出すことができる。そう思ったのだが。

「……しまった」

　札は先ほどの水流でズタズタに破れてる。やられた。

　悔くやしさに唇を嚙かむ。もう、諦あきらめるしかない。

「恭一！」

　夜の境けい内だいに声が響ひびく。

　振り返るとそこには、足元もおぼつかない沙さ希きがいた。

「何やってるの、追いかけるわよ」

　慌あわてて近づこうとする綾あや音ねを手で制し、ゆっくりとだが、前進する。

「沙希……！　寝てなきゃダメだろ！」

　慌てて沙希を引き止める。

「水みず犬いぬを捕まえるの。恭きよう一いちがやらないって言うなら、私だけでやる。お願ねがい、止めないで」

　上気した頰ほおをして沙希は言う。その真まっ直すぐな目に、恭一は一いつ瞬しゆん息を吞のむ。恭一を置いて、沙希は走り、境けい内だいを降りる階段で躓つまずいた。

　倒れ掛かる沙希を、恭一が支える。

「なんでこんな無む茶ちやを！」

「なんでって、何言ってんのよ……あんたの、ために……迷めい惑わくはかけない、私ひとりで捕まえて……」

　うわごとのような言葉。恭一は覚悟を決める。

「分かった！　分かったよ！　僕の負けだ！」

　恭一は沙希を背負った。

「……恭一？」

「ひとりじゃダメだ！　僕たちはもう、ふたりでやらなきゃダメなんだよ」

　バネをギリギリまで押し込むように、足に力を込める。

「ふたりで一いつ緒しよに捕まえるんだ」

　息を吞むような音が聞こえた。

「うん……！」

　かすかな、でも決意を秘めた声を耳にして、恭一は夜の闇やみを走る。

　階段を跳ちよう躍やくし、一気に落下。多少足が痺しびれたものの、なんともない。そのまま坂道を一気に下る。研とぎ澄すまされた五感が、重たい四し足そく獣じゆうの足音を聞き分け、タキリの持つかすかな香りを追いかけ、屋根から屋根へと飛び移り、直ちよく線せん的てきに追いかけていく。

　ほどなく、その姿が見えてきた。時間はあと、どれくらい残っているんだろう。

「……まさか追いつくなんて」

　タキリがこちらを振り向いて微笑ほほえんだ。

　水の塊かたまりが宙に無数に浮かび上がり、砲弾となって襲おそいかかる。

「うわ！」

　嵐のような攻こう撃げきを避さけるのに手いっぱいで、足が遅くなる。再び距きよ離りが離はなれる。

「ここで捕まえられなかったら、男がすたるってもんでしょ」

　不意に、耳元で囁ささやく声。

「私の生気、全部あげる。だから、根こん性じよう見せて」

　止める暇ひまもなかった。電流のように、背中から生気が流れ込んでくる。それは体内で、何百倍にも膨ふくれ上がった。

　背中から沙さ希きの荒い、苦しそうな息使いが聞こえてくる。

　沙希の言う通りだ。女の子にここまでさせて失敗したら、男失格だ。

　水の砲弾をものともせず、一心不乱に駆かけ、一気にその距きよ離りを縮ちぢめる。

　見てろ沙希！

「なぁあああ！」

　気合と共ともに跳ちよう躍やく、その手を水みず犬いぬに伸ばし──。







　一時間後。

「恭きよう一いちは無む茶ちやしすぎだよ」

　あちこちにできた引っかき傷にコノハが軟なん膏こうを塗ってくれていた。

「イタ、イタタタ。あの、その妙な薬くすり、めちゃくちゃ染みるんですけど……」

「コノハ特製軟膏は、染みるけど効くんだよ～。夜のうちなら傷もすぐ消えるだろうけど、念のためね」

　そんなコノハの言葉にため息をつく。水犬を追って跳躍した際、水犬の尻尾しつぽを摑つかんだのはよかったが着地のことを考えておらず、タキリ、水犬、沙希共に、藪やぶの中につっこんだのだった。

　これくらいの傷なら、むしろ感かん謝しやするべきだろうとは思っている。

「……あの、沙希は……」

「うん、恭一が庇かばったおかげで傷はないよ。ただ──」

「ただ？」

「生気のほとんどを、恭一にあげちゃったみたい。さっきまでとても苦しんでたけれど、体力が尽きて寝ちゃったよ。今は小康状態で、綾あや音ねが付き添ってる」

　コノハの静かな声。

「苦しんでたって、ひょっとして……」

「うん。無理しちゃったんだね。やっぱり一ヵ月は、苦しい思いをしなきゃいけない。逝いき返り者の宿主になったときに起きる副作用って、とてもひどいの。立っていられないほどのめまいと全身の熱ねつで、動けるのが不ふ思し議ぎなくらいになるはずなのに。よくがんばったと思うよ」

「そんな……」

　コノハは、困ったように笑う。

「恭一が責任を感じることはないと思うよ。沙希も別に、これでいいって。一ヵ月も動けなくなってごめんって、ずっと言ってた」

　恭一は何も言えなかった。沙希はどうして、ごめんなんて言うんだろう。謝あやまるのは、僕の方なのに。

　居間を出て、沙さ希きの部へ屋やに行こうとして、途中で綾あや音ねに出会った。綾音の目は真まっ赤かになっていた。

「綾音ちゃん？」

「あ、……いえその。お姉ねえちゃんが、あまりにも苦しそうだったから」

　綾音は目をこすって、それから、いつもの笑え顔がおを恭きよう一いちに向けてくれる。

「お姉ちゃんの部屋に用ですか？」

「……後にした方がいいかな」

　綾音は首を横に振る。

「そばにいてあげてください。きっと安心しますから」

　そう言って、綾音は行ってしまった。

　恭一は静かにうなずいて、それから沙希の部屋へと行く。襖ふすまをノックする。が、返事はない。起こしてしまわないように、そっと襖を開けた。

　暗いままの部屋の中で、沙希はうなされているのか、時折小さな声を出した。

　髪は汗で濡ぬれて、きゅっと眉まゆを寄せている。これから一ヵ月、沙希はずっと、こんな風ふうにして眠らなければいけないのだろうか。

　そう考えると、身体からだ中がずっしりと重くなる気がした。

「……ごめんね……ごめん、恭一……」

　どんな夢を見ているのだろうか。沙希はただそればかりをずっとずっと、繰くり返し呟つぶやいていた。思わずその手に、自分の手を乗せる。

「謝あやまることないよ。僕は、すごく感かん謝しやしてるんだ。本当に、僕の宿主になってくれて、ありがとう。他ほかの誰だれでもなく、沙希が僕の宿主になってくれて、嬉うれしかった」

　汗ばんだ手が、ぎゅっと強く、恭一の手を摑つかんだ。

　それから──。

　沙希の部屋を出て、今度は境けい内だいに向かった。

　そこにはタキリがぼんやりとたたずんで、月明かりを浴びていた。

「タキリ様」

　声をかけると、彼女は恭一を振り返る。

「……穢けがれた者が、軽々しく声をかけないでくれませんか？」

　嫌けん悪お感かんを隠さないタキリの言葉にも恭一はひるまなかった。

「相そう談だんがあるんです」

「相談？」

「沙希の容よう態だいを回復させたいんです」

「容態の回復？　私が？」

「はい。タキリ様はとても位の高い神様ですから、それくらいのこと、できるんじゃないかと思って」

　タキリは静かにため息をつく。

「それは無理です」

「どうして……やっぱり僕が逝いき返り者だからですか？」

「不可能だと言っている訳わけではありません。けれど神は、大して繫つながりもない人間の願ねがいを、無む償しようで叶かなえる訳にはいかないのです」

　恭きよう一いちは沈ちん黙もくし、しばらく考えた。

　それから、一度深呼吸して口を開く。

「今後、僕が稼かせぐ神力を好きなだけあなたにあげます。それでも、ダメですか!?」

　続く恭一の言葉に、彼女は、驚おどろいたように目を丸くした。

「あなたは神力が目的だったのでは……」

　タキリを遮さえぎって、恭一はうなずいた。

「いいんです。沙さ希きがあんな状態なのに、自分だけ生き返るなんて、考えられません」

「……これで、本当に試し験けんをお終しまいとしましょう」

　彼女はこれまでのつんけんした視し線せんを一転させ、初めて優やさしい笑えみを恭一に向けた。

「……あの、試験が終わりってどういうことです？」

「今回の試験の本当の目的、教えて差し上げます。水みず犬いぬを捕まえられるかどうかは、実は重要な問題ではなかったのですよ」

「どういう事ですか？」

「あなたが、神力を悪用する悪あく霊りようでないのかを見ることが、真の目的でした。そもそも、協会が逝き返り者を忌き避ひする理由もそこにあったわけですし」

「そ、そう言えば……」

「散さん々ざんあなた方を煽あおったのも、この試験があなた方の本ほん性しようを見み極きわめるための、いわば性格テストを兼ねていたためです」

「ひょっとして今け朝さ、コノハ様と一いつ緒しよに部へ屋やから出て、そのあと態度が豹ひよう変へんしたのは……」

「そう、あのとき、コノハ様に試験の許可を取っていたのです。私が部屋に戻った瞬しゆん間かんから、試験は始まっていたのですよ」

　だとしたら、なんだかずっと、手の上で転がされていたってことか。

「宿主があなたに非協力であったら、チームワークに難なんありとして、不合格にするつもりでした。私の言動に憤いきどおり、反抗的な態度を取ったり、暴ぼう力りよくを行使しようとすれば、そのときも不合格。そしてもし──あなたが嫌いやがる宿主を無理やり付き添わせて水みず犬いぬを追いかけようとしたら、規律に従い、あなたを邪よこしまな者として除じよ霊れいしようと思っていました」

「……そ、そうだったんですか」

　除じよ霊れいされる自分の姿を想像して、背中に冷たいものが伝う。

「それで、試し験けんの結果は……？」

　ゴクリとツバを飲み込んで尋たずねる。

「どうか、これまでの非礼を許してください。あなたは悪あく霊りようなどではありません」

　高名な女神であるはずの彼女は優ゆう雅がに頭を下げて見せた。

「女神木この花はな、巫み女こ三さん宮みや沙さ希き、巫女三宮綾あや音ね、及び逝いき返り者佐さ倉くら恭きよう一いち。神様協会『やおよろず』への入会を許可します」

　彼女は微笑ほほえんでみせる。

「まあ、正式な契約は上層部への説得が終わった後になりますが」

　彼女の手には恭一が持ち歩いていたはずのＧＰカードがあった。カードはほのかに輝かがやきその数字が瞬またたく間まに増加していく。やがて数字の変化が止やんだとき、カードに刻まれた値は──。

「は……八五二ポイント!?」

「私からの入会祝いです」

　ＧＰとは奇跡を起こす力。ということは、つまり──。

「あ、あの、このＧＰで沙希の身体からだを元に戻すことはできますか!?」

　タキリは静かにうなずいてみせる。

「そう言うと思っていました」

「やってくれるんですね!?」

「ご心配なく。すでに奇跡は起きました。もう彼女が、宿主としての副作用に苦しむことはないでしょう」

　その言葉に恭一は小さく息をつく。

「ではまた、わりと近いうちにお会いしましょう。コノハ様にもよろしくお伝えください」

　それから、と彼女は意味ありげに笑いかける。

「神は、人間とは異なる世界、異なる道どう理りに生きる者。神を相手にした商売、口で言うほど簡かん単たんではありませんよ？」

　どういう意味かと問う暇ひまもなかった。

　一いち陣じんの風が吹き、思わず目を閉じる。

　目を開けると、すでにそこにはタキリの姿はなかった。




　　　４




　そして、翌朝。

「お姉ねえちゃん！　寝てなきゃダメだよ」

「大丈夫よ！　なんだかよく分からないけど。治っちゃったわ！」

　そんな境けい内だいからの声に目を覚ます。

　日よけのために長なが袖そでジャージをはおって、部へ屋やを出た。三さん宮みや家けの玄関を出て、日ひ傘がさを差すと、境内へ向かう。

　そこには、巫み女こがふたり。ひとりは気合いを入れて掃除をしていて、もうひとりはおろおろとそれを見つめていた。

「お、お姉ねえちゃん？　本当に無理はしなくてもいいから……」

「これが無理してるように見える？」

　沙さ希きの顔は明るく、昨日きのうのような辛つらそうな表情は微み塵じんも見せない。装よそおっているのではない、満面の笑えみを浮かべていた。

　よかった。タキリさんがやってくれたのだ。

「あ、おーい！　日傘ゾンビー！　ちょっと掃除手伝いなさいよー！」

「日傘ゾンビって……」

　そんなことを呟つぶやきながらもふたりのそばに行く。

「大変なんです！　お姉ちゃん、治っちゃって！」

「うん。みたいだね」

「当たり前よ。恭きよう一いちだけじゃ、いつまで経たっても生き返るのなんて無理！」

「うん……僕は沙希がいないと、ダメみたいだ」

　その言葉に、沙希は面くらったように口ごもる。

「……い、いい心がけじゃない」

「お姉ちゃん、恭一さん。ここの掃除はふたりに任せます」

　はあ、と綾あや音ねが小さく息をついた。

「あれ？　綾音は？」

「私は朝食の準備をします。もう今日きようから、大変な仕事の依頼が来るかもしれないんだから、しっかり栄養は取っておかないといけません！」

　いそいそと家の方に走っていく。

「……なんか、今日の綾音は落ち着きがないわね」

「きっと嬉うれしいんだよ。沙希が元気になったんだからさ」

「そう思ってくれるなら嬉しいけど。まあ確たしかに、奇跡よね。なんで治っちゃったのかしら」

「さあ？」

　沙希から箒ほうきを一本受け取り、境内を掃はいていく。

「そう言えばさ、昨日の試し験けんの顚てん末まつ。コノハ様から聞いたよ～？」

　沙希は満面の笑みで恭一を見る。

「試験、見事合格したってね！　やればできるじゃない！　恭一！」

「僕のおかげじゃないよ、沙希のおかげだ」

　ありがとう、と言うと、沙さ希きはポリポリと頰ほおを搔かいてそっぽを向く。

「き、急にお礼なんて言わないでよ。私は宿主として恭きよう一いちの世話をしなきゃいけない立場にあるの！　やるべきことをやっただけよ！」

「うん……でもありがとう」

「な、なんなのよ。気持ち悪いわね。昨日きのう変なとこに頭ぶつけたんじゃないの」

　沙希はそこまで言って、ふと何かに思い当たったように恭一を見る。

「……ねえ、恭一。あんた、昨日の夜さ……」

「ん？」

「うん……あのね……」

　沙希にしては珍しく、何かためらうような声に恭一も眉まゆをひそめる。

　けれど沙希は、やがて首を横に振る。

「……なんでもない。きっと夢でも見たんだわ」

「夢？」

「うん。……とても優やさしい夢」

　沙希は小さく呟つぶやく。

「そうなんだ」

「そんなことより恭一、今日きようも気合いを入れなさいよ！」

　彼女は青い空に向かって箒ほうきを振り上げる。

「きっと今日から、ダイハードな大事件の連続よ」

「……できれば、大事件はちょっと間を置いてほしいんだけどな……」

　恭一の切せつなる願ねがいも空むなしく──。

「お姉ねえちゃーん！　大変！　大変ですよー！」

　綾あや音ねが再び境けい内だいに顔を出した。

「お賽さい銭せん箱ばこの上に依頼状って書かれた手紙が置いてある！」

「ついになんでも屋、本格始動ね！」

　箒を放り出して、沙希が走り出す。

　恭一はポケットに入れたＧＰカードを見つめ、小さく笑った。

　晴天。朝も早いというのに、もうセミが鳴き始めている。

　今日きようも、暑くなるのだろう。

　夏休みの始まりから数えて三日目の朝。

　恭一が死んで生き返ってから数えても三日目の朝。

　最高貯ちよ蓄ちくＧＰ、八五二ポイント。

　現在の貯蓄ＧＰ、〇ポイント。

　まだまだ道のりは長いけれど、きっとなんとかなる。

　そう思えてくるような、爽さわやかな夏の朝だった。

「恭きよう一いち！　あんまり私から離はなれると、成じよう仏ぶつしちゃうわよー!?」

　恭一はカードをポケットに入れ、慌あわてて沙さ希きたちを追いかけた。
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　あとがき







　初めましての方、初めましてです。西にし村むらです。

　お久しぶりの方、お久しぶりです。なんとかがんばっています。西村です。

　そして、まさかとは思いますが、手に取って頂いた上に買って頂き、さらに全部読んだ上で、あとがきを読んで頂いているという方がいるとしたら、あなたはきっと僕の神です。

　まずはどんな形であれ、今現在僕の書いたこの文章を読んで頂けている全すべての人に感かん謝しやを。




　なんというか、感かん慨がい深ぶかいです。ここに戻って来るまでに、苦く心しん惨さん憺たん紆う余よ曲きよく折せつ粒りゆう々りゆう辛しん苦く四し面めん楚そ歌か、色いろ々いろありすぎて何から書いていいのか分かりません。

　ここ数年、お前は一体何をしていたんだと思ってくれるごく少数の人々に向けて、作者の近況報告です。

　確たしか最初はバトルものを書いていたはずだったんです。

　半年から一年かけて得た結けつ論ろんは、うん、向いてない！　でした。わりと力んで書いていたこともあって、路ろ線せんを変更するという方向になったとき、これはもう無理なんじゃないかな、なんてことも思っていました。

　で、何をやろうかという話になったとき、ラブコメはいけますか!?　というお言葉を頂きまして、いけます！　と即答しました。

　実のところ、これまでの人生において、ほとんどラブコメに触れたことはなかったのですが、人生には退ひいちゃいけない局面というものがあり、今がまさにその時だ！　と思っていました。

　打ち合わせの後、本屋に直行。目につくラブコメ小説を片っ端から買いあさり、しばらくラブコメ漬づけになっていましたね。

　これでいける俺おれならやれるがんばれ俺きっと大丈夫だ！

　と自分を励まして企画を練っていたのが二年前くらい？　でしたか。

　自分の才能のなさに落ち込み、自分の諦あきらめの悪さを少々頼もしく思った二年間でした。

　という訳わけで、なんとか皆様にお届けできたのがこの作品です。

　昨さつ今こんの世相と僕の鬱うつ々うつとした精神状態をこれでもかと反映させた、棺かん桶おけに片足突っ込んだゾンビが主人公です。

　舞ぶ台たいは現代日本。愛と笑いと涙と、妖よう怪かいと死し霊りようと八や百お万よろずの神かみが入り乱れる騒さわがしい物語。

　幼なじみの巫み女こさんや殺人犯の神様と一いつ緒しよに、生き返るために奮ふん闘とう奔ほん走そうします。

　みんなとても一いつ生しよう懸けん命めいで、楽しそうで、書きながら「いいなあ青春だなあ」なんて呟つぶやいておりました。

　ぜひぜひ、多くの方に読んで頂きたいと思います。

　最後になりましたが、多くの人に感かん謝しやを。

　ここ数年、ずっと僕の作品に付き合って頂いた、すさまじく根気強い担当編へん集しゆうの川かわ本もとさん。

　ここ数年、ふがいない僕に付き合ってくれている妻。

　この本の発売に携たずさわった全すべての人々。

　そしてもちろん、今これを読んでいらっしゃる全ての読者様に、心からの感謝を。

　少しでも面おも白しろいと思って頂けたなら、それに勝まさる喜びはありません。

　ではまたいつか。

　できれば、近いうちにお目にかかれることを祈っております。





六月某日。雨　




西にし村むら　悠ゆう　
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西にし村むら 悠ゆう

１９８１年生まれ。東京在住。猫を三匹飼っています。そして仕事部屋＝猫の生活空間。画面の前に出てくるな！　キーボードの上に乗るな！　顔をなめるなぁ！　と騒がしい毎日です。
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イラスト／Show

首都圏在住、小説のお仕事は初めてでドキドキです。
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神かみ様さまの言いうとおりっ!








西にし村むら 悠ゆう





発　行　　　　2016年1月7日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2009 YU NISHIMURA





※2009年8月10日発行の電撃文庫『神様の言うとおりっ!』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p039.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/dengeki-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p074.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一話



		第二話



		第三話



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p179.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/p018.jpg





item/image/k002.jpg
ERE#HBCESNTVSHE. &
FREORBFLBOIC,. RIzBHH
BBBAENEY DT, tEH
R EHOREE,

15728 T o
H%;m,&n
1

@ﬁf
SN MVl

'

.W%,
PEES
()
i

1S < O

SEEU!

FEON SV

AL AR
EIFCARS

d]
)
)
=

tR#HOBL T, FH—DHEI
RH, BeoE&ZZoMLLE
TR2HHIERELR, H—1B
LWOBIEDEENSIEEL!?






item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
p






item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
DT
i
% 5
< x
2 U
g5
I
]
» B
5 W
=
=

5 B

O (IR C e U 9 U015 CH O FE G A
BHOBUI S U SNSRI C
SHEEO F R 2 MR e 5 O & >Rt
=47 I AVED [ale FabaTe) A

FUUS=\U - JA .HFIMN

\ A/NESombiEENT,

BEIPSE0X—BMIVEEN

\eSHEXRTBBEVWYYE

[CE>TUEORDE, Z

“HDIE. B¥X. ZOftH3

Do HSRESDED
SHRIBHWVNDFETH D
EbhE>TLES. REL
TH—DEFEDITHIS ?





item/image/p094.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p009.jpg





